


バラエティに富み、あらゆる需要に対廊できる

ウレタン 材

防 水 用 P-302、305、306

床、グランド用 P-760、820、AX-507、564、565、596

シーリング用 AX-506、585

液状アミン硬化剤 M C-506、MC-591 

各種ポリオール Diol I 000、2000、3000

ED-56、ED-37、EP-240、EP-330、

EK 25 

プライマー M-35プライマー

AX-550 

サン -PC

防水用 Tタールウレタン②ウレタンゴム系 I類

Nノンタール

Cカラー②ウレタンゴム系 I類

床用 F

1液型簡易発泡 ハイプレンフォーム

（フィル・スプレー・フィックス）

◎ 三井日曹ウレタン株式会社
本 社〒105東京都港区虎ノ門3-8-21 （第33森ビル）合 (03)431-6193仰

大阪営業社 〒541 大阪市東区本町4-4-1 （本町野村ビル）合 (06)264-0 7 5 I 

名古屋営業所 〒460名古屋市中区錦3-23-18（ニュー栄ビル）合 (052)951-9 5 I I 

（ニュー栄交換）



ー
確かな品質(・】l)）確実な施工

如

（ウレタン・アクリル樹脂建設材料］
パラックスー E···········•防水用（ノンタールウレタン）・・・・・・・・..黒 色

パラックスー Z・・・・・・・・・・・ •防水用（ノンタールウレタン）・・・・・・・・..黒 色

パラックスー G···········•防水用（ノンタールウレタン）・•..…グレ一色

ノ＜ラックスー T···········•防水用（タールウレタン）・・・・・・・・・・・....黒 色

パラックスーEF ……•...防水・歩行併用（凹凸仕上げも可）…• 7 色

パラックスーES.... …•••防水弾1生舗装用（艶消し仕上げも可） 3 色

パラックスー F ・・・………耐摩耗防滑床用（凹凸仕上げも可）••• 8 色

パラックスー S•……•• •••スポーツ施設床弾l生舗装用… ••3 色

パラックスーERS……••弾I‘生安全舗装用（凹凸仕上げも可）… 3 色

パラックスーペーブ・・…舗道滑止めカラーペインティング用… 4 色

MTシールUR-100
UR-200 

・・・・・..建築シール材・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

MT エラスタイル・・・・・・..壁面弾I生仕上用（アクリルゴム）•…• 6 

多
し
[ ⑨三井東圧化学株式会社
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公
~
令

も
捻
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色

色

化成品建材本部工業樹脂 3部
東京都千代田区霞が関3丁目 2の5（霞が関ビル） TEL03-581-611|（代表）内線6360

大阪支店工業樹脂 3課
大阪市北区中之島3の3の3（三井ビル） TEL06-446-3675

福岡支店樹脂課
福岡市博多区上呉服町 10の 1（博多三井ビル） TEL092-271-8577

札幌支店樹脂課
札幌市中央区北二条西4の l（札幌三井ビル） TEL011-261-1411（代表）

名古屋支店工業樹脂課
名古屋市中区錦3-23-31（栄町ビル） TEL052-961-3311（代表）
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安定した性能で好評
＂塗 膜 防水材 ，9 

テ＂イツワウレつン

不変色、超耐候性、塗膜舗装材

'' - ■ ■ . 

ティ9ワタフベーフ＇
不変色……淡色の舗装仕上げが出来る。

超耐候性•…••保護コートが不要、工程が短かい。

販売元 dPテ午I'Iり’7[9レー7’ ン'l.
製造元 ]JIE*EhKイン『＊＂ご学工黄夏

東 京：〒 IOI東京都千代田区鍛冶町2-10-10秋山ビル

TEL(03)256-7 0 6 I Hせ～4 

大 阪 ： 〒541 大阪市東区北久太郎町 4 - 36 

TEL(06)252-616|（大代表）

（販売担当）樹脂開発部大阪樹脂開発諜
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ウレタン塗膜防水材
;. 

軽 量 化 の 進 む 現代建築界で、 2液

混 合・常温硬化 の ウ レ タ ン 塗 膜 防

水材ポースウレボンが益々その評

イ面を高めつつあります。

ウレボンの主 な 工法

UC-240 
歩行用保護モルタル仕上げ

RC-240 
歩行用カラー仕 上げト ップコー ト塗り

RPC-240 
A LC非歩行用メ ッシ ュ補強{|ー：上げ

•この他15種のエ法があ i) ます 。 タ、陸遷根防水施工：
... ・.・ .... ”“`.·-ヽヽ ．．．． ． ． ．．．、で6~ ...，;9.. ．汀盛．、．．．．ぶ 。ぺ•.．．．念・ご．；ぶ ｀ ，＂『て孟；．：~．泌”9零匹＇；

建築ま知施設用ウレタン塗り床材

シームレスの美しい床材パールフロアー

に は、単色とカラフルの 2種類があり、

それぞれ豊富な色数と美麗な色調を持ち

各種御要望に応じています。

パールフロアーの主な用途

●一般塗り床用●応接室などの豪

華仕用●病院などに弾性層入り●

幼稚園や学校などの中庭や遊戯施

殷 ●各種体育施股（室内・外用）

TR<R；血紐東京ポース工業社
〒116東京都荒川区西日暮里 2-45- 2 

■東京営業所

■大阪営業所

■仙台営業所

801-1151 
313-0148 

34-0023 
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はii（に応 える技術の東海

東海化学は、

いつも3つの課題に挑戦、

完成度の高い建築の創造に

応えています。

／
 りイヽィ‘．． 

建築物の防水(―
スポーツ施設の

弾性床づ〈り[
＿ 建築物の外壁

一 弾性舗装に ―化粧・防水に

ウレタン塗膜防水材 ウレタン弾性舗装材 ウレタン塗り床材 ウレタン壁面化粧防水材

~--·が9凛ば冒—... ”’9ーンコ—ト ，｀ラ—’"'.I9冨； 9~1ヅ9重ウ彙—JI、

へ '.9

西賣i薔化学産蕪liii式会社、 )
本社●神戸市兵庫区荒田町3-5-|（稲垣ピル 合 (078)531-8661（代）

東京営業所●TEL.(03)968-7581 広島営業所●TEL.(0822)20-2261 

福岡営業所●TEL.(092)712-0072 仙台営業所●TEL.(07948)6-2818 
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Iー補強材日東紡グラスクロス I 

ゾ フ

グラス組布 KCくメッシュ〉 ●特長

グラスファイバーてあるのて

1)腐蝕しない。

2)吸水性がない。 日東紡独自の製法て‘‘

3)比強度が高い。 6)安価である。

）取扱性が良し

5)耐熱性がある。 8)耳が付いてない。

厚さ 幅 重量 密度本／25mm 引張り強さ k'}/25rnrn 1ロー）レ
製品記号

g /m’ mm cm タテ ョ コ タテ ヨコ 長さ m

KC 1 01 OB 1 04 E V 2 0 24 104 73 10 10 35 35 100 

KC 0808B 104 AD 1 0 24 104 65 8 3 8 3 30 30 100 

KC 0505B 104 E V2 O・. 24 104 43 5 5 20 20 100 

（；主）御要望に応じて幅を狭く（例 10-、25-など）切断して供給致します。

グラステープ WL,TLくメッシュ〉

グラスクロスの、輻の狭いものて‘‘す。塗膜防水の現場作業において、目地部、コーナ一部、

立上り部の補強等に最適て‘‘す。

製 品記号
厚さ 幅 密度本／25mm 引張強さ kc;/25mm I Iロール長さ

mm cm タ テ

Wl 110 10 0. 12 10 19 

TL 13 100 0 10 10 34 

（；主）グラス粗布に較ぺて、目がこんでいるので目止めをせず原反のまま便用 Lます。

＂ン＊一 7R゚＜補強不織布）

ヨコ タ テ I ヨコ

20 47 I 53 I 120 

22 75 
I 

30 I 150 

グ ラスファイバーとビニロン不織布の両

方の長所を合せ持ったユニークな補強材。

1)柔軟性があり、取扱性が抜群である。

2)防水剤をよく含み、早〈浸透する。

プライマーのすぐ‘上に敷いて使川し、恨

雑な曲面て‘、もフィットする。

製品記号
厚 さ 幅 重量

'} / m• 
グラスヤーン密度本／29Jlm

タテ Iョ コ
引張強さ kg/25mm 1ロール

タテ ョコ 長さ m

RV 2012104 0. 18 104 40 12 12 100 

日東紡績株式会社

璽冒；；；；ァイバ一部::：霊)]＼2重1州12-．8-:ニ
大 阪／大 阪市東区高罵橋 5- I興銀ピルff06 (202) 130 I〒541 広島／広島市八丁堀 15-10セントラルピルft0822(28)1710〒730

名古屋／名古屋市中区綿 I-17-13名興ピルff052(231)5131〒460 揖 岡／播岡市中央区天神 2-8 -38協和ピルff092(721)5570〒810

札 幌／札幌市中央区北一条西5-出ヒ一条ピルffOIi (261)5506〒060
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イハラキュアミン "MT.

〔3.3'ージクロロー

4.4'ージアミノ ジフェルメタ ン〕

イハラキュアミン "MT液状品

●イハラキュアミン RML-100

〔35％溶液（非反応性溶剤）〕

高濃度液状アミン

●イハラキュアミン 'lPML-150

〔50％溶液（非反応性溶剤）〕

●イハラキュアミン (J{)ML-520

〔50％溶液（反応性溶剤）〕

●イハラキュアミン RM L-530

〔50％溶液（反応性溶剤）〕

●イハラキュアミン RH〔ハイドロキ ノンージ

(/Jーヒドロキシエチ）レ）エーテ）レ〕

吼-{}＼ラケミカJ江撰株式会社
本 社 東 京 都 台 東 区 池 之 端 1-4-26（クミアイ化学工業ピル4F)

〒110TEL 03-828-6181（代表）

静岡工場 静岡県庵原郡富士川町中ノ郷1800番地〒421_-33TEL 0545 -81 -1288（代表）

研究所 静岡県庵原郡富士川町中ノ郷2256番 地〒421-33TEL 0545-81 -3377（代表）

広ー6



用

●防

途
主剤

9タケネート

7k 

L1010 

L1012 

L1025 

L1028 

L1031 

●床

-[― 
●シーリング

F135 

L1028 

L1031 

L1003 

L1004 

L1029 

●プライマー

I

↑

.I
1
_
l
 

硬化剤（例）

タケラッワ

PC3500 

BC1023 

PC3200 

PC5300 

PC5600 

PC5800 

PC7300 

備

ノンター）レ

タール

考

カラー

I一般床

軟質床

直灯質床

1液用プレポリマー

1液用プレポリマー
l - --
2液シーリング

I 

ー・

M402 

F520 

F514 [― 
I 

防塵用トップコート用

▲ 大阪本 社／大阪市東区直修町 2-27 
東京支 社／束以都中央区 11本 橋 2-12-10
名古屋支社／ 名古l星 市中区錦 2- 2 -13 

武田薬品工業株式会社【化学品事業部】

合 06(204)2481~ 3 
合 03(278)27 8 0 
合 052(202)7 0 5 1 
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ウレタン塗膜防水材

舌胆f)限g： 幸毛000

回
昭和石油アスファルト株式會社
本社・営業所東京都品川区南大井 I- 7 - 4合03(761)4271代

大阪営業所大阪市北区梅田町 27（産経ピル）云06(341)6395囮

名古屋営業所名古屋市中区丸の内 I-17-19（長銀ピル） ft052(231) 6568 

新潟営業所新潟市平和町 4 - I 合0252(74)7561囮

揖岡 出張 所福 岡市 網場 町 2- 2（福岡第一ピル）合 092(291)0008 

仙 台 出張 所仙 台市 1番町 1-1-31 （山ロピル）合0222(67)5319 

広ー 8



営業品目

口左官モルタル工事

可 1 口注入工事
／ 

：工： ロシート防水工事

ロウレタン防水工事

ロコーキング工事

口止水工事

ロウレタン塗床工事

サンコーレジン株式会社
本社 東京都中央区日本橋茅場町 3--14 （やよいビル）〒 103

TEL _03  (666) 9818 

連絡所 鷹茨城県取手市井野団地 4 - 18 - 5 0 3 〒302

T E l_ 02977 (2) 7 6 7 6 

広ー 9



総合防水工事業
屋上防水から
地下防水工事まで

建設大臣許可（般53)3521号 ‘,1

闘譴荏f̀EZ技研工業
本社大阪市平野区 長吉長 原東 1丁目 1番 9-',} 

TEL 06 (708) 7 . 6 1 （代表）

奈良営業所・神戸営業所

完舷な防水施工のために。
建築物の防水施工に対応するために開発された

「プルーフロン」。 複雑な形状を選ばず、カラフ

ルで施工性の高い防水材です。

広ー10
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禅ガ性に富んだ塗床材です。
歩ti音が響かず静か、滑らず安全、しかも没しくてよ火、

これがカラート ップDLです。ポリウレクン樹脂を主成分

とする弾）J性に優れた冷床材ですe清掃が楽で、薬品や

水にもビクともしません，

こんな場所にどうぞ
学校(9J.宅底 lも同万宅体育即

ピル（オフィス・会議宅）

工場（f研江場・食品工場・製槃T．場）

マンション（廊下、ベランダ犀」こ）

プランが生きる価値ある建材

(株)ABC悶
〒100東京都干代田区永田町2-12-14ff03507-7111（代表

ff03-507-7177（直通

ウレタン塗膜樹脂材て‘‘

明日を演出する

レップシリーズ
■登膜床材 レップフロアシリーズ

■塗膜防水材レッフ°Sシリース‘‘ 

■防水兼1木材レッフOFシリーズ

＠？撃翌！杞紐山進ヒうレ．TEL(03)862-0651（代表）

防水、床材のお問合せ・資料、サンプルなどお気軽にご請求ください。

広ー11
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三洋化成の土木・建築用ウレタン樹脂

サンプ レン
ウレタン防水材用プレポリマー 1ナ:/7゚L,:-,SEL Y1J-A 
ウレタン床材用プレポリマー 1ナ:✓7゜LI✓FLR Y1J—;z» 
シーリング材用プレポリマー 1ナ:✓7゜Ll✓EPY1J-A

ウレタンエラストマー用プレポリマー 1ナ:/7゜Ll✓PY1J―;z

⇔)レ三涵niメmt
工皿為式会江

本社 ／虹都市東山区―•橋野本町 11 - 1
（電）075-541-4311

東京支社 ／（電）03-279-3031 
大阪支社 ／（電）06-203-3871 ・ 

コワアコー1-:

I 

●アクアコート品番
アクアコート ＃ 1000• • タールウレタン防水材

アクアコート ＃2000}屋根防水用塗膜材 JISA6021 
アクアコート ＃2500 ウレタンゴム系1類許可番号 378193号

アクフコート ＃ 3000 •• ウレタン塗床材

アクアコート ＃ 8000 •••エポキシ塗床材

アクアコートプライマーS

アクアコートプライマーMT

]]小松合成樹脂株式会社
本社・工場 千葉県野田市中里 22 2 電話047 I -29 -3 121 

営業所東 京 都 台 東 区 柳 橋2-I 5-3電話 03-862-1081

広ー12
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饂された防水機能／

いヽ＊ビかit;ート u-5 0 0 （ノ／タールウレタ／）

パネコート F-5 0 0 （床材用ポリウレタン樹脂 6色）

パネコーク S-5 0 I （ポリウレタンシーラント）

パネトップ （軽歩行用トップコート 6色）

パネコートスマッシュ（ポリエレタン系高級弾性舗装材 3色）

パネコートアスター （壁面化粧防水材 6色）

パネコート F500SS （耐熱用ポリウレタン系塗床材）

⑩新東洋合成株式會社
本社工 場 〒 592大 阪 府 堺 市 築 港 新町 3丁目 27番地（堺臨海工業地 6区）

云 (0722)44-7631（代表）

大阪営業 所 〒 550大阪市西区阿波堀通 3丁目 54番地（ニュ ー オカザ キパシピル）

云 (06) 541-1931（代表）

束京営 業 所 〒 166束京都荒川区西尾久 4 丁目 8 番地 10 号

云 (03) 800-4801（代表）

描岡営業 所 〒 815福岡市西区樋井川 3 丁目 6 番地 1 号

云 (092).561-1 1 7 5 

日本塗装工業会会員

日本鋼橋塗装専門会会員

全 国塗膜防水工事業団体連合会会員

翡 協和工業所
本 社 ／北九州市八播西区大字藤田 2419番地

〒806 TEL. 093(631)3707・ (641) 1120 

東京事務所／東京都千代田区丸ノ内3-4-1新国際ビル2F

〒|00T E L. 03 (212) I 3 2 0 

営業所：黒崎合093(621) 0342 北九州合093(631)3707 水島合0864(55)8832 坂出合08774(6)2781
出張所：加古川合0794(35)1696 大浜合05376(2)2165鹿島合04794(6)2788 小名浜合0246(92)4890
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ウレタン製品の優秀性を裏づけるために

サンシャインスーパーロングライフ
ウエザ—メータ—

●サンシャインカーボンアーク光源の耐候性

試験機

●世界初の長寿命‘‘連続点灯60時閻”のスー

バーロングライフカーポン使用

●キセノンロングライフ式、紫外粽カーボン

式もあります。

丘

WEL-SUN-HC型

｀` -~ t,., 

SM-2型

SMカラーコンピューター

OMS-2A型

●色差△Eを△H△V（△L）△Cに分解測定する最新の測色言t
●測定範囲 ：XYZ・xy,Lab、L'a'b'、L'u'V'

H・V (L) ・C,Adams,白色度、黄変度、色差

酸素指数式燃焼性試験器

●難燃性を指数で定量

表示

●どんな材料にも適用

●煙濃度の測定も可

（オプション）

オゾンウエザーメーター

•コム質材料の耐オゾン試験

●低濃度 20-15Qpphm 

高濃度 1~100ppm 
二＞ 両用

●濃度の自動調節記録

その他製造品目 一塩水噴霧試験機・熱老化試験機•恒温恒湿槽
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屯に苛酷な条件のもとに起るシェアー

のでターンテーフルを回転させ先端に

l)刃で一定荷貢をかけなから引揖き、

に生するキス跡を見て評価判定する J

燃化制に伴う建設省（主指発第214号（達

r卜るものて違材の発熱量、発熱速度並

、、試験体の受熱面｝責 18 18四に切め

勲し、その後、電気ヒーターと併用加

、発煙量をそれそれ排気湿度、発煙係

尚、本装置（い燃焼炉、集煙箱、湮測

・ネルの各部より成りたっている

6)8181（大代）
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実績が示す信頼性の高い
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屋 根防水材［ミリオネー ト CS

ミリオプルーフ

（作業性の良い高性能て業界のトップを行く
タールウレタン ） 

壁 面防水材ーーミリオネート SW-N

ミリオネート NS-12（高性能が認識され急速な伸びを示す）

シーリング材{

ミリオネートシーラー

翌 ぢ各芦、一材[

ミリオネート RF-55（カラーウレタン 9色）

ミリオプルーフ＋ミリオネート RF

工場防塵床材ーーミリオネート CB-20（一液性て‘、ハケ orローラー塗りがて‘`きる）
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（最もフローリングに近い材質と好評）

（垂直排水方式て水溜りがてきない）
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ー一日本ウレタン建材 協会

会長 箕輪 敏

本年 5月の総会におきま して協会役員の皆様のご推せん あり私共も関係者として日夜努力いたしておる次第でご

により会長の職を承りまして半歳を経ました今日，ここ ざいます。永年の念願であり ました JI Sも制定され，

に創立10周年を迎え皆様とその喜ひをともにすることが 昭和52年春より指定商品 として審査が開始されま した結

出来ますことは誠に光栄の至りに存じます。 果 JI S規格品は現在10有余のメーカーから生産出荷さ

顧り みますと， 戦後の混乱期から復興期に移り 建設需要 れておりますが，一方施工技術の面におきましても労働

は急増すると共に建築技術の高度化に伴ってウレタン 省職業訓練局のご指導のもとに各種の職業訓練および職

防水がニーズに応じて開発され，誕生いたしました。 業訓練指導員の養成が行われ，塗膜防水の技能について

開発段階で私共が一番感じま した ことは，需要の本質と の国家検定も本年で 3年目を迎えま した。毎年多く の方

して，経済性と要求される品質をどこに設定すべきかと 々が合格され防水技能士として「責任ある施工」の基盤

云う ことでありました。品質につきましては， 建築学会 となって活躍しておられますことは誠に心強い限りに存

防水委員の方々のご指導ご協力を頂ぎまして一歩一歩確 じます。

認しながら取進めて参 りました結果，比較的早く目標と 又日本建築学会におかれましては，今般ウレタソ防水を

する物性に近づき得たものと確信しております。 はじめとする塗膜防水の学会標準仕様書の作成をす ＼め

当協会はその過程において，ウレタン防水材料メーカー ておられまして間もなく完成のはこびとなるように伺っ

と，積極的な工事業者の方々が相集いまして， 夫々の立 ております。この原案作成に当りましては業界団体とし

場からの知見を出し合いながらウレタン防水の着実な発 て当協会も参加させて頂ぎありがた＜厚く御礼申し上

展を推進する母体として昭和44年10月設立をみま した。 げます。

以来10年，関係官公庁，学界，建設業界性かの皆様方の 関係皆様のご努力により材工両面にわたりま して高度の

ご指導，ご鞭撻を頂きま して今日あるを得ましたこと誠 標準化がす＼んでまいりました今日，当協会といた しま

にありがた＜衷心より厚く御礼を申し上げます。 しては，今後ともその普及徹底と品質の向上に努めて参

ご高承の通りウレタ ン防水は施工現場での硬化反応（化 る所存でございます。又昨年よりは需要の急増しており

学反応）を利用して「シームレスな弾性塗膜を形成せ し ますウレタンの塗り床および弾性舗装の分野につきまし

める工法でありますので施工に当る方々に とっては，現 ても当協会の事業を拡大しウレタン防水ととも着実な発

場の気温，湿度，下地とのなじみ等に対応して，材料を 展を期して活動することといたしました。

適正に使用し且均ーな厚みに仕上げる腕の見せどころで 協会創立10周年を迎えまして，初心を忘れず共存共栄の

ありますが，同時に苦心の存するところとも云えま しょ もとに材エー体となって協会事業の推進に邁進いたしま

う。 すので関係皆様方におかれましても何卒相変らぬご指

従いまして現場の方々のご意見をよく承って少しでも 導，ご鞭撻を賜わりますよう伏してお願い申 し上げま

使い易い優れた材料を供給することはメーカ ーの責務で す。

- 1 -
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第 5号によせて

祝辞

|
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1111 

ー一通商産業省生活産業局一~

窯業建材課長

岩 田 誠 二

・日本ウレタン建材協会が，ここに10周年を迎えるに当

たり一言お祝いの言葉を申し上げます。

貴協会は，昭和44年10月にウレタン防水の着実な発展

を図ることを目的として設立され，以来建築物の防水分

野において大きな役割を果たしてこられました。また，

更に，昨年からは，その事業範囲にウレタン塗床，弾性

舗装等の事業を追加拡大され，ウレタン建材全般にわた

って技術の開発，施工水準の向上を図る等の時宣を得た

事業を企画し業界の指導にあたられる一方，幅広い関連

業界との連けいを深める等ウレタン建材産業の発展に寄

与されてこられましたことは，高く評価されるところで

あります。とくにコンクリート造りの陸屋根をウレタン

素材等を用いシームレスに全面被覆する「ウレタン塗膜

防水」という新しい工法を確立され，しかも，この「ウ

レタン塗膜防水工法」が施工現場において材料の配合，

温度，湿度等を適切に処理し，硬化反応により塗膜を形

成して行く方法であるため，その品質，性能は，施工技

術の水準に大ぎく左右されることから，多くの施工技術

者の養成に努める等防水効率の向上に尽力されてこられ

ましたことは賞賛に値いするものであります。

御承知のように，我が国経済の安定成長への移行に伴

い社会資本の充実．とくに国民の住環境の向上は，今日

の我が国の重要課題となっております。

このような観点から，防水工事を通じ貴業界が果すべ

き使命は，極めて重大なものがあるといえましょう。

業界各位におかれましては，このような貴業界に課せ

られた使命と責任を再認識され，事業の合理化，省力

化，責任施工体制の確立に努められるとともに品質・性

能の向上をさらに図られ，業界が国民のニーズに対応で

き，かつ，エネルギ一環境等の変化に的確に適応できる

近代的建材産業として発展，成長されますことを期待す

るものであります。

終りに，日本ウレタン建材協会が創立10周年を契機に

業界の指導団体として，さらに国民住生活の向上に寄与

されるよう努力されますことを祈念しまして私の祝辞と

いたします。

- 2 -
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大島 久次
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日本ウレタン建材協会が日本ウレタン防水協会として

昭和44年10月に設立されてから発展を続け，その間名称

を発展的解消をして，日本ウレタン建材協会と会名を変

更して，早いもので10周年を迎えるにあたり．心からそ

の発展に対してお祝いを申し上げたい。

ウレタンフォームを始め，防水材料及び塗料等，ポリ

ゥレタン主要製品の生産出荷量は，今日では，およそ25

万トンと推定され，そのうち，ウレタンフォームが全体

の約65%，防水材料と塗料で約30彩を占めるようで，こ

れらは大なり小なり広く建設関係材料に用いられてい

る。これらの中で生産の伸びは防水材料が最も大きく協

会発足当時の約 4.5倍ぐらい成長してきている。

防水関係では，ウレタン塗膜防水材料の JI Sの制定

及び施工法としての JASSの制定等が学会の防水委員

会を中心に取り纏められ，これらの制定に本協会の大ぎ

な協力の裏付けがあったことに対して，本協会に対し

て，取り糎めの責任者として，敬意を表しておきたい。

ゥレタン建材協会の構成は原料部会，加工部会と施工

部会より成立しているが，原料部会，加工部会は主に大

手メーカーであり，施工部会は全国的な中小企業の防水

の施工業者である。原料及び加工の製品が如何に品質良

く生産管理されたものでも，それを用いる施工が合理的

で経済的でないと，その発展に期待がかけられない。

ところが，本会では施工技術に対する技能訓練や技術

講習会等を盛んに行って，施工技術の徹底に努力されて

おられるだけに，施工技術の発展を促しているものと思

われ，さらにポリウレタンが他の合成高分子材料に比べ

て優れた特徴をもっているだけに，その特徴を活かして

用いられることを一層期待したい。

最近では，塗膜防水以外に塗り床，弾性舗装等にも多

くの発展を見ているが，これらはその特徴を活かした使

い方として，一層発展して行くものと思われる。

防水工法では，これから生活環境の省エネルギーの面

から，屋根断熱防水工法が推進される傾向にある。この

場合に，断熱材料としてほ，断熱性の高いこと以外に，

耐久性はもとより，熱抵抗の高いものが要求される。そ

の意味でウレタン系断熱材の断熱性はポリスチレン等の

他の合成高分子材料のものとそれ程遜色はないが，吸水

性が幾分高いという短所があり，反面幾分熱抵抗が高い

という長所もある。現段階では，長所を活かし，短所を

防ぐように建材として，またエ法として，そのエ法上

のエ夫を一段と構じなければならない。特に溶融アスフ

ァルト断熱防水工法としては使用を差し控えられる傾向

がある。しからば，ウ Vタン防水工法との併用的な使い

方もあるが，経済的な面からその使用が消極的にならざ

るを得ないようである。

このように建築材料は，技術的のみならず経済的な

面等を含も含めて，多角的に評価をしないと，その材料

の発展は期待でぎないので，これからのウレタン建材の

開発上の研究すべぎ問題点が多く，それだけに本会がも

っと真剣に検討して頂きたい。

最後に， 1980年代を迎えるこれからの経済安定成長下

で，さらに，省エネルギ一時代を迎えるに当って，ウレ

タン建材は石油化学製品であるだけに，その合理的使用

と，例えば無機質材料との複合的使用等をも考えざるを

えなくなるであろうし，経済性とともにウ Vタン業界ほ

次第に窮屈な状勢に追い込まれていくであろう。それだ

けに当面として技術的な徹底によるクレームが起こら

ないような信用の増大と維持に努めながらも，新しい技

術開発に一層の努力を払って頂きたいと念願する次第で

ある。

ここに10周年を迎えられるにあたり，所懐の一端を述

べて，励ましのことばと致したい。

- 3 -
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随想

ウレタン防水

小池迪夫

「10周年ですから，何卒励ましのお言葉を」深々とー とする研究に着手したが見互その中にはウ 1/タン防水層

礼する事務局長を見送りながら，また，いつもの癖が出 は含まれていない。あとになって私の調査不足であった

たなと，苦いものが心の底によどむのを感じた。 かと気になったが，どうやらその頃には市場に登場して

前触れもなく事務局長が現われた時，幸か不幸か，到 いなかったようである。

来物のおかぎをかじりながら，一人でピールを飲んでい 昭和43年， 今も私の両腕として活躍している T君が，

た。部屋にいたことは幸いと言えようが， ピー）レの真最

中とは不幸であった。ア）レコー）レ類は駄目という言葉を

信じて，素面で長時間酔払いの繰言雑言に付合わせてし

まった。

今，机に向って，その償いに苦慮している次第である。

私のウレタン事始め

ポリウレタンという名称が世人の耳目に触れてから，

まだ20年にはならないと思うのだが·…••丁度20年前に我

家へ来た嫁さんのマットレスは，まだ昔の重いやつだっ

た。断熱材としてのポリウレタンが世に出たのが何時な

のか，小生には判然としないが，建築研究所に在籍中

（昭和36~38年）耳にしたような記憶がある。

防水への応用はその少しあとのように思われるが，そ

の頃には北海道大学へ出向していて， 渭中央力の出来事

に疎く定かではない。後にB誌の企画でH社のH氏と対

談する機会があり，概略日本におけるポリウレタンの経

緯を知ったが， H社は昭和41年に防水用ウレタソを自己

開発したという 。

その時の話で，当時T社が既に製品を出していたよう

だとのことだ った。

建築材料誌（昭和36年 1月創刊，後建築生産と改題。

やがて廃刊）の広告をしらべてみたら， T社のM品が初

めて登場したのは昭和41年 5月号のようである。その号

では材質名が伏せられていたが，次号では， 汀ポ リウレ

タン，エポキシ変性常温加硫ゴム“と記載されている。

どうやらこちらの方が歴史が古そうである。

北海道大学へ出向して（昭和38年） 間もな く，東大の

西教授（現東洋大工学部長）のお世話で，防水層の疲労

試験機の試作を含めたF防水層の研究依頼を受けた。ス

ポンサーの S社には申訳ないことに，F防水層について

は色よい結果が得られなかったが，疲労試験機はその後

卒論の学生 として研究室に参加したのを機会に， 合成高

分子防水層の屋外暴露試験を含む耐久性の研究に着手し

た3)。そのとぎには数種のウレタンが試料の中に含めら

れたが，必ずしも当時の代表的な製品であったかどう

か，札幌での選定だけに全く自信はない。この研究は今

年の春に，札幌および東京周辺の10年間の暴露を最後と

して終了した。

昭和44年には， 日本建築学会に千葉工大の大島教授を

委員長として， 建築省建設技術補助金による高分子防水

研究委員会が設立された。業界の御援助もあって，研究

は大々的に行われたが， 幸いなことに私も委員の一人に

加えられ，防水層用の高速疲労試験機を試作することが

でぎ，その後の研究に大いに活躍している。 ウレタン防

水層では， lOHzという 高速の動ぎで最高 1億回（正味

116日）のマラソン疲労試験を行ったが，おもしろいこと

に現在では，動ぎをプログラム制御して 1日1サイク

ルで使用している。

ウレタンの個性

J I S A6021-1976屋根防水用塗膜材が制定されてか

ら，以前筏どではなくなったが，市販品にはウレタンと

いう 一種の名称ではカバーでぎない品質の差がありはし

ないか。私のような立場の人間は事故の情報に疎いが，

色々な会合でそれとなく入ってくる話を総合すると，い

い結果と悪いのとが混在しているように思われる。良否

の原因として，製品間の差は確かにあろうし，施工にも

関係がありそうだが， どうも，今ひとつウレタン固有の

過敏性，ナイープさ，そして非融和性がありそうに思わ

れてならない。

現場における反応硬化形の宿命として，環境条件の影

響は止むを得ないが，他の反応形，例えばエポキジやポ

リサ）レフアイドなどより，温湿度の影響を受け易いので

大活躍することとなった。 はないか， と素人に懸念を抱かせる。 また， したたか

昭和40年初頭から防水層の屋外暴露と疲労試験を中心 なしまどの本来の物性にまで硬化する前に，粘性から弾性
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体に変わる何処かにナイープな段階があり，その段階で

もウレタンは防水箇所に特有の条件（下地の動ぎ等）に

さらされている点を無視でぎないのではあるまいか。

また， したたかに硬化したウレタンは，全く同一製品

であっても塗り重ね塗り継ぎを容易に受付けない特性が

ありそうに思われる。これは硬化後のウレタンが，網状

立体構造をなすことと関係がありそうである。網状高分

子と して完結したウレタンに， ウレタンの凝集力と同程

度またはそれに近い接着力があり， しかもウレタンと同

様の柔軟性のあるプライマーがあるかどうか，ー~それ

が問題ではあるまいか。あるいはウレタン防水の将来に

かかわる重大事であるかも知れない。

神々の御託宣

何処の業界にもミ神様-が存在する。ウ レタン防水業

界も例外ではなく，私も何人かの神様を知っている。

その御託宣は， 自己の血の出るような体験に支えられ

ているだけにそれぞれ自信に満ちて断定的で，独善が

許される点は神様の特権といえよう 。だが，その宣旨は

微妙にあるいは大幅に食い違ってみえることが少なく

ない。一般人は，この多神教の教義をどのように解釈し

たらよいのだろうか。

御託宣はそれぞれに正しい。それは，あるひとつの山

を征服するにも幾つかの）レートがあるのに似てはいまい

か。ある目的に対して，あるひとつの最適な手段があり，

それが特定でぎると考えるのは，近年の華やかな科学技

術の進歩に眩惑された， 未開発な防水人種の錯覚ではあ

るまいか。

‘古人の求めたも のを求めよ、

とは俳聖•松尾芭蕉の言葉だそうである 。

御託宣は仕様というカタチで提示される。それがどんな

に様々にみえる仕様であ っても，その材料（特に補強材

と呼ばれるもの）の幾つかの効用のうち，どれが卓越し

ているかを考察するとぎ， 多分美しい一致をみせるので

はあるまいか。生意気な表現を許されたい。

防水仕様のもつ意義は，次元空間に位置付けられるが，

あるひとつの防水条件に対する複数の御託宣を，特定の

次元に投影するとすれば，それは見事に重なり合うので

はあるまいか。

ウレタンを使いこなす

先にウレタンの個性のとこ ろで， 問題を 3点 指摘し

た。すなわち，①反応硬化時の過敏性，②硬化途上のナ

イープさ，そして③硬化後の非融和性である。

①に関しては，反応系を検討して，できる限り温湿度変

動の影響を受け難く改善してもらう以外に対策はない。

③に関 しては，既に述べたようにプライマーの開発が

ポイントだが，施工的には工程を整理して，全防水層を

一気に仕上げてしまうことで解決したい。

さて，②に関しては，補強材（と呼ばれるもの，以下

同様）によって，無意識のうちに克服されていることが

多いのではないか。こ の補強材の効用について，今後の

工学的立証を期待して，少し整理しておきたい。

補強材の効用を検討するためには，つぎの 3段階に分

けて考えるのが便利ではあるまいか。

1)施工時

通常用いられる開口布は塗膜厚の現場管理の目安にな

ると同時に，布目空間と繊維の表面積により塗膜材を定

着させるために， 1回の塗膜布量を多くでき，その効用

は勾配面や鉛直面で顕著である。さらに下地のジョイン

トや穴等の不連続部の橋渡しの効用も無視できない。

2)硬化途中

ゥレタンの硬化途中のナイーブさは，現在のところ単

なる指摘に止まっている。 しかし，この段階で下地ムー

ブメントを受けると，破断が生じないとしても，将来と

もムープメントを受ける部分に，疲労に対して不利にな

る。 ぺびれ、などの変形が生じ，その形状で硬化して

しまうことは，容易に想像できる。したたかな筈のウレ／

タンに，思わぬ欠陥発生の原因として考えてみる価値は

十分ありそうに思われるし，補強材の選択に当って検討

すべき効用であろう。

3)硬化後

補強材は，硬化したウレタン防水層の耐疲疲労性改善

に役立つと期待して，その名称があるが，今のところ，効

用がありそうだとしかいいようがない。しかし，ウレタ

ンは補強材なしでは本当に疲労に耐えないか，少なくと

も実際的な意味で耐えないかどうかというと，必ずしも

はっきりしていない。完全硬化したらウレタン防水層の

あるものは一一老化の条件は含まれていないが， lOHZ

の0.25,..__,0. 571!7/lのムーブメントに温度20℃で1億回まで耐

えたという実験結果をみても， ウレタンとは本来したた

かなものということができる。

しかし，補強効果を期待しての用法も少なくないと思

われるから，その検討も重要である。その方法と して，
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しばしば‘多々益々弁ず、式の，極度に大きな下地きれ ムが多岐多様複雑になればなる筏ど，システムの中味が

つによって判断されるようだが，誤まる可能性が大きい。 プラックボックス化され，ユーザーの判断能力を超えて

この種の防水層の耐ムープメント性は，下地への接着強 しまう。現在の建築士の多くに，防水材料の物性と仕様

さ―それは補強材の接着方法に関係があるが一ーウレ の内容を的確に理解してもらうことは不可能に近い。従

タンと補強材の力学的関係および複合材としての力学的 来の慣習にもとずいて，建築士が防水仕様を決定する形

物性が，相互に微妙に係わりあっているために，現実離 式を踏んではいても，その内容は防水業界からの提供し

れした大きなムープメントによる検討が，実際的なムー たものの丸写しが大部分であり，そのあたりに営業のウ

プメントによる現象をカバーするという根拠が薄弱とい

えるのではないだろうか。

補強材の効用・性能についての，繊維メーカーの独善

的ともいえるレポートが少なくないように思われるが，

防水業界が主体となって，その効用を確認してもらいた

いものである。

，
 

ー
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「

1

ウレタン防水の将来

特に名を伏せるが， 10年低ど前‘間もなく防水は役と

んどウレタンになる、，といった予想を書いて業界を喜

こばせた人がいるが，今その人は防水に目もくれていな

ぃ。そんな無責任なことは，私は言えないのではなく，

信条と良心にかけていわない。といって， ウレタン防水

に期待していない訳ではなく，むしろ大いに期待してい

るのだが．それにはそれなりの社会的条件を満足しても

らいたいのである。

最近，防水の保証問題が論議を呼んでいるようだが，

その底辺にはいるいるな思惑がひそんでいそうに思えて

ならない。

もともと．防水の保証は施工精度を含めた防水層の品

質保証として，好意的に提供されたものではなかろう

か。しかし，後発の業者が消保証さえすれば，とりあえ

ず商売になる“と考えたとき，その内容が変ってしまっ

た。客観的にみて，到底10年も保証できないような防水

層でも．大担かつ無暴に—結果として無責任に保証書

を乱発して混乱を招いてしまった。

保証問題を複雑にしている原因のひとつに「保証が可

能な工法であるかどうか」という本来の議論に， 「何故

防水業だけが長期の保証をしなければならないのか」と

いう視点の異なる話とか． 「ゼネコンが不当なコストを

押付ける」といった口に出せぬ不満が各人各様にからみ

あっているのではあるまいか。これらの雑音的背景はコ

ストパフォーマンスの低い結果的にクレームの多い工法

関係者のカモフラージュ作戦と思われてならない。

防水の問題に限らず，世の中の進展にともないシステ

マミがあるのではないか。ということは，現在の防水業

は仕様通りに仕事をする単なる施工者ではなく，防水層

というシステムのアッセンプリーメーカーであるといえ

る。とすれば， 10年とか20年とかの保証を前提とする契

約は，極めて現代的であるとさえいえよう。

問題は，契約の対等関係の確保にあるといえる。しか

し． これは保証問題の本質と異なるもので， しかも，業

界が切に希求する対等な契約を阻害しているのは，業界

自体であることを十分に認識する必要がありはしない

か。業界の自主的な解決を期待して止まない。

10周年を迎えたウレタン建材協会だが．今後解決しな

ければならない課題が多そうであるが．それは成長期に

乗り越えねばならない．ひとつの峠ではなかろうか。

今夜は十六夜，どうも昨夜同様期待できそうにない

が，駄作を一首

十六夜の月に家路の急がるる我影ひとつ峠を越えぬ

(31年前信州の山奥にて）

111111111111 I lllllll llll I I I I I I I I I I lllll II I Ill I II I I Ill I I I I I I I I Ill I Ill I I I I I I I II Ill I II I I I II I I I II I Ill 11111111111111111111111111111111 I I I I I 
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l. はじめに

,‘
 

‘,' 

人とのかかわりあいから

c
策

逹

杉

みた塗り床，

ついて

/
ウ
、
農
函
シ
↑

．庭

東京工業大学・工学部・建築学科

助教授・工学博士

加

棠

界

小

床に要求される性能は大きく．居住者の生理・心理に

関係する性能，床が存在するための性能，施工のしやす

さからみた性能，の 3つに分けることができる。

下表はこのうち，人間の生理・心理に関係する性能の

項目および人間におよ底す影響事項をまとめたものであ

I‘ 

表 建築物床に要求される性能

な

U

V‘ 

11111 

弾性舗装に

野英哲

建築物の部位のなかで床保ど直接人間が触れる部位は

ないであろう。歩いたり走ったりする時ばかりでなく，

寝そべったり，転んで尻もちをつくのも床である。

床は平担でかつ丈夫であればよいなどと単純に考えて

いると，いつの日か痛い目に会いそうである。

日頃，床と人間との関係をうまく取り持とうと，両者

の言い分を聞きながら色々と悩んでいる者の立場から．

対象を塗床，弾性舗装に限定して思いつくことを． 2,3 

述ぺてみたい。

2. 床に要求される性能

性能項目 おもに影響をおよぼす事項

弾力性 運動のしやすさ、疲労、けが

かたさ（やわらかさ） 歩行感、疲労、転倒時のけが

すべり 歩行感、疲労、転倒、けが

表面温 触感、冷え

断熱性 温冷感

あらさ 触感

平滑性 歩行感、転倒、美感

水乎性 平衡感、美感

よごれ性 美感

色・光沢・模様 美感（雰囲気）

質感 美感（雰囲気）

傷つき性 美感

臭気・ガス発散性 不快感、健康、物品保全

吸音性 嘘躁感

遮音性 II 

発音性 II 

帯静電性 不快感、安全性

帯ほこり性 不けつ感、衛生

清掃性 清掃労力

結霧性 歩行感、運動のしやすさ、転倒、けが

耐微生物性 美感、健康、衛生

有害ガス・煙発生性（火災時） 人命、避難

吸水・吸湿性 健康、衛生、快適感

る。この他にもあると思うがここに取り上げただけでも

2,3項目もある。いかに多くの性能が床に要求されてい

るかを具体的に認識できることと思う。

3. 塗床，

1111111 

弾性舗装の概要

塗床，弾性舗装は従来の床仕上材と比較して，シーム

レスなこと，表面仕上げを自由に変化できること．複雑
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な平面形状をもつ床下地にも容易に施工でぎること，厚

さを自由に変えられること，補修が容易なことなどの利

点をもつ床仕上として広く施工されるようになって来て

いる。

従来からのモルタ）レ仕上なども広義には塗床の範ちゅ

うに入るが塗床，弾性舗装として一般的に認識できる合

成樹脂系のものに限定して，その主材を大きく分類する

と下記のようになる。

わが国では，酢ビ系，アクリル共重合系， エポキシ’

系，ウ l/タン系がより多く用いられているようである。

実際の床は，主材のみを使用 したもの，さまざまな材

料を混合したものなど多様である。厚さも 0.5皿程度か

ら体育館の床などに用いられる厚いものでは20麟程度の

合：：t月三：イ塑ヒニ：口：／口／：／
合 成ゴム系--cウレクン系、 SBR系、

クロロフ レ゚ン系、 その他

ものまで相当のひらきがある。工法はこて塗り，吹きっ

けがおもである。

表面仕上も多種多様で多くの要求条件にそうようにさ

まざまな工夫がなされている。

4.性能面からみた塗床，弾性舗装の

問題点

一般建築物，体育館， 屋外連動場などに広く用いられ

ている塗床，弾性舗装に関してこれまで多くの調査なら

びに使用者の意見を聞いてきたが，前述した利点に関し

ては物理的な意味で伶匠｀間違いがないようである。施工

性や耐久性などに関しても多少の問題点を残してはいる

ものの，他の床仕上げと比較すると特に劣悪なものはす

くないようで，関係各位のこれまでの努力の成果が実際

によく表われているということができる。

しかしながら，使用者例から見た場合の性能に関して

はまだまだグレードアップが期待できそうである。これ

らの性能のなかから 2,3の項目をとり上げて解説してみ

たい。
まず，汚れの問題があげられる。

ジームレス仕上げのため， 目地などのアクセントがあ

る，張り床の場合などとは異なりわずかの汚れでも目立

ちやすく，特に表面に模様がない仕上げの場合せっかく

美しく士仕上げた床がみにくく汚れているのが目立つよう

である。土砂や低こりが付着しやすい素材を用いること

も原因のひとつと考えられるが何とか解決できないもの

だろうか。

つぎに歩行するときのかたさ（やわらかさ）の問題が

ある。塗床のカタログを見るとソフトな感触があり歩行

；感がよいとうたっているものが多いが，材料そのものが

＇ いかにやわらかくても，塗厚が 11靡～ 21靡程度では快適

なやわらかさは期待できない。やわらかさと密接に関連

すると考えられる歩行時の発音ともかね合せて再考を要

i するといえる。塗床の特徴のひとつとしてソフトな歩ぎ

： ごこちをうたうなら，手などによる素材のやわらかさだ

； けにとらわれず，厚さを考慮した床としてのやわらかさ

に注目する必要があろう 。

！ ゃわらかさと似た問題として弾力性があげられる。体

：育館に使用される塗床，テニスコートなどを含む屋外連

I 動場に使用される弾性舗装いずれの場合も問題がある

i が，体育館の場合は妥当な評価方法が研究開発されたこ

＇： ともあり除々に改良が加えられている。一方弾性舗装の

｝場合は屋外ということで，環境条件が厳しいせいか多く

i の問題点を残しているようである。先日機会があり，種

； 々 の校庭のやわらかさを測定して見たが，従来からの土

↓ のグランドと同等のやわらかさをもついわゆる弾性舗装

｝ は低とんど見受けられなかった。手のつめを立てれば適

度なやわらかさがあるように感じられるが，これはまっ

たくの錯覚で，連動する場合は足裏全面に相当する大き

な面積でグランドに衝突するのでつめで押した時のよう

i には簡単に変形しないものである。このようなグランド

i で足腰をカバーしながら練習をしている生徒達を見てい

： ると，すくなくともつめや指先で押してやわらかさを判

定するなどという間違った考えは今日からすぐにでもや

めていただぎたいと心から思う 。

安全性を第 1に考えるならやわらかなものを厚く施工

すればよいのであるが，一方変形の復元が遅くなりプヨ

ブヨしたものになりかねない。また重い物を動かしたり

置いたりした時に床にく底みが出来るなどの問題も発生

する。理想を言えばよく変形してかつ変形がすみやかに

回復する材料であればよい。現時点ではなかなか困難な

問題といえるが，このような床仕上げの開発は運動場に

おける塗床，弾性舗装の今後の浮沈にかかわる大命題と

言っても過言ではないと思う 。

塗床，弾性舗装のすべりも気になる問題である。塩ビ

を主材とする限り床材などと比較すると，すべる場合と

すべらない場合の差が大きいようである。つまりよく清

掃が行き届いている場合などはすべらなさすぎてつっか

かるような感じがするが，低こり，土砂，水気などがあ

る場合は逆に極端にすべりすぎるというこ とである。

::-: 8 ニ
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最近学校建築にも塗床が多く施工されているが，上記

のような問題が多いようである。すべりは床表面に何ら

かの加工をすることである程度制御できることが実績で

示されている。安全性・快適性の観点からすべりという

問題を重要観する姿勢が先決であろう 。

すべりに関連する問題として結露がある。ある時期に

結露が発生するため使用不可能な塗床もある。結露は塗

、床材だけでなく下地の構法をも含めてのその対策が考え

られる必要があるため，施工する際には下地をも含めた

充分な対策を構ずるべきである。また表面に水が付着し

てもすべり具合が変化しないたとえば木材のように吸

水性のある塗床や弾性舗装材料は夢なのであろうか。

以上使用者側からみたいくつかの代表的な問題点につ

いて述べて来たが，物理的・カ学的性能や耐久性，施工

性などに関しても問題がないわけでもない。

しかしながらこれらの性能に関してはこれまでかなり

工夫がなされかつ今後もさらに改善が加えられることは

明らかである。またこれらの点に関する論議はさまざま

な形で数多く報告されているのであらためて述べる必要

もないであろう。

最近の建築物の床の変化はめま ぐるしいばかりであ

る。塗床，弾性舗装もそのひとつであるが，長尺床材，

新しい組床，置ぎ床，浮き床など分類整理するのも大変

な仕どである。

いずれの床も前述したように，耐久性，施工性などに

関してはそれなりの検討が加えられ工夫がなされている

と思われる。

このような状況下において，今後の発展を期待される

床はやはり使用する者の側に立ったより人間的な床では

ないだろうか。

この点になるとまだまだ検討する余地がありそうであ

る。従来の床よりこの観点からの，性能面で劣る床がま

かり通るようなこ とはないように したいものである。

塗床，弾性舗装も使用する人間の安全性・快適性をつ

ねに重視するこ とを見失しなわないかぎりその前途は非

常に明るいといえる。

5. むすび

塗床床，弾性舗装に関し，使用する人間の立場からみた

問題点のいくつかを述べた。これらの問題点は塗床，弾

性舗装に限った問題ではなく床全体の問題ともいえる。

記述した内容は具体性に欠けているが，性能の評価方

法や測定例などに関してはいずれかの機会に述べてみた

し、

゜
ぁ この一文が今後の塗床，弾性舗装の一層の発展の契機

となれば幸いである。
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田中 本日はお忙しいところお集まりいただぎまして

ありがとうございました。

これまで，本紙の座談会ではいろいろ技術的な問題が

話されておりますが，今回は過去の問題点を踏まえなが

ら10周年記念と してテーマを将来の展望に重点を置いた

「展開するウ l/タン建材」という中身でひとつお話をい

ただきたいと存じます。そして，その中から，技術的に

も商品的にも新しい方向を見つけて，とにかくマーケ ッ

ト全体を何とか大きくしたいというわれわれメーカー側

の希望と，それからよりいいもので実際にもっと利用価

値をつけて市場の中でのウ l/タンの地位を向上させたい

という願いがかなえられたら・..と思っております。ひと

つよろしくお願いいたします。

本日の司会は，保土谷建材工業の伊藤さんにお願い申

し上げます。

伊藤 いまお話ございましたように 「展開するウレ

タン建材」という課題でこれから座談会を開きたいと思

います。

〔伊藤松夫氏〕

これはとりもなおさず80年代に向かってというサプタ

イトルがつくことになるかと思いますが，将来に向かっ

てウレタン建材をさらに飛躍させていきたいということ

でございます。

防水材，床材，その他の材料についてもウレタンで建

材化しようという意欲に燃えているわけですが，本日の

座談会は，防水材と床材ということに一応焦点をし低り

まして，お話を進めさせていただきたいと思います。

JASSも来年には正式に発表されるという段階に来

ておりますので，まず協会のメーカーさんの方々から，

J I SとJASSがでぎたということを踏まえまして，

どのようにメーカーとして今後対応していくかというこ

とをお話しいただきいと思います。

まず，武田薬品の田中さん，いかがでしょうか。 JI 

SとJASSがでぎたという時点を踏まえて．メーカー

としてどういうふうに対応しようとお考えなのか，その

辺からスタートを切りたいと思います。

田中 まあ過去，ことにパニック前後でございましょ

うか，いろいろ材料的に悪いものでも使おうというよう

な時代が一時ございましたし，それから非常に値上がり

が激しかったということから施工単価を下げようという

ことで，材料及び工事の面でいろいろ手抜ぎがあったり

しまして，いろいろ問題がございましたですね。あの時

代を乗り切ってこういう JIS,JASSを制定，材料と

施工方法と，こういったものを 1つの枠にはめるといい

ますか．もちろん発展の余裕を残して枠をはめるという

形がでぎて，非常に喜ばしいことだと思っております。

それ以後現実の問題としまして，そういうたてまえで

皆さんが動いておられるということから，業界自身クレ

ームが非常に減ったという現実の面が実際に出てぎてお

ります。これは各メーカーさんがよくご存じのことだと

- 11 -
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思いますし，今後 JIS, JASSをいかに生かしてい ば恥ずかしいことなんですけれども，やはりいまですと

くかということがわれわれに残された課題だと思ってお J I Sで参考値ということで， 2ミリ以上ということで

りますが． JIS, JASSという標識だけに終わって やられてますけれども．これは 1ミリとか 1.5ミリ以下

しまっては何にもならないと思います。 ということでメーカーが言い歩いた。それが各地域で実

ひとつのテーマとしてこの JIS,JASSを，その材 際取り入られてた。特に新しいものを積極的に取入れら

料及び工事の保証体制に何とか結びつけられないだろう れる方向で．ゥレタン防水を採用してもらう点ではよか

かと思っております。といいますのは，アスファルト工事 ったんですけれども．そうやってみて．後でクレームが

は10年から20年の保証，シートにつきましては10年の保 多発してしまった。工事業者さんも，ウレタンというの

証というようなものがあるにもかかわらず．ゥレタンに はそういうふうに前の酢ビ系だとか．そういうものを薄

つきましては，いまのところは保証体制はできていない。 く塗っていたものですから，それぐらいの薄いものでも

それはなぜかといいますと，アスファルトの場合は過 いいんだという観念でやられていた。それがオイルショ

去長い歴史がある。シートの場合に材料自身の特性，こ ックの関係も含めて，特に薄く施工したところが非常に

〔田中泰正氏〕

れは張り合わせるだけで，工事のウエートが低いという

点があります。ところがウレタンにつきましては．現場

反応であるということで．ずいぶんばたつきが多かった

ク1/ームがついているということで，全国にとっても各

地いろいろ違いますけれども，薄いところを仕様推奨し

たというところが現在でもクレームがついているようだ

し，それ故，信用もない。

一面，やはり厚く塗布することが当然必要だというこ

とでやってきた地域については，比較的信用が高い。これ

らいろいろなことを考えま して， やっばり材料が JI S 

で規定される，それから仕様については JASSで定式

化される。こういうこ とは，極めて意義深い と思います。

もう 1つは，各地で評価が違うのは，その地域地域で非

のが現実だと思います。 JIS, JASSができました 常にウ 1/タンに対して興味を示され，正確な施工を して

ということで，それが押さえられれば，またそういう良 こられた施工業者さんがいるということも重要視するこ

心的な工事をするメーカー，あるいはグ）レープなりがは とが大切ですね。 JI SとJASSとそれから施工の問

っぎりしてきますと，今後はそういう建築業界に対する 題，この 3つの要素を確立してい くこ とがウ 1/タン防水

保証体制という方向にひょっとしたら持ち込めるんでは をもっと伸ばす上で，その辺が一番基礎だろう 。

なかろうか。そうすると，いままでそれがないためにお そういう意味で夫々改善する部分を含みながらも JI 

使いにならなかった建設会社さん，あるいは実際の施主 Sができて JASSがでぎたということと，防水技能士

さん，そういった方々からやはり違った目で見られ，さ

らに発展できる体制に持ち込めるんではないか。

次のこの JIS,JASSを踏まえた上で進む方向は，

これは私の意見でございますが，建材協会としまして，

そういう保証体制になんとか持ち込めないだろうか，こ

の制度がでぎて，ウレタン防水の基本的体制が着々とつ

くられてぎているということはありがたいことだと思い

ます。

J IS, JASSの確立は保証体制も確立

ういうこ とを討議した らどうかと私は思っております。 ちなみに，調べてみます と，アスフ ァル ト防水がなぜ

伊藤 わかりました。安藤さんのところはどうですか。 信頼されているか不思議に思っていたんですけれども，

安藤私も ゼネコン，あるいは官公庁，設計事務所とい アスファルト）レーフィングが， A-6006ですか， 1959年

ろいろ回りまして，いままで感じていることは，材料面か にJI Sがつくられ，それで1963年に JASSでアスフ

ら見ますと，メーカーの責任になるんですけれども，や ァルト防水工事がつくられる。大体 JI S化されてから

はり耐候性の問題ですね。私のところ自身がいろいろ試 3年か 4年ですね。

験してみると，この JI Sの制定を契機にしてやっばり それからシートの場合は， A-6008が69年につくられ

耐候性が確かに上がっているということです。 ている。72年にやはり JASSがつくられている。

それから仕様の問題では，これは非常にいまから言え それから偶然ですが，ウレタン防水の場合は76年に J
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〔安藤善之氏〕

共同保証体制の確立， より信頼性の高い防水仕様の確立

等を目指して いきたい と思っております。

伊藤 ありがとうございました。

まあ要するにウ 1/タン防水材も成人式を終ったという

ような感じだと思うんですね。

やっと一人前扱いをさせていただけるという感じだと

思うんですが，協会でも現在では JI Sをおとりになっ

たところは 9社あると思います。そういうことで非常に

熱心に関心を持ってこの JI Sとか JASSに取っ組ん

でいる ということ がわかる と思うんですが，これをつく

るに当たっ て大変御苦労をされた岩井さん， いかがでし

ょうか，いまメーカ ーサイドの方からお話があったんで

すけども，今度ゼネコソの立場と して， JI Sとか JAS

Sとかを踏まえてこうしなさいというふうなお話でもい

ただける とあ りがたいんですが。

ウレタンに期待した甲斐があった

岩井 そ うですね。JI Sの制定の ときには，ウレタ ンに

関しては規格を厳しく したわけですね。低かの材料はあ

んまり期待 して ない と言 うとちょっとオーパーになりま

すけど，ウレタンに非常に期待を してい ましたので，当時

の品質と しては，恐らく どの会社の製品も受からなかっ

たというような品質規定をつくりま した。それがその当

時多少可能性はあるというぐらいの値に しておいて，現

在に至っ ている わけですが，いまお聞ぎします と9社 J

I Sを取得されているということで，それ仕ど無理では

なかったのかと安心をしております。

それから，その一方 JI Sの規格値を決めても，本当

にそれでいいのかというのがまだ残っているわけです。

耐候性にして も，耐久性的にはまだ問題があるんじゃな

いか と思ってお ります。

それか ら， 今後ど うい うふ うに展開してい くか といい

ますと， JASSの案では現在最低で 2.5キロ仕様，最高

で 4.'5キロ仕様です。 2.5キロという大体現状に近い仕

様だと思 うんですが， 4.5キロ仕様になりますと，特に

最近では第 2次の石油ショックといいますか，そういっ

〔岩井孝次氏〕

た点から原料値上がりが非常にはげしくことしに入って

も2, 3回上がっているという話を聞いております し，

そういう状態ですと， 4.5キロ仕様というのは一休幾ら

ぐらいになるのか，そ してそれが現実問題として筏んと

に使用される可能性があるのか結局は 2.5キロに落ち

ついてしまうんではないかという危惧を持っておりま

す。

仕様の保証には厚みの均一化をはかれ

それと， 2.5キロ仕様についても，平均で 2.5キロつ

いているという意味だと思うんですが，実際には厚みを

はかりますと， 1ミリぐらいのところもあるんで しょう

し， 3ミリぐらいになっているところもあるかと思うん

ですね。その辺もう少し統計的に処埋をして，そ して最

低でもたとえば 2ミリだったら 2ミリ確保されていると

いうことが確認されないと，し庄んとの仕様の保証にはな

らないような気がするんですね。その辺を今後いかに現

場で実際に実測して JASSの現定の仕様量の保証にも

っていくか，研究をして欲しいと思うんです。

伊藤 ありが とうございました。

丸ー さん何か。

丸ー そうですね。特別ございませんけども， J I Sの

方で 1つ気になっているのがあるんです。それは決めた

ときは一応ウレタン防水ということで決まっているんで

すけども，やはりウ l/タンという材料は比較的たれやす

い。いわゆるセ）レフレベリソグのタイプですね。そ うい

うものが一応対象になって規格が決められているわけで

すね。実際立上がり部分になりますと， どうしてもだれ

とめ剤を添加する なり， 何らかの方法でしないと所定の

厚さが得られない。そういう材料を添加 したときに性能

- 13 -
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が一体どうなるのか，これはもちろんそれが含まれての うでしょうね。ウレタン防水材の組み立てからいっ て，

話だと思うんですけども，一般には含まれているかどう 平場用と立上がり用 と物性を全く同じにするんだという

かというところが定かでない。その辺のところは，やは ことは要するに化学的にいってどうなんですか。

り先低どの保証体制を確立していくためには材料面でも 可能性有りということですか。

もう 1つ検討しておかなければいけないんではないか。 安藤 立上がりのとぎも， JASSをつくるとき問題だ

〔丸一俊雄氏〕

問題なければそれでよろしいと思うんですけど，その辺

のところちょっと気になるんです。

ったんですけれども， 1つは JI Sに適合するものをリ

コートするという問題がありましたですね。そのとぎの

問題は同じ材料使っているもんですから基本的には同じ

だということで通れるわけですよね。だからそれは正論

でいけばそれで済んじゃうんですが，もう 1つどうして

も立上がりだけ数回にわたりリコートするなんてこと

は作業的にも非常に非効率的だということで， 1回ない

し2回で塗布しようとする。この場合は垂れ防止剤を添

加するわけですね。添加の量によって膜物性はやはり違

伊藤 前に立上がり面は立上がり面で別途規格をつくる つてぎます。この添加剤は各メ ーカーによってまた違っ

必要があるんじゃないか。要するに水平面に使う場合と てきましょう。添加剤は現場で調合する方法，それから

立上がり面に使う場合とでは必要項目は，それなりに立 工場で立上がり用ということでつくられるのと両方ある

上がり面用としての必要項目を立てる必要があるんじゃ と思います。けれども，添加した場合の添加量と物性と

ないかというふうなお話もあったように聞いているんで いうことでは JI S適合を基本にしていますが， JI S 

すけども，鶴田さん，その辺は何かそういうお話ござい の試険した場合には非常に余裕がある場合と，それから

ませんでしたか。 ぎりぎりの場合と，かなり実際の数値的にあるわけです

鶴田 J I Sの終わりのころにそういう話が出てきて， よね。いずれにしても，現場調合でない立上り用は必要

ちょっと審議未了的な感じがあったんですね。いまの話 ですが，その膜物性については，今後検討する余地があ

で展開していきますとね，それじゃ立上がりのところの るんではないでしょうか。

性能が違ってもいいかという問題が出てくると思うんで 伊藤 田中さんのところはどうですか，立上がり用をど

すね。やはり数値は立上がりであれ平場であれ，伶んとは ういうふうにやっていますか。

でき上がった硬化後の膜は変わってはいけないんだと思 田中 これは各メ ーカー さん，いろいろあると思うんで

うんですね。もしそれが変わるのであれば，たとえば厚 すが，私どもはシーラ ントを実はやっていま して，そち

さを増してやるとか，違う形でもって性能がカパーされ らの方の技術からそういう立上がり材料を出 しておりま

ないと，やはり平場と立上がりが別のものになってしま す。考え方は確かに床材，あるいは防水材とは違うもの

う。どうも最後の方で，だれどめ剤を添加すると物性が ですが，基本的には耐熱なり，あるいは引っ張りの伸び

変わってくるらしいという話が確かにありましたです ですとか，そういったものは同じようにとれるというふ

〔鶴田裕氏〕

ね。多少ちょっと審議未了の感じで次回に持ち起すとい

うに思っております。実際にその組み合わせを規格化す

る場合にどうするかというのは，もう少しこれは突っ込

んだ上でない とわからないとは思いますが，現状ではシ

ーラント材料を流用しているということが多いように思

います。

立ちあがり用は立ちあがり用材を

うような形にはなってきました。 ですから．現場でたとえばエアロジルを入れるとか，

伊藤 今後 JI Sの見直しがあった時点で．またそれが いろんなものを，現場で入れるというのは私は反対です

議題になるかもしれない ということですね。安藤さんど ね。

- 14 -
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伊藤 まあゼネコンさんの先生方も，要するに JI S製 か物差しというようなものまでさらに進めていくという

品ですよといって出したものに現場でもって何か突っ込 ふうなお考えがあるやに聞いているんですけども，これ

むというのは，やはり基本的には間違いなんですね。で は防水材の場合に，私が考えますと非常にむずかしい話

すから，立上がり用としてでぎ上がったものをお出しす だと思います。アスファルト防水，ジート防水，塗膜防

るような形というのがやっぱり好ましいでしょうね。 水みんな横並べにしてものをながめようというようなこ

田中 それが望ましいでしょうね。 とになると，非常にいろいろな問題が出てくるんですけ

伊藤 それでさらにそれの物性が，平場用と遜色のない ども，これはお考えとしてはどういうことを期待されて

ものでなきゃならないというお話でございますね。 いるんですかね。

鶴田 一番最初にはシーリング材の方でこの夏に出まし

用途別性能基準のデーターづくりを たあれは正確な名前忘れましたが……。

丸ー 建築用シーリング材。

鶴田 いまの屋根防水でいう立上がりというのは，最大 鶴田 建築用シーリング材ですね，その母体となったの

1.1メート）レしかないわけですけども，法規的には，設 は，その前に用途別性能基準という JI SのAの5757と

計で別のものをすれば別ですけれどもね。それをまた拡 いうのがあったわけですが，この防水の場合も全くそれ

大解釈しますと，外壁の仕上げ材のところまでいってし と同じ行ぎ方になるだろうと私は予測してますね。

まうわけですね。 その第 1の理由というのは， とにかくあのシーリング

伊藤 そうですね。 の場合もそうですけれども，要求されている条件という

鶴田 屋根だけじゃなくて，最近は壁の防水ということ のは 1つしかないわけですね。シーリングであれば十分

もかなり真剣に言われていますし，それに変わる条件と ょくくっついて，いつまでもはがれず切れずと。防水の

いうのは，見方によれば屋根よりも厳しいことがあり得 場合でもやはりそれは言えることでして，室内なら室内

るわけですね。日照の違いですか，年間を通して東面， 屋根なら屋根，部位としての条件はそれぞれ違うとは思

西面，北面いろいろありますけれども，温度差が非常に いますけれど，とにかく要求条件としては丈夫で長持ち

広いということを考えますと，条件がかなり厳しいと思 漏らないことだと，これ 1つしかないわけです。

うんですね。そういう場合については，いずれまたそう それ以外の場合ですと，ちょっと雑談になるかもしれ

いった外壁面の防水材というのも話題になると思うんで ませんが，たとえば遮音特性というようなことになりま

すが，そんなことを考えていぎますと，やはりいまのう すと，その部屋の使い方次第によって何グレードかあっ

ちに屋根の立上がりとか外壁ということでそろそろデー て多少は漏れてもいいというのがあるんですが，この雨

ターづくりをしなくてはいけないんじゃないかという気 に関する限り多少は漏れてもいいということはないわけ

がします。 です。ですから，丈夫で長持ち，漏ってはならないという

丸ー そうですね。今度の JASSは．いままでは屋根 こと。それぞれは部位によって違うと思うんです。です

面だけで決まっていたわけですけれども，今度のシート から，材料の種類というのは，その段階では全く関係が

防水も塗膜防水もすべての部位について防水をするとい ない，シートであれ塗膜であれ何であれ，とにかくでき

うことから，そういうものを含めて規定しようというん 上がったものに対する要求だと思うんです。

で，塗膜防水はたしか外壁もありますし，室内の床も入 じゃ，それをそれぞれ性能評価する段階でもって，丈夫

っておりますね．物によっては。だから，屋根だけでは で長持ちの期間を，死ぬまで実験やっているわけにいき

ないんで，防水という議題については壁も含めて考えな ませんから，ある程度促進してシミュレーションした形

ければならない。ただ先低どちょっと雑談で出ましたゴ でもって答えを出さなければいけない。そのためには材

ム状吹付材の範疇とは分けて考えなきゃいけないです 料によって劣化因子が違うかもしれない。たとえば同じ

ね。あくまでも防水という観点にのっとって。 紫外線によってやられるというのは，同じ量の紫外線を

伊藤 それで，鶴田さん， JI SとJASSができたん やって実際と違う形の壊れ方，劣化機構の違うのがあり

ですけども，さらにそれを前に推し進める形で，部位 ますね。それは紫外線であり，温度であり，いろいろあ

別の性能基準みたいな形ですね。こういうような 1つの るわけなんですが，それをどう試験方法の段階でもって

お考え，要するに使用者側に立って物を考えた場合の何 定量化するかが一番の問題だと思うんです。

- 15 -
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伊藤 そうですね。丸ーさんはどういう ふ うにこれをお

考えになります。

丸ー だから，いまおっしゃられたように，幾つかの試

験項目がでぎる と思うんです。実際こういう防水という

のほいわゆる施工段階での施工がしやすいか，しにくい

か， 相手の形状によって違うだろう と思 うんですけど。

そういう施工上の問題があるで しょう し，それが実際胞

エされたものの後で下地の動きもあります し， それから

おさまり部分の変形もあるで しょうしね。そういう部位

屋根なら屋根と決まるんですけど， 屋根でも形によって

おさまり の場所が違う と思うんですね。それに必要な条

件，たとえば，ひび割れに対する追従性ならば，その試

験をある方法決めて，それにやっばりグ 1/ードがあるん

じゃないかと思うんですね。その性能に対してグレード

がある。たとえば，すべての防水材が 1ミリ以上のクラ

ックに対して追従しなきゃいけないかというとそうでも

ない。 0.5でもいい場合もあるだろう 。そういうグレー

ドが試験の項目別にでぎるだろうと思うんです。それを

選んでいく という かっこうになるんではないかと思うん

です。

その耐久性においても， こう いう試験であって， 一応

10年間ぐらいの寿命がある ということになる。今度ジ一

リング材がそういう組み合わせになっているんですね。

温度と許容変形率っていうんですが，その組み合わせで

もって耐久表示をしているわけです。

性能のグレード分けをつくれないか？

防水も 同じよ うな区分ができるだろう と思うんです

ね。設計者はそれを選んで使う 。建物が割れるはずがな

いという自信があればもちろんそういう条件のものを使

えばいいわけですね。 これも先仕ど鶴田さんがおっしゃ

った ように，ジーリング材の場合にああいう用途別性能

の基準というものがでぎて，しばらく皆さん使って，そ

していままでの経験を含めて材料別に建築用シーリング

材という JI Sにしたわけです。そうしないと共通のも

のにならないですからね。試験法だけでは。そういう過

程は当然出てくるんじゃないか。その試験の項目別にグ

レー ドがあらわれてきている。そのグ l/ードをどう使う

かは，非常にむずかしい問題だろうと思いますね。

伊藤 ンー リング材の場合には使い方が大体同じでござ

いますから，わりとその点の設定の仕方というのが楽だ

ろうと思うんですけど，防水材の場合にはアスフ ァル

ト，シー ト， 塗膜と比べただけでも大変な話なんですけ

れとも，岩井さんで したらどんな物差 しでもって設定 し

ようとなされます。

岩井 先厄ど鶴田さんがおっしゃったように，材料はま

だ何であろうと関係ないという前提ですね。

伊藤 一番こわいこ とですね。

岩井 こわいことだと思いますね。そして使われる部位

に応じた試験項目というのは，やっばり拾っていかない

といけないし，その部位そのものでも，ただ屋根といっ

ても どういう工法に使われるのか，露出に使われるのか，

捐：！さえを設けるのか，下地がとうなんだとか，それぞれ

によってそれから導いていった試験項目を設定していか

ない といけないと思います。

それといま丸ーさんがおっしゃったように各試験項目

ごとに耐久性との絡みもあると思うんですけど，グ[/―

ド分けしとかないといけない。非常に， 何といいますか

ライフワ ークになるぐらいのすこ‘ い`研究になっ てくるん

じゃないかと思うんですがね。

伊藤 ただ，シーリング材ですでに実践段階としてやっ

たんだから，防水材もやるべきだというお話はごもっと

もな話なんでね。メーカーとしてはどうですかね，永田

さん どうですか， こういう性能基準をご使用者側の物差

しでわかりやすく ，使う 側としては罷らなき ゃいいんだ

ということですね， おっ しゃるとおりなんで。 その場

合，将来の形ですが，将来といっても低んの近い将来こ

ういう性能基を準つくろうという動き・・・・・'o

永田 そうですね。私どもの方は材料だけでなしに施工

の方もやっておりますので。その結果，補修というとこ

ろから逆にも とに戻ってくる という方法を とらざるを得

ないわけですね。

〔永田圭助氏〕

たとえば，ひび割れが入りまして塗膜が切れた場合。

塗膜自体の伸び率でありますとか，いろいろな華準が十

分満足しておるにもかかわらず切れるわけですね。それ

は切れる状態に対する予想対策のすべてが満足を してい

ることがかえってまずい点があるわけです。たとえばウ
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レタンの塗膜防水といたしますと接着力が非常にいいと

いうこと．これがかえってあだになる場合があるわけで

すね。それから伸びがいいということですが。これがま

たまずい一面があるわけです。

私どもは床材もいっしょにやっておりますから経験が

あるんですが．．例えば床面の亀裂で床の正面まで出てく

るひび割れというものは．ウレタンもエポキシも変わり

はない．むしろウレタンの方がよく切れるというような

ショッキングなケースもございます。それはなぜかと申

しますと．切れるとぎに引っ張り強度が働ぎまして．幾

らかひび割れの部分に最初はゼ ロですけれども．その

前に距離が生じると．モルタルの方が薄く線状に壊れま

して部分的に線状に浮いた形になるわけですね。ところ

が．ゥ l/タンの場合はピッタリとくっついて， しかも伸

びがあるもんですから，あたかもシーリ ング材の下にボ

ンドプレーカーを詰めていない状態でひび割れが入った

というような状態で裂けたような形になるわけです。と

ころがエポキシのようなかたいものになりますと．逆に

引張り強度で逃げられるわけですね。接着界面が壊れま

すから。ですから．こういう場合接着の要素というもの

は．かえって接着力が弱い方がこの場合逃げられるかも

わかりません。ですから．そうしたような．単に接着力

が． 10キロも15キロも出るんだ．それから伸びは 600形

も800形も出るんだということが．果た して本当にいい

のかどうかということ．これをわれわれとしては反省さ

せられるわけです。

ですから．原料メ ーカーさんの方でいろいろす ぐれた

製品をお出しになる。そうした総合的なものをユーザー

さんの方でご注文になる。それを満足させるような工事

をしなければいけないんですけれども．ただその過程で

ム、
コ0

う‘i十

それ

てい

屯ウ

りますし，それからア）レミ箔）レーフィング仕上げの場合

もあります。それぞれの防水層が10年以上たって保証期

限も切れた，そういったときに疸す工法を確立してくれ

という依頼がありまして，いろいろやったんです。

補修材として利用できるのはウレタン

だけ

まず中に人が入っていますから，熱アスファルトじゃ

補修ができないという大前提がありますし，補修の仕方

によっては全面でなく部分的な場合もあります。そうし

ますと，余り大掛かりな装置を必要とするような工法で

はまずいということから，塗膜防水的なものがいいので

はないかとわれわれは考えました。ウレタンも常温工法

のアスファルトも扱うということで検討したんですが，

まだ仕んの取っかかりという段階でその委員会は時間切

れで終わってしまったんです。

今後ウレタンの補修への利用としては非常に大ぎい市

場があるんではないかと思います。

伊藤 いまのお話し承りますと，その問題に取り組んで

いる委員会があるということなんですが，鶴田さんは実

際現場を踏まれておってどうですか。こういうのは非常

に多いと思うんですよね。補修，それも全部徹去してや

れなんていうお話は全然聞いていただけないお話なん

で，その辺の補修について何かご意見がありましたらお

聞かせいただきたいと思います。

鶴田 補修も，いま岩井さんの方から話題になりました

のは，押さえがない場合での話でして，ある団体でいま

までずっとやっているのは押さえがない，露出防水の場

合についてはどうかということなもんですから，前に使

った材料とのなじみが大変問題だと思うんです。それか

あるところをコン トロー）レしなければならない面，これ らいま司会者の方から話がありましたのは，たぷん押さ

をこれからは深し出さなければならないのではないか， えがあって取れないからというのはその押さえを取りた

これは従来のいろいろなクレームというもの．実態から くない。もし押さえを取ってそれを全部壊して落として

非常に教えられる面があるのではないかと思います。 それから前あった防水を全部取って落として，前と同じ

伊藤 いま永田さんの方から補修の話が出たんですけれ 工法でもってもう 1回防水をやって押さえをやります

ど，ウレタン防水の補修もさることながら．最近はアス と，いま大体吋当り材工で 2万円ぐらいかかると思うん

ファルトが洞ってるからこれをウレタンで補修しろと です。しかもこの間養生もしなければいけない。音はが

か，シー ト防水とうま くコンビネ ーションできないかと んがん出して住んでる人には迷惑を及低＇すということ

いうお話がよくあるんですけれども，岩井さんはその辺 で＇•最近あんまりやりたくないというふうになっている

のご研究はどうなんでしょう 。 わけです。できることなら押さえを残したまま，それを

岩井 これはある団体の方から委嘱された委員会があり 防水下地としてその上に何かいい防水はないだろうか。

ましたね。それはいわゆるアスファル ト防水の露出工法 さらに，大体押さえをやるという建物の場合は屋上を何

仕上げ，露出でも砂つき）レーフィング仕上げの場合もあ らかの形で使っているわけですから，従来とできれば同
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じ用途をそのまま残しておぎたいということになります

と，現状では私はウレタンの上に防水は防水として一応

やっといて，そしてその防水を傷つけないための何らか

の，ぎょうも話題になると思いますが，舗装材みたいな

ものを，軽舗装材とも言われていますが，そういったも

のがかなり使われるようになります。現在もう使われ始

めていると思うんです。そういう将来の販路というか，

用途が非常に広がるものと思います。

伊藤 確かに，ただ補修といいましても，これ何の場合

でもそうなんで，非常にいま多くなってるんですね。余

談ですけども，先低どから話題に出た吹付材は，補修が

契機になって花が開いたような感じがありますので，補

修ということも非常に大事なんで，丸ーさんどうでしょ

うか。要するに塗膜防水というのは補修向ぎだとお考え

ですか。

丸一 補修となると，捻かのこと言っちゃ怒られるかも

しれないけれども，低かにもあるわけですよね。いまそ

ういうような目的で売ってるのはいわゆる塩ビのシート

ものですね。 これはもともと床に使っている材料だから

耐侯性を上げてそれを屋上に使おうというものです。鶴

田さんのおっしゃったのも押さえのある場合の話ですけ

どね。これはかなり古い歴史を持っているわけですよ。

しかし，特に問題になるのは押さえ，いわゆる目地周辺

ですね。これはかなりまだ動きますので，後でしわにな

ったりふくれたり。切れるっていうことはないみたいで

すけどね。ふくれが生じて外観上見苦しくなるというこ

とはどうもあるみたいですね。ウレタンでも同じように

その辺のところのおさまりをうまくやらないと出てくる

だろうと思うんです。その辺は屋上の床使用の点で舗装

材もウレタンの方が大分経験お持ちだと思うんですね。

その辺をうまく使っていけばおっしゃるような工法が可

能になるんではないかと思ってるんですけどね。

伊藤 最近断熱防水工法についてはかなり技術的な研究

が進んでおって，アスファルトについてはすでに定着し

たような工法が幾つかの文献に出ているんですけれども

いまはどの辺まで現実に断熱防水というのは進んでお

って，これが塗膜に応用される場合にどんな問題点が

あるのかなんていうようなことをときどき考えるんで

す。

鶴田さん，大分文献も拝見するんですけど，どの辺ま

で断熱防水というのは進でんいるんですかね。需要は非

常にあると思うんですけどね。価格の問題もあるし，そ

う簡単に進まないような気もするんですが？。

断熱防水の要求度は高くなる

鶴田 断熱防水は建物の種類によりますけれども，特に

住宅，マンションですとか，こういうものでの普及率と

いうのはちょっと予想以上に速いと思いますね。最近は

断熱防水やってない建物を見つけるのはちょっと苦労す

るようになってきましたね。これは相当な予想外だと思

っております。その場合もマンションなんていうとやは

り屋上を使いたいケースが多いんです。屋上で物干しを

するか何かちょっとした遊びぐらいでぎるような用途も

ありますし，最近はちよっとしたマンションになります

と，屋上に庭圏をつくろうというケースも多いと思いま

す。ですから，どうしても押さえ層があるということが

第 1の条件になるんじゃないか と思うんですね。それで

断熱材の位置をスラプの直上に持ってぎて防水をやった

方がいいのか，スラブの直上に防水を持ってきて断熱材

を持ってぎた方がいいのかというのが，今度は耐久性の

問題，たとえば押さえ層を打ったために傷がつくという

ようなものも含めま して，耐久性のことがかなり問題に

なると思うんです。

アスファルト防水については，司会者からもお話があ

りましたように，何となしに一応確立されまして，たとえ

ば住宅公団なんかでも標準仕様として取り入れておりま

すし， 1歩先を歩いている感じはいたしますけれども，

その他の方になりますと，まだ使用実績は少ないという

感じがいた します。

伊藤 これはただ単にアスファルトが，一番先駆者的立

場でもってそこまで来たと解釈すべぎか，それとも塗膜

とかシートはちょっと組み合わせが悪いというお話なの

か，その辺はどうですか。塗膜でも十分できるが，まだ

技術的に検討しなぎゃならない点が多々あるんだ という

お話でございますか。

岩井 そういう断熱防水の開発といいますか，それに着

手したのは確かにアスファルト防水が先駆者だと思うん

です。これは欧米への視察団だとか，そういった人が持ち

込んで，日本でもぽつぽつ始めたということであって，

たまたまそのとき欧米ではアスファルトが仕とんどであ

るということから，アスファルト業界でよく研究されて

いると思うんです。塗膜でもまたシートでも，その原理

的には先役ど鶴田さんのおっしゃった，防水が下で断熱

が上という工法であればできるわけです。ただ後，万が

一漏水を起こした場合，その事後処理の問題を考えます
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と．防水層に対する信頼性の問題とちょっと結びついて て，組み合わせという場合には私は下に入れてください

くるわけです。アスファルト防水は歴史もあるし，それか

ら何層も重ねていきますから， ・かなり信頼性があると。

その辺シート防水並びに塗膜防水ですと，防水層全体か

ら見ますと，非常にまだ信頼性が不足しているというこ

とから，まだ断熱防水に踏み切れないというのが現状じ

ゃないかと思います。技術的には可能だと思うんです

が。

伊藤 この次の JASSの検討のときには，断熱防水工

法というのが塗膜防水工事の中にも入れられてしかるべ

ぎだと思うんですけど，メーカーサイドとしてどうです

か。どの辺までご検討が進んでますか。

安藤 いま岩井さんが言われた信頼性という問題で， 率

直にそれを感じるんですよね。私ども施工業者さんで組

織つくっておりますけれども，いろんな断熱防水やって

低しいという声もあるんですよね。一面またこわいとい

う声もあるんです。私どもいろいろ話まして，断熱材の

選定，防水層と断熱材との組合せ等を検討しながらも，

いかに信頼性の高いウレタン防水工法をつくるかという

点にいま焦点をし匠‘って考えているわけです。たとえば

亀裂や膨れの問題を含めて，それを確立しないと。断熱

材もあるわけですし，ウレタンもあるわけですから，そ

の辺のところを責任を持って考えないと，先低どのクレ／

ームが非常にこわいといいますか，その辺でもう少し基

盤をいまつくっているところです。

伊藤 田中さんの方はどうですか。お得意さんあたりか

ら断熱防水やってくれというお話も間々あるんじゃない

かと思うんですが。

田中 私共はウレタンフォームの商売もやっています

が，ゥレタンフォ ームは日本の場合ヒワレ建築にはそれ低

ど多くは使われておりませんが，ただ，断熱材自身が大

体どの断熱材も水を吸ったなら断熱効果がガタンと落ち

ますんで，確かに実験室のデータは全部いいんですけど，

と。

鶴田 下にというのは．スラプの下にですか。

田中 ＇ いえ，スラプの下じゃなしに，防水層の下にです。

伊藤 いま防水層の下，上というお話が出たんですが，や

っばり主流はUSD工法といいますか，そちらの方が主

流でお考えになってるんですか。

丸一 必ずしもそうじゃないでしょう。

伊藤 必ずしもそうじゃないんですか。

鶴田 屋根の使い勝手が決めるとは思うんですけど，本

当は防水層をやっばり温存する，防水層をかわいがって

やるという考え方は必要だと思うんです。そうなります

と，スラプの直上に防水をやって，その防水を断熱材で

保護してやって確かに断熱効果も必要ですけれども，断

熱がだめになったら一緒に防水もこけたということにな

りますんで， これはやはり建物の雨を漏らさないという

最も重要なものを壊しちゃう 。やっばり防水は下に持っ

てぎて．断熱材を上に持っていくことによって熱的にも

保護される し，紫外線的にも保護される。うまくいけば

酸素の供給もあんまりなくて酸化劣化的なものも進まな

い。 これ非常にいいと思うんですが，問題は先殴どおっ

しゃられた断熱材が水を吸わないこと，断熱材自身の耐

侯性がなければまずいわけです。 しかしこれは研究目標

として持っておかないといけないことだと思うんです

ね。何も，屋上を使わない建物に，そのためにだけコン

クリ ートを無理して打つことはないんで．やはりできる

だけ屋根は軽量化したい。そういう仕上げ材が必要にな

ると思いますね。

塗膜防水施工の機械化ができないか

伊藤 お話のように，省エネルギーというとこから，断熱

実際使われてるのを見ますとどうもそうじゃない。 とい エ法というのはやっばり鶴田さんのお話じゃないけど，

うことを考えますと，断熱材自身，やっばり防水層が必 予想外に足が速いという感じですね。それともう 1つ省

要なわけでして，いま下に防水層，上に断熱材， これが 力ということも当然常に頭の中にあるんですけど，どう

多いんだろうと思いますけれど，筏んとは逆がいいんじ いうものか私の感じですと，塗膜防水というのは機械に

ゃないか。できれば躯体の中側を断熱してスラプはあっ 頼ることが，どうも話は出るんだけど， うまく軌道に乗

たまってもいいんじゃないかと。 っていかないというぎらいがあるんですけど，これはど

伊藤 いまいろんな文献に出ているのは全くその逆の方 の辺にあるんでしょうね，丸ーさん。

法なんですね。 丸一 非常にむずかしいですね。平面的な部分が多いか

田中 現実は全部いまは逆になってるわけですが，私ど ら，特別機械に頼らなくっても，機械といったっていろ

もの方も断熱材と防水の方とは切り離して考えていまし いろな機械があると思うんですけど，ローラーエ法のよ
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うなものでかなり所定の膜厚がずっと塗れるようなもの

ができれはむしろそう
いうものの方がいいだろうし，

吹き付けになると非常に他の建物が隣接しているとそれ

を汚すというような面もありま
すから， 養生が必要にな

ってくるでしょう。 だからやっぱり養生の要らない機械

ヽんじゃないかと思うんだけれ
化ができれはこれはいし

ど。
んですかね。一時かなりの膜厚がつ

それと，何という

けられるというものが出ておりましたですね。ところが

機械を開発する方は機械に対し
て非常に詳しいんだけれ

ども．実際扱う人がちょ
っと故障したら直せないとか．

そういうような面が．要するに施工面の職人さんのレベ

ルであるんじゃないか
という感じもしてるんですけど．

それはないですか。

伊藤 それはいえますね。特にウ
l/タンの場合にも．プ

たらどうにもなvポリマーがパイプの中に詰まっちゃっ

らないということがありますね。安藤さんのとこは少し

は機械化についてご検討になった L.
.,_とがあるんですか。

安藤 これは，
5年ぐらい前に 700万円ぐらいの機械を

買って．特に吹ぎ付け的なこ
とをやったんですよ。とこ

とが大変で。効率ですね．
ろが．非常に機械を動かすこ

動かせばすぐ終わって．あと
機械使うときの始動から．

かなり面積が広くなくちゃい
掃除というようなことで，

けない。
そうでないと効率的にだめだということで． 一

時期断念してたんです。
けれども，最近特にウレタンの

方も．フォームとかエラスト
マーとか含めて相当硬化性

ヽるわけですよね。エラス
の早いジステムが開発されてし

やはり 1分
トマーなんかでも筏匠常温に近いところで，

か 2分ぐらいで成形でぎるとし
ヽう材料もありますし，そ

れなりの機械もつくられておるとい
うことで．そういう

かと。現にこの座談会でもホ ット
方式をもっと使えない

メルトっていうタイプ．
ということで言われたこ とある

レタ‘ノでも熱可塑的なものができ
んですが，そういうウ

ているわけですし．
これからそういう技術を早く使って

いきたいと。特に現場では，
一番言いますのはウ l/タンは

塗ってから，その気象状況だとか環境によって非常に左

右される。次に塗れるまて
.にやっばり 1日かかるという

いは寒冷地では非常に
ふうなことで，特に雨季とか，ある

工期が迫ったとぎにエ期に合わないとい
うことでウ U

夕‘ノの仕様が入っていてもそれがアスファ
）レトに変わっ

いか。硬化の時間を短く
くするということが必要じゃな

するというのは，私どもで
すと大体，ょほどの触媒でない

限り，可使時間も非常に短くなるとい
うことですね。可使

どうしてもマジソ化が必要
時間の短いものを使うには．

だということを切に感じます。

もう 1つは，材料が主剤・硬化剤ということで， 10キロ，

10キロとかで出荷されていますけれど．広い現場になり

ますと．最近は厚塗りが盛んですので．
空缶が何百とた

その処分で文句が
まってしまうんですね。そうすると．

出てくる。材料の運搬，缶の開封だとかいろいろ含めて，

もうそろそろ先ほどの省力化の話もありますけども．再

ームの検討をしないといけない
度効率のよい機械化ジスプ

んじゃないかと思っているわけです。
この機械化が省力化へ即つ

伊藤岩井さんどうですか。

ながるかどうかは別と
しまして，要するにこういう 塗膜

防水の機械化というようなこ
とについて．何かご検討さ

れたことございますか。

小規模では機械化のメリットがない

岩井 検討はしていませんけど，
日ごろの感想といいま

V夕‘ノの信頼性という問題が
すか，たとえば先匠どのウ

出ましたけれども，結局信頼性がまだアスファ）レトほど

確立されてないもんですから，結局規模の小さいところ

とか，そういっ
たところに適用されることが多いと思う

んです。そうしますと，安藤さんのおっしゃったように

効率がよくならないわけですね。
1万平米とか大面積で

トが出てくると思いますが．
機械化すれば非常にメリッ

その辺まだウ L/タソ防水に対する信頼性をかちとらない

と機械化のメリ ッ
トが出てこないんじ ゃないか という感

想を持っております。

伊藤 なる低どね。多分そうなんでしょ
うね。聞くとこ

、こなさなければ機械
ろによると， 1日3,000平米ぐらし

というのが実情のよう
持っていてもあんまりベイしない

で，やっばりそういう点からなかなか軌道に乗っていか

ないということが考えられますね。

鶴田 鶏が先か卵が先か
という感じがするんですよね。

んとやれば信頼が得られて，それで販
伊藤なる仕ど。

鶴田機械をち ゃ
という考えもありますね。信頼が得られ

路がふえていく

れば機械化ができるという，順序としてどっちを選ぶか。
てしまうという事例がかなり最近多いようなんです。そ

ういう点でエ期の短縮とか．
それから確実に物性を保持

それと．いま 言っ たように

り大規模なものをお考えになっ

さっきのお話だと，かな

ているような感じがする

するとかいうことでは．ゥ
l/タン防水材の硬化時間を短
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でんすね。 ところが，吹つけ材なんかはかなりロー ラー

施工で機械化して，小規模な部分でも塗れるような非常

に小回りがきかないと困るわけですよ。だから，ああい

うもので非常に効果を早めるような， ローラーの先でも

うまく混合するような形にしていけば，わりあいに小規

模で も町の職人さんでも使いやすい。

それから，もうちょっと別の面をごらんになれば，ス

テップを踏む段階はあるんじ ゃないかなという感じがし

ています。

永田 そうですね。いま伺っておりますと，私どもも経

験ある んですけども，いま職人さんが使っておられるも

のは数千円ぐらいのエ具，片方は数百万円ぐらいの吹つ

け機ですね。その中間がないわけです。せめて何十万円

ぐらいだったら何とか手に入るんでしょうけども，数千

円から何百万円，その間がありませんので，やはりそうい

ぅ工具から道具といいますか，機械までいかなくても，

まあ道具の改良されたものというぐらいのものを機械メ

ーカーさんあたりでお考えいただきませんと，なかなか

零細な一般の施工屋では，現場の場合 1カ所ですといい

んですけども，数がありますので何力所も出ますから，

しかも故障もありますしスペアーも要る。そうすると，

どこへ問い合わせればいいかとか，遠隔地になりますと

大変です。一社で何台も複数で要るわけですし，そうな

りますと，たとえば200万円しますと， 5台買えば1,000

万円になりますし，とてもそういう余裕はありませんの

で， 中間を埋めるというものが欲しいものです。

伊藤 その点では床材はかなり機械に頼っているところ

もあるんでしょう 。

安藤 屋内の床材の場合はむしろ防水材以上に機械化し

にく い面があるわけですね。

伊藤 そうですか。

田中 機械を使っているのは例の陸上競技場。ああいっ

たものは大きな面積で，これこそ全部やりましたら160ト

ンぐ らい使いますので，そういうところでしたら十分ペ

イするわけです。それでも必ずしも全部が全部機械でや

っているわけではないんですね。ですから，やはり材料開

発と相 まっていかねばならぬということから，先低ど岩

井先生がおっしゃったように，いまのところ機械化を熱

心にやろうという 意欲がまだ出てぎてないんです。材料

はそういうものはつくれると，さっき安藤さんがおっし

ゃいましたけど，材料面ではウレタンはどんな材料でも

つく れると言ったら語弊がありますけれど，ほんとにど

んな材料でもつく れる。

伊藤 そうすると，システムサプライヤーみたいな形で，

材料と機械とセ ットになっている。そういうものが考え

られないとなかなか機械化というのは進まないというこ

とですかね。

田中 結局，鶴田先生おっしゃったように卵が先か鶏が

先かと 言うことかもしれませんけれど。

現状にあったアイデアを道具にいかせ

岩井 ただ現状で言えることは，大がかりな機械を考え

ないで，先低ども丸ーさんがおっしゃったようなローラ

ーか，または平場ですと，セレフレベリング性を利用し

てスクィージーでずうっとやっていくという工法を確立

するとか，そういう道具でいいと思うんです。あるメー

カーのエ法には，スクィージーでやるという工法もあり

ますけれども，それが全般になかなかまだ広まっていな

いような気がします。

伊藤 ここで話題を変えまして，少し床の話に入ってい

ぎたいと思いますが。

丸ー ちょっとその前に，いま断熱工法のところの話が

ありましたけど，いろんな断熱材あるわけですが，種類

と厚さに関係する問題。たとえば発泡スチロールならど

れくらいの厚さにするのか，建物によって設計者が決め

ると思うんですけども，たとえば薄い発泡層を張りつけ

て，その上に塗るというなら何のトラプルもないけれど

も，それが25ミリとか，あるいはsoミリとか，厚い断熱材

を張りつけて塗りつけると，立上がりのところは必ず密

着施工ですから，押しつけられて沈んで，そこのところ

が引っ張られて切れるとか，そういう絡みがあるわけで

す。だから断熱材の厚みに関係して，この厚みまでなら，

この種類の断熱材なら十分施工できるということが必要

でしょう 。

それと，もう 1つシート防水の方でやっているのは，

要するに発泡ポリエチレンのようなものをある厚さで最

初に張りつけて，その上にシート防水をしてさらにその

上に同じ程度の発泡層をつけてそして押さえをやる。サ

ンドイッチしちゃう。だから，塗膜防水でも，そのとき

は当然 JASSにあるように補強層を入れなぎゃいかぬ

だろうと思うんですが，そういうサンドイッチエ法を考

えるとか，やっばり工法を少ししっかり押さえないと，

ただ断熱材が世の中で外断熱がやられているからただや

る，というんではやっばりだめだろうというふうに感じ

ているんです。

- 21 -



111111 

I 

I I I 
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伊藤 いまのお話で，田中さん，いま断熱工法関係はか

なりで吸水という問題についてはかなり向上しているん

じゃないですか。

田中 向上しているかもしれませんが，やっばり長い時

間で見ますと，かなり性能的には落ちているように思い

ます。ですから，本当は上下ともコートしてやるのが一

番いいんでしょうし，それからフォームの成形物を並べ

るにしても．今度はフォームの成形物のシーリングの問

題，それから現場発泡にするにしましても，ポリウレタン

の場合ですが，やはりそれに対して水の侵入を防ぐとい

うことはよ探ど気を使ってやらないと，防水材の方が10

年保証と言っても，断熱材が 3年たったら断熱の能力が

ないというようなケースも出てきますでしょうし，それ

は両方で考えていかなきゃならない。建物に対する防水

と，断熱材に対する防水と．やはりこれは両方考えてい

かないとよくないと思います。

伊藤 私なんか勉強不足もあるんですけど要するにひど

く反っくり返ったり，水を吸っちゃったようなフォーム

を見ていますが，なかなかこわいという気がするのです

が，文献なんかですと，かなりフォーム関係は品質が向

上しているようにも読めるんですけどね。

岩井種類にもよりますね。

鶴田 それはおっしゃるとおりだと思いますね。もちろ

んフォームにしましてもずいぶんよくなっていますし，

それから，フォーム自身の耐久性，耐候性，防水性もひ

っくるめまして，その辺も十分ぴっちり押さえておかな

いとね。

ウレタン塗床の現状

伊藤 それじゃここで一応話題を変えまして，床材の話

を少し聞かしていただきたいと思うんです。

永田さんのところは床材のご専門なんですけども，い

まどうなんですか，床材が非常に発展してきたんで防水

協会も建材協会と名前を変えたくらいなんですから，ウ

Vタンの床材がかなりマーケ ットに進出 しているわけで

すが，現状をどんなふうにながめていますか。

永田 そうですね。ウ Vタンの床ということになります

と，当然塗り床ということになるんでしょうけども，元

来塗り床というものの発祥が張り床のピンチヒッターと

いいますか，代用品的な意味で出発しましたので，最初

のキャッチフレーズは張り床より安くできるというよう

な妙なスタートでやったわけですね。原料はご存じの酢

酸ビニー）レのエマ）レジョンですね。これでスタート した

わけですが，それからずいぶん状況が変わりまして，張

り床と何となく競争するようなかっこうになっておりま

すけども，本来全く分野は別に考えなければならないわ

けです。

張り床の場合は非常に加工性が高くて模様なども自由

自在にできますし，品質管理も工場ででぎますから，安

定したものはできるわけです。それに対して，塗り床の

場合は何が取り柄かと申しますと， 1にも 2にも目的用

途に合った機能性ではないかと思います。ちょっとこの

場所は滑りやすいからと少し滑りにくくしてくれとか，

少し弾力性をつけてくれとか，そういうような注文に自

由自在に応じられる融通性と申しますか，そういうもの

が塗り床の取り柄ではないかと思います。またその中で

もウレタン塗り床は，そういう点で一番適した材料では

ないかと考えております。

ただ現状を見ておりますと，やはり相変わらず他の材

料と競争いたしまして，多少値段が安いからこれでやる

とか，そういう形でその材料の持つ機能性というものを

二の次に置かれまして， どうしても経済性というものを

先頭に立てて使われてしまうというケースが，それは塗

り床業者が一番責任があるわけですけども，そういう例

が多いんじゃないかと思います。

ですから，これからそういう形で持っていこうと 1つ

の理念を持つとすれば，細かく目的用途を分析いたしま

して，それに一番合ったような形にこのぐらいの歩行

のところでスロープがこのぐらいあれば，このぐらいの

滑りどめが必要である，あるいは水を使うところ，薬品

を使うところ，薬品を使うところにしても，工場ならその

工場の生産プロセスをよく認識いたしまして，侵蝕物が

流れるところにはあらかじめよく勉強して，床仕上に関

してユーザーをリードすることができるような．そうい

う非常に機能的に到達したような塗り床をこれからつく

り，あるいは施工しないと，単に他の商品と競争してい

るようでは立ちおくれてしまうであろう，いたずらに不

得意な面と競争しなければならぬというようなかっこう

になってしまうと思います。

鶴田 いま塗り床が採用されるという建物の種別は何で

すか。

永田 私どもでは学校が一番多いようです。学校の廊下
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ですね。それと階段ですか。やはり足音が響かないとい

うような形で使われると思います。ただ，その場合でも

ゥいタン床は滑らないという形でこ｀採用願ったのが，何

かパスケットのようなものを引きずられまして，かえっ

て滑らないとくあいの悪いんだというようなこともあり

ます。それから公的マンションの廊下に塗りまして，転

倒事故が発生したことがありましたが，ある府県の住宅

供給公社からあるおしかりを受けまして，調べてみます

と，やはり雨の日に非常に滑りやすくなるということで

すね。その場合弾性のウレタンであるうが，エポキシで

あろうが，水でぬれますともう関係がなくなるわけです。

非常に滑りやすくなります。そうなると滑りにくいとか

いうような表現は一概には言えないんじゃないか， ドラ

イのときは滑らないけれども，ぬれれば滑りますので，

半分雨にぬれるというようなところは，やはりそれに相

応した，すべてに関して滑らないというようなものをつ

くりませんと，使い勝手面で立ちおくれてしまうと思い

ます。

学校やマンションの廊下に実績

展開するウレタン建材■

にいいわけです。その辺がだんだん理解されてきて伸び

てぎたのかなという推測をしているんです。

伊藤 田中さんはどうなんでしょう。田中さんのところ

は床材をおやりだと思うんですけども，いまのお話で補

修というのは塗り床では確かにむずかしい面があると思

うんですが，どういうふうにお考えになります。

田中 これは実際に同じ材料で補修するか別の材料で補

修するか，補修専用の材料というのはやはり持ってた方

がいいように思います。そういうサービスはメーカー側

でやらなければいけないでしょうね。（笑）。

伊藤 永田さんのところはどうされています。

永田 私のところは，もちろん責任施工という形でやっ

ておりますので，一々出かけて補修いた します。そのた

めにできるだけ出張所といいますか，きめ細かくアフタ

ーサービスに務めているわけですね。ですから，問題が

起こりますと， これは補修を要するというものは業者の

われわれが参りまして補修いたしますし， とうていあれ

は素人さんでやれるというものではございませんし，ら

材料自体が特化物でございますから，余りべたべたとや

れますと，あとで安全衛生面のクレームも起こりますし，

これは私どもで責任施工ということで補修させていただ

塗 り床の場合デザイン面ではどうしても不利でござい いております。

ますから，余りそういうことを問われない学校の廊下で もちろん補修の方法は，いまおっしゃったように非常

あるとか，マンションの廊下だとか，室内より廊下の方 に困難な面がございまして，最初塗り床の補修は簡単で

が多いようでございますね。 塗り足せばいいというような安易なことを言っておった

伊藤岩井さん，いま床材の現状はよく御存じだと思う のでございます（笑）。もちろん見ばえも悪いことです

んですが，かなり適用場面が広がってきたんですね。こ し，こういう補修工法というものも施工指針につけ加え

の現状をどういうふうにお考えになります。 るべき大事なことだと思います。

岩井逆に私の方が聞きたいぐらいですね。たとえば従 田中 現実にはやはり部分的に切って塗りかえるという

来からある張り床だとか塗り床を比べますと，完全なも のが多いように思いますね。床が非常に伸びてぎたのは，

のはないと思いますけど，たとえば張り床の場合ですと， さっぎおっしゃった学校とか病院とかに共通した音の問

ちょっ とした傷がついたとか欠けたとかいっても，すぐ 題でしょうし，それから，滑りどめ工法を採用したり，

建物の管理者がス トックを持ってきてばっと張りかえて もう 1つは耐摩耗の面はトップコー トを採用するという

直すことがでぎるわけですね。塗り床の場合は，逆に傷 ような，そうゆうぎめの細かさがこれからウレタンに必

がつけられたといってすぐ簡単に直るものではなくて， 要だと思いますね。

やっばり業者さんに来てもらってやらないといけない。 永田 そうでございますね。

そういう点から見る と，2～3年たった建物を見ますと， 伊藤 鶴田さん塗り床材が塗り舗装材にまで広がってぎ

逆に張り床の方がいつもメンテナンスがいいような気が たということで，こういう点が困るよというようなこと

するんですね。塗り床の方は傷が目立ったりするんです ございましたですか。

ね。 鶴田 やっばりこういう点が困るよというのは，いま話

そういった点から，なぜ塗り床が最近伸びてぎたかと 題になった補修だと思いますね。ひっかき傷だとか，あ

考えると，やっばり使用者側の立場に立つと，これはウ あいうものが出て汚れたとぎに簡単にやりかえられない

レタンの塗り床に限ると思うんですけど，歩行感が非常 というのは大きな問題だと思うんです。
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いろいろ話を聞きますと，デパートなんかでは，場所 ートの床のほこりをとにかくとめるんだというような形

によっては半年に一回ぐらい張りかえているんだそうで で使われているんです，今回の指針は，そういう防塵関

すね。それも深夜にお客さんがいなくなってからさっと 係の薄い塗料的な使い方は止めまして，少なくとも 1ミ

できるというところで，もう張った何時間後には使える り以上の膜厚を有するすというかっこうになっているわ

というのは非常にメリットがあると思います。その辺の けです。ウレタンに限って話しますと，それで最高の厚

やりかえがやりにくいというのが， 塗 り床の 1つの問題

点じゃないかなと思いますね。

伊藤 この塗り床では施工指針なんていうのがまだでき

ないわけですよ。当然建築学会で張り床の方は出ている

わけですから，塗り床の方も当然お考えになっていると

思うんですが，その作業はどの辺まで進んでいるんでし

ょうか。

丸ー そうですね。現在，これ 3年ぐらい前からいろい

ろ委員の皆さんにお願いしまして，そして塗り床を JA

SSというかっこうではなくて，施工指針というような

かっこうで一応まとめていこうということで，塗り床材

の種類というのはかなりあるわけですけれども，市場調

査をして比較的多く使われているものに一応限ってやろ

うということで，そのときに上がったのは材料として 3

種類あるわけです。これはご承知のようにエポキシ・ウ

レタン・ポリエステルの 3つなんです。この 3つについ

て一応一般の建築物に限って，もちろん病院，学校その

他住宅関係，その建物に付随する実験室という，そうい

うものまで含めて，先保どもお話ありました特別の工場

みたいなところはこの指針の中には含めてないです。現

在の状況はやっと原案ができ上って，委員の先生方に一

応見ていただいて，問題がなければ，ことしはちょっと

無理かどうかわかりませんが，学会の運用調整委員会を

通して雑誌に載せて一般の使用者に見ていただいて，問

題がなければ指針というかっこうで出す段階になってい

るわけです。

弾力性と耐摩耗の性能を用途面でいかす

．＇ 

|

.

 

~
 

この中でウレタンというのは，すでに話題になりまし

たようないろんな目的に使われているんですが，その中

で特徴的には結局弾力性のある床ですね。それから耐摩

耗性，この 2つの性能を用途として使っていこうと，こ

ういうかっこうにまとめられているわけです。この厚み

が市場調査しますと，かなり現実はばらついているんで

す。ずいぶん厚いのがあると思うと塗料みたいに薄いも

のがあるわけです。なぜ塗料みたいに薄いのかというこ

とでいろいろ調べてみますと，防塵床である。コンクリ

さは 3ミリということです。

実際住宅公団の建物ですが，アパート関係の廊下に使

われているのは 4ミリぐらいまでありますね。だから，

ちょっとこれ少ないんじゃないかなという感じもするん

ですが， こちらの方が性能的に良いというふうに考えま

して，当然これに伴う JI Sというものも本来なけりゃ

いかぬわけですが，一応マキシマムは 3ミリということ

に限ってやっております。

工法も一応セルフレベリングエ法を主体とした施工と

いうことで，コテ塗 り工法についてはエポキシとかポリ

エステルの方でやっていただくことにして，セルフレベ

リングというような工法でもって採用しております。そ

れから，先低どの滑りの問題もございますので，ノンス

リップという工法も中に入れております。

それから， 塗 り床と言っていいのかどうかわからない

んですが，外部に使用する場合，たとえばゴルフ場のあ

あいうスバイクの部分に対する部屋の中もありますが，

あれはかなり厚くしなければ大体 8ミリぐらいですか，

15ミリぐらいですか。そういう厚い仕様を考えなきゃい

けないんですが，この中にはそういう特殊なものは入っ

てないわけです。

もう 1つは，屋上をテニスコートとかバスケ ットコー

トとか，そういうスポーツの部分に使おうということで

現在やられておりますが，これは最低 4ミリぐらいから

厚いので 8ミリぐらいですか。

田中 その辺まででしょうね。実際には 5ミリ程度がか

なり多いように思いますが。

丸ー そういうものについては，この指針の中では触れ

てない。あくまでも建物の中といいますか，そういうと

ころにし底られております。

それと，これは指針にも絡むんですけども，結局床の

機能というのは，従来外観みたいなもの，あるいは耐摩

耗の要請みたいなものが主流になっていたんですけど

も，かなり衝撃音に対する遮断性というんですか， これ

が特に公共住宅なんかには非常に強く要求されてきてい

るわけです。だから，床衝撃に対してとにかく消音し得

るような床でなきゃいけないし，それから素足のときに

非常に床が冷たいというような感覚を与えるようなもの
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でもいけない。またそういう床材を廊下なんかに使いま

すと，かなり梅雨時期になりますと，湿気が高くなりま

すので．床面がびっしよりぬれてしまうというような状

態になってもいけませんので，とにかく保温性というと

ころがもう 1つ考えなきゃいけないんじゃないかと思う

んです。

それともう 1つは，先低どの話題にもありましたけれ

ども，転んでけがをするという状態ではまずい，いわゆ

る安全性です。そういう点でウレタンというのがかなり

伸びているのではないかと思っているわけです。そうい

うようなものは指針の文章の中にはありませんが，弾力

性という言葉で一応簡単に済んでしまってますが，解説

の中には当然そういうものが出てくるんではないかとい

うふうに考えております。

伊藤 ありがとうございま した。永田さん，こういう指

針ができます と，先行き JIS, JASSというお話に

つながってくるんじゃないかと思うんですね。防水材の

場合には．かなりマーケットに商品がはんらんしてから

JIS, JASSということでくくったという，ありて

いに言えば苦い経験があるんですが，床材の場合も早く

そういう 1つの物差しが欲しいという感じがするんで

す。現実に床材の場合には，たとえばいまのお話にこ` さ

いましたようにあったかさとか冷たさとか，それから

音が大きい とか小さいとか非常に感覚に訴えるような項

目が多いんですね。こういうふうなものを実際に品質の

中に繰り込まれたら大変ですね。

永田 そうですね。いろんな指針がございますけども，

塗り床の場合，防水と違ってもう 1つむずかしい面がご

ざいますね。

どういうことかと申しますと，ウレタン防水の場合は

大体，伸びである とか耐侯性であるとか項目がございま

すけれども， 何しろ塗り床の場合は形がいろいろで非常

につかみにくいかっこうだ と思います。このプラスチッ

ク塗り床施工指針は大局的な形でま とめられております

けれども，遮音の問題である とか，測定の方法もございま

せんし。実際的にどういう基準でやるかと申しますと，

まず，客観的につかめるところは厚みですね。それから

材質的にはやっばり硬度であるとか伸びであるとか，あ

るいは引っ張り強度， こういうところを 1つの範囲に押

さえまして，こういう材料をこのぐらいの厚みにやれば

ある程度の遮音とか耐摩耗とかいろいろな基準が出るの

ではないか。そうでないと，感覚的な面から持っていく

ということは非常にむずかしいじゃないかと思います。

伊藤 そうはいっても仕上げ材ですから．要求される項

目というのは仕上げ材としての項目がやはり重要視され

てきて，何％伸びますとか抗張力は幾つですとい うお話

は次の話になって しまうと思うんで，その辺はむずかし

いと思うんですね。

床の要求性能にそったデーターづくりを

丸一 実は床に関しては． 幸い防水にも研究者がおりま

すが，床にも研究者がおりまして，東京工業大学におら

れる有名な吉岡丹先生のグ）レープが研究しておられるわ

けですよ。それで床のいわゆる性能を総合的に評価しよ

うということで，滑りの問題．汚れの問題，弾力性の問

題，それから耐摩耗性の問題，こういうものについては

官能検査と対応させて．これくらいにすればいいんでは

ないか， こんな試験方法で， というところは一応提案さ

れてるわけです。そのほかの性能ですね，今回の指針に

もし材料を塗り床材でも選ぶんならば，メーカーはこう

いう資料を提出しなさいって書いてる項目があるんです

ね。これはものすごくあるんですよ。恐らく永田さんが

おっしゃったようなかっこうでしか提供できないとする

と．これは設計者は選べませんね。だから最終的には代

表特性 として硬度とか伸びとか強さとか，そういうもの

であらわされるようになれば，これは共通の話題になる

わけですけども，最初は吉岡先生がおやりになっている

ようなものをして．その物性テストをして， こうなって

るからどうも代表特性としてこういうふうになりそうだ

というところで決まっていくんじゃないかと思うんです

ね。

1つの例で話しし ますと，施工指針には硬化前の塗り

床の品質ということで，練りまぜ後の比重粘度から始ま

って，施工上の注意まで，温度，湿度に関係するような

ものまでちゃんと提供しなさいとなってるわけです。そ

れから，固まった塗り床材の品質としては，先匠どの歩

行感覚の問題からずっ とありまして．維持管理まで，こ

れ10幾つありますよ。だから，そういう項目をしかるべ

ぎ資料でもって設計者が判断でぎるように提示しなさい

と，文章でいうとそういうことなんですね。これは中身

としては大変だろうし，これがどこまでナショナルスペ

ックと して JI S化でぎ るか．この辺が今後の問題だろ

うと思うんです。いずれでぎるところからやっていかな

いと固まってはいかないと思うんですけどね。

伊藤 メーカーの方としては．要するに体育施設関係に
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どんどん手を伸ばしてるわけです。こちらの方はどうい J I Sのたしか基準がありましてね。どの建物の場合は，

うふうにして品質を決めていこうとするのか，その辺は 何級というグレードがあ ってそれを選びなさいというこ

どうなんですか。 とになっています。

丸ーやっばり同じ吉岡先生のグ）レープなんですけど よく 笑い話になるんですけれども， 集合住宅での人間

ね，体育館の床に関しては実験されてます。ただ，体育 関係で一番まずいのは上下関係なんだそうですよ。横は

館の床っていうのは非常にむずかしいようですね。だか いいんだそうです。というのは，たとえばちょっと洗た

ら，表面性状だけでウレタンの場合は評価せざるを得な く機をオーパーフローをして水を出すとすぐ下へくる。

い。ところが実際のスポーツを見てみると，スポーツの 音にしても，自分でも音出してるはずですけど，上の音

種類によって違うんでしょうけれども，やっばり床板そ が気になる。上に文句をいいたくなる。上下関係が非常

のものとしてたわみ性能を検討していかないと，ああい にうまくないんだそうですね。そんなところではやはり

う人間が歩くようなそういう弾力性があるということで クッション性のあるものを間にはさむとか，それなりの

は評価できない。かなりマスなものが落ちるから。パス 苦労もいろいろなされていると思うんですね。

ケットボールにしてもバレーポールにしてもね。だから 丸ー 一般に言われてる浮き床工法の遮音性能の話だと

そういう面で考えるとかなりむずかしいんではないかと 思うんですけどね，かたいコンクリートの構造体の部分

思います。いままでのご報告はそういうようなご報告で

すね。

それともう 1つは，先伶どの乾いたとぎに滑らないと

いうのが，逆に欠点になっているんですね。転んだとき

に熱を持つんですね。歩いていて転ぶときじゃなくて，

スポーツであるスピードでもって人間が動いている場合

の話です。そのとき転倒しますと，非常に熱を持って，

そこの部分が損傷するというようなケースも出てるよう

ですね。木の場合はそういうケースはない。だから，あ

る程度のマスとして評価していかなきゃならぬわけです

から，かなりむずかしいんじゃないでしょうかね。

伊藤 鶴田さん，先厄ど遮音の話が出たんですけど，遮

音についても近ごろ文献がよく出てるんですが，これは

どういうふうな物差しでもってはかろうとしているんで

すか。

鶴田 床の方の遮音については，たしか JI Sがでぎて

ますね。それで上，・下の音響屋さんの方は等価損失と言

ってますけれども，ある測定器を使ってどのくらいのデ

シベートで抜けてきたかというのを実測しているわけで

すけれども。

伊藤 実際の建物に遮音の項目を取り入れて検討してい

く場合に，実際の場面としてはどういうふうなこと考え

たらいいんですか。たとえば集合住宅なんかではよく遮

音が問題になるんですが，やはり対象としては集合住宅

を考えておられるんですか。

とくに集合住宅が遮音性の要求が高い

鶴田 集合住宅が一番問題になっていると思いますね。

に， じゅうたんとかこういうたぐいのものを敷いても，

いまの上下階の遮音性能に関してはあんまりいい効果は

ない。むしろコンクリートのマスを大きくしちゃった方

が逆にいいというからね。体育館でも小学校なんかの場

合は，かなり上階部分に体育館を置いて，その下が教室

になるようなケースもあるんでしょう。ましてや先ほど

の屋上を使うような話になりますと，そういう問題が出

てくるわけです。断熱材のようなたぐいの，普通一般に

はガラス繊維のガラスマットが多いんですけども，ほか

の発泡プラスチックなんかどの程度使えるか，ちょっと

知りませんけど。

伊藤 安藤さんのところでは，何か遮音についてこ｀検討

されました。

安藤 一部やっております。ある設計事務所へ訪問した

際にそのときデータ持っていなかったんですけど， Lの

何になりますかと聞かれましてね。そういうことがあり

まして，それからいろいろ文献調べましてやってきたん

です。

建築学会の 1つの施工指針は， 78年に建築学会が案と

出しておしになった。学校，集合集宅，それは JI Sで

いう幾つにしなさいという形になっていますよね。それ

で集合住宅ですと L-60, 学校の場合がL-65というか

っこうになっているんですが，そういうことがありまし

て，参考にしてやったんですけど，先ほどのお話の中で，

やはり上下の関係，私もアパートに住んでいますが，子

供のドスンドスンという音，それからかたい物を落とす

コッンコッンという音とか，そういうのがかなり気にな

るんですね。いろいる塗り床を表面仕上げ材としてやっ

た場合に特にウレタン関係，そのドスンドスンという
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音はやっばり効果ないというようなことなんですよね。

そういう重衝撃音についてはだめだと。それならば，軽

衝撃音の解消ということで，タッピングマシーンでいろ

いろデータ取っていますけれども，それでいきますと，

組み合わせにもよりますけれども，大体床材で 5ミリぐ

らいですね。それでL-65ぐらいのようなんですよ。試

験場へ行きましてよく聞いてますとぎに非常にコッン

コッソとタッピングマシーンは音がしますから， くつで

歩く音ですね。ああいうような音で．何も塗ってない場

合は非常に頭に響くんですが． 2ミリ厚ぐらい塗っただ

けでも非常に効果がある。

5ミリ 厚の床なら音が響かない

それが 5ミリになるともうほとんど聞こえなくなって

くるような感じなんですよ。だからそう いう意味で，そ

の分野に進んでいかなきゃいけない。ただ 5ミリ厚ぐら

い塗り ますと，非常に設計単価が高くなるということで，

何等かの方法で設計価格を低くして，しかも少なくとも

建築学会の施工指針である L-60ぐらい，それが最低と

いうことになってますから，それぐらいのこ とはやらな

いとウ 1/タンの床材と してもその分野への伸びが落ちま

すし，いけないなと思っています。

田中 いまおっしゃいましたように，効果があるだけ厚

くするというのは現実的には値段の方がやはり問題があ

りますんで，組み合わせ材料によらざるを得ないんじゃ

ないか。たとえば下に別の材料，安い材料，これは耐摩

耗なんか弱くてもいいわけですが。上にウレタンの 2ミ

リ～ 3ミリぐらいのコートをする。さっぎっ 1ミリとい

うお話がありま したけど， 1ミリといったらちょっとぐ

あい悪いと思います。そういうような別の材料を使うエ

法で普及さ していかにゃいかぬのじゃないか という ふう

に私ども思っております。

伊藤 これは使用者側から言えば，将来は具備すべぎ条

件だということになるんですかね。

丸ー だと思いますけどね。だから，先探どの住宅公団

なんかがやっている共同部分の階段，廊下，そういうと

ころは使うことにしていますし，一般のマンションなん

かでも使ってるところが相当あるん じゃないんですか。

ただ先筏どの雨が持ち込まれるとすると，これはちよっ

と別の面で考えなきゃいけないと思うんですが。

田中 表面の仕上げの方法がね。

丸ー ノンスリップ材を張るとか，何かそういうことは

展開するウレタン建材■
やっておかなきゃいけないのじゃないかと思うんです

ね。あんまり転んだという話は聞かないんですけどね。

永田 人間の感覚ではこれは滑りそうだなと思いますと

無意識のうちに用心するようになるんでしょうけど，疲

労します しね。現実に時には滑ることもございますし，

そういう形で滑りどめを要求するんですけど。

私どもでもやっておりますけれども，このごろ公共住

宅の廊下では，特に外部廊下では役とんどが何らかの滑

りどめを施すということが条件にされているようでござ

いますね。特にゴムの粒子のようなもの，特にウレタン

の粒子，こういうものをやりますと，かなり吸音にも役

に立つんじゃないかという気もいたします。だから，

いたずらに厚みがあるとこれは当然コストに響きますか

ら，やはり何らかの工夫によりまして，音響を分散させ

るような方法はないだろうかと，そういう検討をしなけ

ればならぬ時期にきているんじゃないかと思います。

田中 材料もウレタンだけを何も使うことはありませ

ん。たとえばゴムチップなんかを使ってやるということ

もありますし，それからいま表面の加工方法にしても，

いま 3つあるんでしょうかね，その滑りどめの主な工法

は， ドライスプレーとそれから表面を何とかする……。

永田 コーティングのような形でスプレーでやる工法と

か，いろいろやってますけど。

田中 いま私がいったチップをまくような方法とか，こ

んな方法があるんでしょうけれど。

永田 コーティングエ法では，水がかかりますと効果は

かなり薄くなりますね。やはり何らかの粒子で表面積を

広げるといいますか，そういう形状でないとむずかしい

と思います。

田中 表面が粗になれば乾いてる場合の滑り性もある程

度出てきます。

永田 ただここにもう 1つ問題が起こるのは汚れの問題

なんですね。これは当然汚れやすくなりますから，どう

して落 としていくかという問題が起こってきます。特に

ウレタンなどは静電気が発生しやすいですから，汚れが

非常に目立ちますので。

田中 非常に多様化してぎそうですね。

伊藤 とにかく，適用場面がどんどん広がってきて，後

からそれを締めくくっていくのに忙しいという感じがし

ますね。

永田 防水材と違うところというか， 1つ多いところは，

やはり美観をある程度要求されるということですね。

伊藤 それが仕上げ材の一番むずかしいところですね。
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岩井さん，先低ど冒頭にお話あって．ちょっとペンデ たりでございまして，やはり影響はそれぞれにあるだろ

ィングにしといて恐縮なんですけど， JASS使用で防 ぅ。ですから，いまのアスファルトとシー トとウレタン

水材 4.5 Kff／吋使ったら，いくらになるか，実際に原料 を並べて考えた場合に，石油の値上がりがどう影響する

高になってきて 2.5 Kff／面のみで使用され 3.5 Kff／面 かというのはこれは役とんど同じに出てくるということ

とか 4.5 Kff / m2 というのはどうなのかなというお話が だろうと思ってます。

あったんですけど，アスフ ァルト，シート， 塗膜という ただ，ウレタンとしてはいま岩井先生がおっしゃいま

のが先行き横並べで性能基準もできるというようなこと したように特徴を持たせた方向つまり塗りの完全密閉

を考えますと，ウレタンの防水材はこういう展開をしな 性，防水に関しましたら密閉は当然なんですが，その上に

ければいけないというお話でもいただければありがたい もう 1つの機能を持たせることが必要なんでしょう。

んですけど。 あと床材にしましても，いま多様化してるというよう

岩井 むずかしいですね。 に申し上げてますけど，いま学校とか住宅とか使われか

伊藤 アスファルト防水材は人によっちゃ斜陽商品のよ けてますけど，よりさらにファッショナプルな方向へ動

うに言ってるが，そんなもんじゃない。アスファルト防 くという方向も 1つあるでしょうし，それから先ほど申

水材はむしろ未来製品だというようなことを読んだりし しましたようなゴムチップとの組み合わせで非常に厚い

ました。事実アスファルト防水材は，りっばな防水材と 塗り床をつくって弾性をもっと持たせる，安くていい機

してあるわけです。ウレタン防水材もやはりその中にま 能を持たせる，そういうような何か低かの材と組み合わ

じって，今後ともやっていかなければならないわけです。

そういう前提をふまえて何かお話しいただけますか。

屋上をプレイエリアにするのは

ウレタンだけ

せも考えに入れた上で，新しい方向を探さにゃいかぬ。

それがやはりウレタンを諸物価高騰の中で生かしていく

方向ではないだろうか。ことにウレタンというのは非常

にアプリケーションが多岐にわたっていける樹脂でござ

いますし．先ほども安藤さんの方からお話がありました

が．それこそポリエチレンとか塩ピのような熱可塑性の

岩井 前回，一昨年の座談会でちょっと述べたんですけ シートもでぎるわけですし，しかもこれは可塑剤が入っ

ど，先ほどの舗装材との組み合わせといいますか，小学 ておりませんから劣化が非常に少ないんですね。値段の

校中学校程度まででしょうけれども，防水の上に舗装材 面では確かに塩ビなどに比べてずいぶん高いですけど，

を設けて｀そして上を遊技場なり軽いスポーツができ しかしそれはエ法との組み合わせで安くすることも可能

る，そういう方向にもう少し力を入れてもいいんじゃな であろう。いろんな方向があるだろうと思いますので，

いかと思うんですよ。ほかのアスファルトなりシートで そういういう新しい方向を見つめて，より伸ばす。より

はそういう工法がいまのところはないもんですから，ウ 特微づけると，こういうことだろうというように思って

レタンの何か独壇場じゃないかと思うんです。今後の展 ぉるんですがね。

開といってもまだその程度しか考えてないんです。 丸ー 結局複合的な考え方に立つんですけど，今回の J

伊藤 結構です。値段の点というのは当然抜ぎでは考え ASSの面でも，アスファルト防水はああいう積層に何

られないことなんですけど，田中さん．いまいろいろ値 枚も重ねていくような工法ですね。シート防水は 1層と

段の点でむずかしい面がありますが， 80年代に入って， いうことでいままであったわけですが，それを 2層張り

むしろわれわれとしてどう対応すべきかという 1つの考 というのを今度新しく入ってるわけですね，前の JAS

え方が必要だと思うんです。 その辺で何かお話を••••••。 Sにはなかったんですけども。ところが， こういう塗膜

田中 一般に石油化学製品全般にわたって言えることだ 防水というのは塗り重ねていくよりしょうがないわけで

ろうと思いますけど，それだけの価値あるものに使って すから，だんだん塗り重ねていって厚くなるというよう

いかなきゃいかぬ。低かの材料で置きかえられるところ な，塗料でも 1回で塗るよりも何回かに塗り分けた方

は，やはりそちらへ変わっていかざるを得ないんじゃな が，またもちろんその途中には研摩づりっていうのが入

いか。 りますけど，化粧的にきれいですね，エレベーターのド

いま現実に上がってきてます材料を見ますと，それぞ アなんかそうですね。

れ大体パーセンテージで考え ますと．これは似たり寄っ
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発想の転換をはかれ

ああいうふうに重ねていかざるを得ないんですが．そ

の重ね方をこのウレタンの材料に合ったシートものを開

発して，現在のシート防水のようなものだと案外相性が

すぺていいとは言い切れないし，大体悪いんじ ゃないか

と思 うんですけどね。だからそのウレタンも塗膜防水材

に相性のいいシートを開発して，それを下に張ってその

上に塗 り重ね．シート防水と塗膜防水のコンビネーショ

ソを考えるとか，それからもう 1つ，舗装材というお話

も床の場合にありましたけれども，何も塗って舗装材を

する必要はないんで，アスファルト防水と同じように塗

りながら化粧材料を張りつけていく 。接着剤にかなりウ

レタン使われていますから，接着剤的な考え方じゃなく

って．床材的あるいは防水材的発想でその仕上げ材料の

色ものを使って，あるいは表面にエンボッシングして模

様をつけてもいいと思うんですが，そういうものを張り

つけていく。全体的に先ほどから話題になっているよう

な機能を持たせるというような．もうちょっと発想の転

換をはかってもよろしいんじゃないかと思うんですが

ね。

鶴田 私もほとんど同意見なんですけれどね。先役と来

アスファルト防水が斜陽産業かどうかというお話ありま

したけど． この間ある席で聞いたんですが．いまの戦人

さんの平均年齢は48歳だそうです。東京の大手の昔から

アスフ ァルト防水専業でやっておられるところに至って

は，52歳だというんですね。ということは，低かの業種

でしたら職長クラスの中のかなり上の方ですね。役んと

に指導的なところにいる年齢の人が実はそこの会社での

平均年齢だということですから， これはかなり高年齢化

したということですね。

仕様変更が迫られる熱工法

熱工法というものはやっばりぎらわれてきてますし，

これは危険だ，臭いというようなことで，特に補修のよ

うな工事になりますと臭いという方でどうしても採用さ

れない。材料が全般的に同じ割合で高騰していることで

はありますけど，アスファルトの場合は材料が占める範

囲がちょっと多過ぎるんじゃないかと思いますね。人件

費が高くなるか材料費が高くなるかの競争ではあると思

いますけれども，私はやはり現状維持よりもシェアーが

展開するウレタン建材■

下がっていく材料だろうと思います。いい面はあるもの

の結局冷工法化を図るとか，それから 3枚あるものを 2

枚にするとか，材料性能維持しながらも，何かそういっ

た形セ仕様変更を迫られる。

それからシート防水は先ほど話がありましたように，

単一層ということと，接着剤は防水材じゃないですから，

ちょっとしたすき間とか，傷がすぐ漏水に直結するとい

うことで，これも層としてもっと厚いものにしていく 。

具体的には 2枚張ろうとかというような動きになってく

ると思いますし，同時にシート防水メーカーの方でも，

接着剤というものではなくて，アスファルト防水で言え

ば，アスフ ァ）レのような考え方にする研究を進めている

ところがあります。また，塗膜防水の方も何かそういう

芯材的なものを要求するいまの丸ーさんのお話の希望も

あるわけですけれども，何か全部が一緒になってぎそう

な気がするんですね。アスファルトは冷工法になる。そ

の上多少ゴムが入ってくる。ゴムシートの方も冷エアス

ファルト的なものを入れたらどうかという動ぎもある。

ウレタンの方にもシート的なもので積層していったらど

うか。 10年後はもっと輪が小さくなっていくような気が

してしょうがないんです。

伊藤 いまのお話承って安藤さんどうですか。非常にお

もしろいお話だと思うんですけどね。

安藤 いまの複合防水という工法も，やはりウレタン防

水関係でも各社検討していますけれども，先仕ど原点に

戻ると思いますが，ウレタン防水の信頼性をいかに高か

めるかという点で，どうしても併用工法ですね， この辺

のところの突込んだ研究を進めなぎゃいけないなという

気がします。

伊藤 いまのお話承っていると，価格問題については，

どの材料も上がるという点では同じであり，要するにも

う少し知恵をし底って，複合仕様なり複合の材料を考え

よう。これがウレタン建材をもっと広げていく 1つの方

法じゃなかろうかということでしょう。

安藤 はっきりした計算はしてませんが，アスファルト，

シート，ウレタンということで実行単価に占める材料費

は，施工業者さんから聞きますと，ウレタンは60形から

70形ぐらい， 下手すると 70％以上あるようです。だか

ら，非常にもうけの幅は少ないから余りやりたくないと

いう声が多いんですね。確かに70形近くあるかと思いま

す。
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■座談会

特長ある防水仕様の確立を急け

それからアスファルト，シートの場合は60％ ぐらいじ

ゃないかと思うんです。そうすると，材料的あるいは仕

様的に見ますと，ウレタン防水の場合，原油価格で15%

の価格アップとしましても，もともと材料費が高いんだ

から，実行単価への絶対額のはね返りが非常に高くなり

ますね。アスファルト防水，シート防水との競合関係か

らすると，相当その点では突っ込んで部位別性能基準の

設定動向にも焦点を合わせながら，特微ある防水仕様の

確立に早く取り組まないといけないなという気がするん

です。

伊藤 では，時間もそろそろ終わりに近づいてぎたんで，

最後と言ってはなんですが，ゼネコンの方からウレタン

建材協会に，こういうふうにすべぎであるというご提案

なりご忠告をお話しいただきたいと思うんです。岩井さ

んいかがでしょうか。

岩井 防水といいますとやっばり保証問題が常につぎま

とうわけですけど，いま保証問題を 1つ取り上げてもか

なりの時間が必要だと思うんです。現状を踏まえて考え

ますと，建材協会という団体で保証をするようなシステ

ムに持っていって欲しい。いまはメーカー並びに施工店

と連名で保証書をゼネコン側に出してもらっている。そ

ういうスタイルをとっておりますが，その施工店が信用

のおけるかなり規模の大ぎいところであればいいんです

が，末端の方までいぎますと，小さなところでやって，

それが 2~3年後にはつぶれてしまったとか，そういう

ような場合も起こり得るんで，建材協会としてある程度

そういう方向に積立金制度もなかなかむずかしいらし

いんですけど，何かそういう団体で保証するような方向

に持っていっていただきたいと思うんです。

鶴田 私は，施工が何といってもこの工法では一番だと

思うんですね。職人の訓練指導，教育， これに全力を上

げていただきたいと思うんです。そのためには訓練学校

みたいなものをつくるとか，し紅かの防水工法との兼職み

たいなことはやめるべきだと思うんですね，現状では将

来また複合されてくれば話は別ですけど，そんな意味で

教育，訓練，これに尽ぎるんじゃないかという気がしま

す。

丸ー そうですね，fぼく はま た別の面で，先役どの用途

別性能基準をつく るにしても，防水層をどんな形で決め

ているのか，これ自身もはっぎり開ぎ匝って聞かれると，

実際満足に答えられない状態ですね，北海道から沖縄ま

で日本という国あるわけです。最近外国の仕事もしてま

すしね。一体どういう条件で選んでいるのかという問題

あるわけですね。そういう基本的な問題をはっきりさし

ていかなきゃいけないだろう。 BCSでもその辺のとこ

ろをとらえようというんで，各社集まってその話をしか

けているんですが，まだ進んでないわけです。それでこ

れもおいおいやっていかなきゃいかぬということで，先

筏どの性能標準の問題にも絡んでくると思うんですが，

そういう話が 1つの前提になって何かやろうとすると，

やはり現実にいまっやている施工がどの程度満足してい

るのか，先低どの岩井さんの話とも絡むわけですが，至

るところで私そういうこと言っているんですけど，共通

の話題にするような資料を協会が中心になって集めるよ

うな仕組みはできないだろうか。各社みんな持っている

と思うんですね。ところが，大体失敗したやつが多いだろ

うと思うんですが，なかなか出せないと思うんですね。

どこどこでこうやってこうなったということは必要ない

と思うんですね。欲しいのは中身が欲しいわけですね。

中身を出せるような技術委員会を中心とする活動，場合

によっては調査してもいいんじゃないかと思うんです

が，そういう活躍をして，たとえば何年度版という，版

でやっていって．それをベースに先低どの性能標準みた

いなものを定めていくというふうにしていかないと，た

だ頭で考えてやるんでは．防水関係は特に問題があるん

ではないか。床も同じだろうと思うんですね。

そういうことで，もう少しじっくりやっても遅くはな

いんじゃないかと思っております。

伊藤 大変耳の痛い話なんですが，永田さん，何かご意

見あるんでしょう，いま丸ーさんのお話に関連して。

永田 これは塗り床業界というのは，ご存じのようにま

とまりの悪いところでございまして，材料が複雑ですか

ら。今度建設省の方で施工指針をおつくりのようなんで

すけども．それについても業界として何にもまとまった

資料はないではないか，というご指摘をうけておりま

す。ただし業界と言っていいかわからないような状態で

ございまして．みんな個々にまちまちでやっております

から，そういう指摘を受けてある程度 2~3引っ張られ

まして， この範囲で出せるところだけ出して，あとはそ

ういうまとまった一つの業界の団体のようなものをつく

っていかないとだめだというようなところまで来ている

わけでございます。

ですから，そういうところで実地から見たたたき台を
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つくりまして．それをいろいろ御審議願いま して．やが す。ですから．やはりアスファル トとシートと塗膜と，

て全体的規模で仕様書のようなものをつくっていくとい これは 3つ肩並べて今後もやっていかなきゃならないと

う形がわれわれと しては望んでいるわけでございます。 いうことでしょう。その中でウレタン塗膜防水剤は何を

伊藤 そうですね。全くそのとおりだと思うんです。協 踏み切り台として80年代に向かっていくかということ

会と してもやらなきゃならないことがたくさんあると思 をわれわれ自身きょうの非常に貴重な御意見をベース

ぅんですが． 10年何をやっていたかという 気もするんで にして，いわゆる聞きっ放しということでなく今後進め

すが．冒頭申し上げましたように JIS•JASS が ていきたいと考えております。

できて．実際の施工に関しては防水技能士という 資格制 どうも長時間ありがとうございました。時間がまいり

度がでぎ実質的に動いておりますので，この 3本柱がで ましたので終わらせていただきたいと思います。

きていれば，もう体制としては不足がないはずなんで

•~’`^....~^..“`^. ̀• • ̀^．．．．、̂．..．、̂．．．．̀‘’鴫．．．、^ ＊．．．、^．．．．、,.,...、^．．．．、.,.....-...囀へ•..•へ•...ヘノ・...ヘノ・...ヘノ・· •• ̂ J  • • •• ~ • ・ • • ~ ・ • ・ • ~••• • ~ • ・・ • 

壁面弾性防水化粧材

ィ"‘“'--IJL-UG
《特長》

膜 厚： 厚目 の塗膜て、` も一度塗 りて 形`成て‘きま す。

伸 び：伸長率1,000%。下地の膨張、収縮、クラック

にむりなく順応します。
温度：マイナスの寒冷地から高温の直射日光まて‘‘、

（エポロプルーフ吹付タイル） 大きな温度差に対して安定て‘‘す。

JIS A6910ウレタン樹脂複層模様吹付材RS
素地：コンクリート、鉄、アルミ、木材、合成樹脂な

ど、その対象を選びません。
耐候：耐オゾン性があり、チョーキングや変色など、

物性の劣化はありません。

仕上材： 素面仕上材は、弾性体用に開発したハイアート
:j:I: 4000て‘‘、汚染に強く、伸びにも追従します。

Eヨイサム塗料株式会紅旦レニこ胄
販売部：本社・大阪・東京・滋賀・名古屋・九州 出張所：仙台・中国・四国
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東北地区のウレタン防水のバイオニア

9]主防水］
各種ミリオネート製品取扱

《責任施工工事》

〇ウレタン塗膜防水工事

〇ウレタン弾性塗り床工事
〇ウレタンシーリング工事
G)レク｀ポール工事
G)ウレタン弾性舗装材工事

ウレタン防水協会会員 差そイ主〖方9k木朱王t合ミネ土
本 社 〒982-01 仙台市上飯田字遠西 86 合 0222(86)3737

営業所 〒963 郡山市富田町大徳南39-4 合 0249(51)1015
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 防I水IIエl事
トーヨーソフランシール防水指定工事店

営業品目ウレタン塗膜防水工事

ゴムシート防水工事

各種コーキング工事

工ポキシ・ウレタン注入工事

東京都知事許可（般～51)第3782号）

限
社

有
会 信栄ソフラン工事

東京都北区田端町2・-5-12悪 114

電話 03(828)4 4 93  
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-＝＝建築と色 (4)

東洋インキ製造闘

見敏男

8. 色 名

これまでの号で，色を科学的に捕え，表現する方法に

ついて説明 してぎました。分光反射率曲線や，色度図，

マソセル記号などさまざまな形で，色はカープや数字，

記号に置ぎかえられて伝達されるこ とをお話しました。

今回は，言葉として色を表現するとぎの「色名」につ

して解説するこ とにしましょう 。

;…---―●●●ー｝の名称の発生にはさまざまなケースがあります。

！色：
し---一●●●ー・・・！動物の色から名づけられたもの（ねずみ色，はと

は色， ス，／·•いす色など）鉱物の色からのもの（黄土色，

鉄色，群 じょう色など），天然・自然現象からの色（水

色，空色など）の役か何とい っても豊富なのは植物から

の色（草色，桃色，オレンジ色，山吹色など）です。群

咲（むらさぎ）草からの紫のような例もありますし，伝

統色名といって古来の歴史の中で使われてきたものも数

多く （黄桃染，赤白橡など）あります。その一方では，

大正時代に新橋の芸者たちが愛好したということで名づ

けられた新橋色のように名称を聞いただけではどんな

色なのか全く見当もつかない色名もあります。 （これは

ぎれいな水色です）

このように数限りない色名が勝手にパラパラに使用さ

れたのでは大変なこ とになりますから， 日本工業規格で

は JI S • Z 8102で「色名」として工業の分野で使われ

る色の呼びかたを規定しています。

' -9. J ISの「一般色名」 l 

J I S • Z 8102では，まず「一般色名」として15色の

基本色名 とその修飾語が規定されています。

有彩色の基本色名は次の通りです。

赤，黄赤（ダイダイ色），黄， 黄緑，緑， 青緑，青，

青紫，紫，赤紫

i----こ--］れは前回のマンセル記号でお話しした色相記号の
：し：[ ____ =-___ _: R, Y R, Y, G Y, G, B G, B, P B, P, 

RPの色に相当しています。各色相の相互関係は図のよ

うになります。

図1． 色相の相互関係

このほかに明度のちがいだけをもった無彩色の基本色

名が次のように定められます。

白，明るい灰色，灰色，暗い灰色， 黒

マンセル記号では明度を10から 0までの11段階に分け

てありましたが， 基本色名ではこのように 5段階に分類

されます。

!----------］ンセ）レ記号では一つの色相記号の頭に 1から10ま
iマ：
：… —一 ------iでの数字をつけて， 1 R, 5 Rのようにある範囲

を受けもたせていましたが，言葉としての色名ではこれ

に代って次のように修飾語を頭につけます。

赤みの（紫，赤紫，黄赤，黄，無彩色名）

黄みの（赤・黄赤，黄緑，緑，無彩色名）

緑みの（黄，黄緑，青緑，青，無彩色名）

青みの（緑，青緑，青紫，紫，無彩色名）

紫みの（青，青紫，赤紫，赤，無彩色名）

たとえば， 「赤みの黄」 「黄みの黄赤」 「緑みの青」
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「青みの明るい灰色」 「紫みの黒」といったぐあいにな

ります。

次に，有彩色の明度と彩度の相互関係を図 2のような

位置づけで修飾語を使用します。

マンセルの各色相ごとの色票を大ぎく分類したような

ものです。

図2.有彩色の明度および彩度の相互関係

(0印は有彩色の基本色名）

ごくうすい〇

’‘― 
/ - - • 

ゾ'/'し

彩度

さえた〇

ば準基本色名とも言えるもので，一般色名の基本色名お

よび色相に関する修飾語に準じて使用してもよいことに

なっています。

その他の慣用色名は次の通りです。

赤 系：オールドローズ色，ボルド一色，サンゴ色，桃

色，紅梅色，カーミン色，紅色，ベーピービンク，

アカネ色，エンジ色，朱色，スカーレット，紅赤，

マルーン，アズキ色，サーモンピンク，ベンガラ

色，エピ茶， トビ色，金赤，赤サピ色，サビ色，

チョコレート色，バーントシェンナ色

黄赤系：ココア色，クリ色， 黒茶，タイシャ色， ビーチ，

膚色，バーントアンバー色，焦茶，アンズ色， ミ

カン色，オレンジ色，茶ネズミ，タン，コ）レク色，

バフ，コハク色（アンバー），卵色，山吹色，黄

土色，セピア

黄系： ベージ，カ ーキ色，ゾウゲ色（アイボリ一色） ，

レグホーン色，ネープ）レスイエロー， クロームイ

エロ一色，カラシ色， ウグイス茶，クリーム色，

中黄，カナリヤ色，オリープドラブ， レモン色

黄緑系 ：ヒワ色， ウグイス色，コケ色，オリープグリー

この修飾語を頭につけて， 「ごくうすい赤」「暗い灰 ン，草色，モエギ，若草色，松葉色

緑」のように使用するわけです。 緑 系： 青磁色， トキワ色（マラカイトグリーン），エ

色相に関する修飾語と明度及び彩度に関する修飾語の メラルドグリーン，ボット）レグリーン，ビリジア

両方を同時に使用する時は，色相の修飾語をはじめにつ ‘ノ

けるようにします。たとえば「赤みの暗い紫」 「青みの 青緑系： 鉄色，青竹色，ピー コックグリーン，サビアサ

明るい灰紫」というふうになります。 ギ

また，用語の口調を整えたい場合は， 「うす赤」 「に 青 系：ナイ）レプ）レー，新橋色，アサギ，ナンド色，シ

ぶ青」のように修飾語を短縮してもよいことになってお アン，水色，アイネズミ，空色（スカイプ）レー），

ります。 ベーピーブ）レー

10. J I Sの「慣用色名」―---1

青紫系・サ． ックスフ）レー，アイ色， セルリアンブルー，

紺ジョウ色，係廿（ネーピープ）レー），ミッドナイト

色，コバルトブルー，群ジョウ色，鉄紺，フジナ

ンド，紺アイ

J I S • Z 8102では「一般色名」のほかに， 「慣用色

名」が定められています。色の種類は極めて数多くのも

のがありますから，あまり長々と修飾語をつけたのでは

使用上不便な場合もありますから，一般色名によりにく

い場合は慣用色名を用いてもよいことになっているので

す。慣用色名は 130~どがあげられていますが，その中

で別格のものは，

紫 系．・フジ色．バンジ一色，ハトバ色，スミレ色，モ

ープ，ラベンダー色，オーキッド，古代紫，ナス

紺，紫紺

赤紫系： ボタン色， トキ色，パーガンディー，マゼンタ

色，楼色， ローズピンク

その他の色：銀ネズ（シルハーグレイ），パー）レグレイ

利休ネズミ，スカイグレイ，スレートグレイ，チ

ャーコー）レグレイ，スチールグレイ，ネズミ色．

金色，銀色ピンク，茶色，オリープ色の 3色です。これらはいわ
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‘‘、

『□;--］れらの中には，建築分野でよく使われている名前

し竺--］もあれば，はじめて聞くような名前もあると思い j 1 1． 色

ますが．そのいずれもが， J I Sでは慣用色名に入って

いる のです。
,・・・・・・・・・--; 

l色！
＇ iはさまざまな機能をもっており ，それぞれがちが

慣用色名も．ずばり一発の色ではなくて，ある範囲の !...-...-...iったはたらきをします。従って，色を使う場合に

ひろが りをもった色です。たとえば．日本色彩研究所発 は，どの機能を利用しようとするのかを十分に心得て行

行の「カラー L/ンジマニュアル 100」から，いくつか慣 ゎねばなりません。ある目的のため使った色が，別の機

用色名の JI S該当範囲（前号でご説明したマンセル記 能の面でマイナスのはたらきをしてしまっているケース

号によ る色の三属性の表示方法によります）をあげてみ がしばしば見うけられます。

ると，次のようになります。 それでは，色の機能にはどんなものがあるのでしょう

（色名） （色相） （明度） （彩度） か。

朱 色 9.0 R-2. OY R 5. 5-5. 0/13. 0→ (1) 目をひく

，
 

・コ
1

黄

ィ

'

k

e

l

1

b●
 

) -

工

ォレンジ色 2. SY R-5. SY R 6. 5-6. 0/13. 0→ 

カラシ 色 4.OY-6. SY 6.5-5.5/4.0-7.0 

草 色 lOY-6.SGY 5.5-4.5/7.5→ 

ビリジアン 2.0G-1.SBG 4.5-3.5/7.0→ 

ピー コック 2. OB G-2. OB 5.5-4.0/7.0-9.0 
グリーン

水 色 2.SB-7. OB 7.5-6.5/4.0→ 

群 青 色 5.OP B-7. SP B 4. 0-3. 0/9. 0→ 

ナ ス 紺 4.SP-9. P 2.5-1.5/4.0-7.0 

マゼンタ 9.SP-8. SR P 4.5-3.5/9.0→ 

ジア

アサ

シ

ー），

イト

ジナ

利久ねずみ 2. OG-2. OB 6. 5-4. 0/0. 5 

このようにそれぞれの色はある範囲をもっています

ので， J I Sでは慣用色名の場合にも， 「必要ある場合

は修飾語を用いても差支えない」と定めています。

これらの一般色名および慣用色名以外の色名は「やむ

を得ない場合の低かは用いないことが望ましい」と JI 

Sは規定していますが，色の数は無限であり，特に最近

はカラー戦略などといって各種マーケティング活動の分

野で色が販売戦略の有力な武器として使われるようにな

っていますので，かなり自由な色名の使用が行われるよ

うになっています。

，モ

ナス

ワインレッド，アーモンド，アボガド

その他数多くの色名が現代的な感覚をた＼えてカラリ

ングに利用されているのです。

ンタ

イ，

，チ

色，

の

色はその鮮明性のため視線をひきつけます。本のベー

ジに引いた赤い傍線は，ーと目でその部分へ目を誘導し

ます。

逆に言うと，この目的で色を使う場合は，目をひきっ

けたい所だけへし低＇って色を使うことが大切です。全体

に色がついていたり，たくさんの色がごちゃごちゃ使わ

れていたりすると，必要な箇所へ眼が向くということは

なくなります。むしろ，小さい面積のーカ所に色が使わ

れたとき， ピタリときまることになります。

(2) 区別させる

色は互いに区別させる働ぎをします。国電の路線図は

ー と目で山手線， 中央線，京浜東北線，総武線などの路

線を見分けさせます。競馬の入着は騎手の帽子の色で一

瞬に識別できますし，薬の錠剤やカプセルも異種のもの

がまぎれこめばーと目で色によって気づくことができま

す。エベレストの登山隊の荷物も色わけしておけば，文

字の読めないシエルパたちでも，容易に積み分けを行え

て間違いはありません。

(3) 本ものらしさを感じさせる

広告の場合など，単色の場合に比べて色がつくとずっ

と現実感をおびたものとなり，説得力が出てぎます。

(4) 連想させる

色は心理的にさまざまな連想感とむすびつきます。色

が品物や自然現象などを連想させる場合と，抽象的な感

覚やムードとむすびつく場合とがあります。年令や経

歴，人生体験などによって，いくぷんの個人差もありま

すが，共通して浮びあがる連想もかなり存在していま

す。ある大学の芸術学科の学生を対象に筆者が採った例

を表 1にまとめてみました。若いセンスがあふれた面も

ありますし，年令に限定されぬオーソドックスな連想も
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表 1 色の連想性

色 モ ノ ム ド

赤 太陽、夕焼ポス ト、 血イ 、 りん 情こ熱ろ、、 革危険命、 幼稚、 まご
ご 、 、スペン

橙 炎、燈 台 の 光 、 み か ん ヵ活く発ま、ま 華美、 不安定、 わ

黄 わレモり 、ンノ、ヽ いンちカチょ う、 ひま まらつぶ、し反さ撥、 危機感、 はつ

緑 ソー ダ水、蛙、芝生、少年 安全、生命、未熟

青 空、海、ピカソの初期の絵 寂クー、 ルさぴ、透し明さ、、 知貧的困 、静

紫 水卜晶、風 呂 敷 、 雨 、 大 人 高いや貰、ら上し品さ 、病的、 神秘
レ ス

茶 士ー 、ヒー服、 カパン、 髪 、 コ 地と味ろ、くおさちさ つき、 平 凡、

白 病陛プ、 下羞ク、ド雪 、 紙、 ウ 清純、空白、冷たさ
エイン レス

黒 猫、文字、葬儀、悪礎 重厚、不吉、悪事

入りまじっています。中高年層を対象にしてとってみる

とまたかなり特異な例などが出てきて興味しん しんたる

ものがあります。

ここで注目していただきたいのは， ムードの欄です。

すべての色にプラスのムー ドとマイナスのムー ドが存在

していることです。ものに表と裏があるように，情熱と

危険，活発と不安定，静けさ とさびしさは背中あわせの

両面なのです。従って色は，そんなことをあまり気にせ

ずに，自由に選んで使った方が良いということにもなり

ます。

ただ し，これら多くのムードや感覚の中から，次のよ

うな事項は多くの人に共通したものとして留意してお く

必要があります。

① 温冷感

色には温かさを感じさせるものと，冷たさを感じさ

せるものとがあります。赤，橙， 黄などは前者の代表

ですし，青は後者の代表です（図 3)。これらの中間

に位置する紫や黄緑，緑などはどちらにも属しません

図3. 色の温冷感

R 

R 

p
 

Y
 

PB 

BG 

が，温かい色と一 しょに使うとそちらにひっばられま

すし，冷たい色と一 しょに使うと冷たい感じをもつよ

うになります。

建築でも室内の彩りに，温冷感は重要な役割りをし

ます。た とえば壁の色などはずっ と彩度の低いうすい

色を使用しますが，その場合でも，クリームやベー ジ

ュ色はあたたかみを， うすいプ）レーはクールな感じを

あたえます。白や黒の無彩色の場合はどうでしょう

か。昔は夏服は白で，冬服は黒ときまっていました

が，現在は夏でも黒服が着用されます。分光反射率曲

線の項でご説明したように白はそれにあたる光をほ

とんどすべて反射してしまいますし，逆に黒は殆んど

の光を吸収します。従って中に包まれたもののあたた

まりかたには差が生ずるでしょうが，これは色自体の

温冷感とは全く別のことです。白や黒も紫や緑などど

っちつかずの色と 同じ存在で， ー しょに使用する色の

組合せでそちらに同化します。赤と使えばあた＼か

く，青と共用すれば涼しい色に感じられるようになり

ます。室内で使用する器具類の色も同じことです。扇

風機は寒色系の方が風まで涼しく感じますし，電気コ

タツやスト ーブは暖色系の方がよりあたたかさを感じ

させてくれます。 じゅうたんや家具などのイ ンテリア

の色についいても同じことが言えます。

② 味覚

建築には直接関係がありませんが，色は味覚と密接

な関係をもっています。まっ赤にゆで上った力ニ，黄

色い 1/モ‘ノやカ 1/ー，緑のグリ ーンサラダ，それぞれ

に食慾を換起します。 トマト，イチゴ，マグロの刺身

など食品には赤系のものが多いのですが，黄色や緑も

それなりに味覚を形成します。青や紫系の色は食品の

中に少いのでそれだけ味覚と縁遠くなりますが，たと

えばぎれいな紫紺色に漬かった茄子のお新香などは，

緑のぎゅうりと並べてこの上ない味の引立役になりま

す。赤は食慾をおこすという学者の説を早のみこみし

て，とんでもない説を押し売りしているカ ラーコンサ

）レタントの先生をテ 1/ビで拝見したことがあります。

居並んでいる奥様がたをつかまえて，食卓のテープ）レ

クロスの色は何色にしているかとのご質問です。一人

の奥さんがうすい緑のものをつかっていると答えたと

ころ先生の嘲笑を買いました。緑色は食慾を減退させ

る色であり，テープルには食慾増進色である真っ赤な

クロスをかけねばならぬとのご宣託です。 うつむいて
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しまった奥さんが気の毒でたまりませんでした。さら

にこの先生，食事の際には家族ー同まっ赤な服装に着

かえた方がよいとご指導になっているのをみて， こん

な先生を使うテレビ局のいいかげんさに腹がち立ま し

た。全国でみている奥さま方がこんなマヤカシ先生の

説を信じて，まっ赤なダイニング）レームで，まっ赤な

服で食事をするようになったら，日本もお しまいで

す。まっ赤な色の中央では， 刺身の赤も，イチゴの赤

も，逆に黒ずんで しまってそれこそ鮮度の落ちた色に

なって しまいます，食べるのはテープ）レクロスではな

いのです，むしろうすい緑のクロスの上の方がずっと

これらの赤は新鮮な色になって食慾をひきたてるで し

ょう。この赤色食慾説はどうもかなり悪質にはびこっ

ていて，高級レストランなどで壁もじゅうたんもテー

プルも全部真っ赤な例にぷつかることがあります。こ

うなると「建築 と色」の緊急テーマとして設計者にご

注意を申し上げなければいけないかもしれません。

⑤ 重量感

色は重さを感じさせます。色彩心理学の実験で，同

じ目かたの箱を何個も用意し，これにうすい緑と．濃 色の機能をさまざまな角度からみてきましたが，この

い茶色で色づけを しておいて，何人かに連搬の仕事を ほかにも色は流行性．嗜好性，美しさなどの諸機能をも

やらせると．うす緑色の箱から先になくなっ て行ぎま っています。これらについては次の号でつづけてご説明

す。その方が軽そうに見えるからなのです。こ の場 することにします。

どは大きく，明度の低い色や黒などは小さく見えま

す。

i ..,.. ］れらさまざまな感覚が，色の連想性と結びついて

し竺＿＿＿］います。ムードを主にして表のように整理して見

直してみましょう。

表 4 色の三属性とムード

“の

か

［り

扇

孔コ

名じ

）ア

建築と色●

三属性 分 類 ム ド

暖 (RP-Y) 喜び，陽気，活動的

色 相 中性(GY, G, P) 平静，平凡

寒 (BG-PB) 悲しみ，知的，休止的

高 軽快

明 度 中 落つき

低 重厚

高 派手，撥刺，新鮮

彩 度 中 くつろぎ，落つき

低 地味，渋味

祖接

黄

ぞれ

刺身

禄も

品の

たと

ぱ，

りま

みし

ンサ

す。

プ）レ

一人

たと

させ

赤な

•いて

合，重量感を左右 しているのは，緑とか茶の色相のち

がいよりはむしろその明度の差の方になります。明度

の高い色は軽く，明度の低い暗い色はどんな色相のも

のでも重く感じられます。軽く見せたいのか重く見せ

たいのかによって，色はがらりと変えねばならないこ

とになります。無彩色の系列でも全く同じことです。

高明度の白は軽く，灰色は中間，低明度の黒は最も重

く感じられます。重々しさを感じさせたい部所には黒

を使えばよいことになります。

④ 進出，後退感

同じパターンのデザインにいろいろな色をつけてみ

ると，前方へ進出 して近く感じさせる色と ，後方へ退

いて遠くなる感じの色とがあります。橙と青とでは橙

が進出色，青が後退色となります。赤，黄なども進出

色，緑は後退色です。壁の色で同じ店舗が広く見えた

り，狭く見えたり します。

⑤ 膨脹，収縮感

同じ大きさのものが色によって大ぎく見えたり，ち

ゞまって小さ く見えたり します。明度の高い白，黄な
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一・

の損傷と対策

jk田 主助

1． 損傷の種類と傾向
塗料系のクレームの可能性は大なり小なりかかえて

る。これらは細心の施工管理によってのみ防止でぎる

塗床は年々材質性能が向上し，同時に施工方法も改善 のであるが，下地モルタルの乾燥状態や，春先き，梅

されつつあるが，未だ施工管理に対する取組み方や，保 期の結露など，単なる仕様書通りの施工では解決でき

全対策など解決しなければならないことがらも多い。今 いものがあり，そこに数多 くの経験を集積した管理技

回は施工時とその後の塗床の損傷のあらましと対策例を が要求されるのである。

述べさせていただく。 塗床は材質によってクレームや損傷が異なるのと並

高分子塗床は，現在ではウレタンを中心と してますま して，施工直後，あるいはかなりの期間を経た後の損

す多く の用途に用いられつつあるが，均ーな生産品質管 のように，時期によって異なった種類が見られる。こ

理を行ないやすい成形床材に対して， 塗床は形状順応性 らを表ーにまとめ，それらの原因を考えてみたい。

に富む反面，施工時の環境や施工技能に影響され易い性 施工中，あるいは直後に発生する例を8種ほど示すが

質をもっ ている。また主原料の種類によって損傷の状態 実際はもっ と範囲が広い。 この時点ではまだ使用者が

が異なるので， 単純に原因や対策を決めつけるわけには 係する段階ではなく，損害を受け，対策を立てなけれ

いかない。 それに損傷といっても，物理・化学的な破壊 ならぬのは塗床製造者と施工者である。まず色むらは

や侵蝕だけではなく， 美観や使い勝手の低下なども含ま 塗床材自身に起因するとすれば，顔料の分散が不完全

れる。塗床はその名の通り塗装施工を現場で行なうので， 場合に起りやすい。初期の塗床には大部分が比重の似

表ー 1 ①は材料に ②は現場状況に起因するも 1

時 期． 損傷例 原因と考えられるもの

色む ら ①塗材中の顔料の分散不足 ②施工時の攪拌不足

こてむら ①塗材粘性のチクソ化 ②可使時間の調節失敗

ピンホール ①塗材の脱泡不足 ②プライマー処理の不備

施工直後
クレーター ①消泡剤等の利きすぎ ②不溶性異物の混入

白 化 低温期の施工に見られる現象で、架橋剤の一部が未反応のまま表面に薄く残り水を吸着する。 エボキシ系に多い。

ふくれ ①原料と水分が反応して炭酸ガスを発生 ②下地との接着がわる＜浮き上る

発 泡 ①ふくれの状態が粒状に分散して発生したもの ②下地に水分があってモルタル気孔から塗膜に影響

つやむら ①発泡の微少なものが集合して塗面に部分的に発生する ②高気温で可使時間が短い場合に発生しやすい

ふ くれ ①過度の伸ぴと引張強度不足による塗膜の変形 ②歩行時のヒールの回転などで塗膜がねじれて浮上る

はがれ ①塗膜の収縮 ②ふくれのねじり現象が進行したもの。下地の強度不足

変 色 ①樹脂成分、架橋剤などの酸化、紫外線変化 ②塗膜が耐久力をもたない侵蝕物と置〈こと

白 化 塩素化合物やアルカリによる漂白作用

一定年月 水 泡 ②塗膜と下地の間に水分が1疑集し粒状に群生する

経 過 後 摩 耗 ①細かな発泡などで塗膜の密度が小さくなったもの ②その塗料の性能以上に特に過度な使用。砂の影響など

へ こみ G況更化が不完全で弾性が乏しく所定以上の残留凹みが発生 ②急激な衝撃がかかり、 塗床組織や下地を破壊

き れつ ①塗膜の収縮による破断 ②下地のきれつの伝導

すべり 乾燥時はすべらないが水にぬれるとすべるように状況によって起因する。

よごれ ①材料成分の一部（可塑剤など）が表面に影響する ②静電気が帯電しやすく除染しにくい場合

| 
i」

雨

な

能

汀

傷

れ
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よった無機顔料が使用されたが，現在ではより多彩さと
水分を吸着しやすく，塗膜自体の吸水性を大きくして，

鮮明さを求め，ム成有機顔料が大半を占めるようになっ
耐薬品性を低下させる。施工側の原因はこの場合には少

ロ

ている。これらは粒度も極めて微細で発色力が大きいた
ない。強いて挙げれば未だ硬化しきらない塗面に水をこ

ぼすなど，管理上の不手ぎわとなるようなものである。
め，そのペースト化と均一分散化は各メーカーのノウハ

ふくれはウ Vタン塗床の初期にしばしば発生したもの
ウともなっている。

で，イソシアネートと水が反応して炭酸ガスを発生し，
塗床の大部分をしめると思われるウレタ‘ノやエポキジ

樹脂の流しのべ塗材は，塗布されてから凝固するまでの
集中的にふくれる。下地となるコソクリートやモルタ）レ

間，下地のわずかな波に対応して流動する。この時，顔
は当然水分を含んでおり，硬化方式の改善や下地処理の

改良などが実を結んで，最近はこの種のトラブルは低と
料分散性に欠けた塗材は，内容成分の比重の違いなどが

んど影をひそめた。しかし下地の湿気が原因となるもの
影響して「色分れ」を起す ことがある。

は相変らず多く，また水比の多いモルタルはレイタンス
塗布直前に硬化剤などを配合して攪拌するが，この攪

拌作業に不備があると色むらを起しやすい。また，それ
が析出しやすいので，これも部分的に接着不良となり，

に伴なって硬化むらを発生することもある。これは施工
ふくれの要因となる。

ミスが原因 となるものである。こてむらは塗材のセルフ
発泡はふくれが小さな粒状に群生，または分散したも

Vベリソグが得られないまま，塗りあとを残して硬化し
のや，細かな気泡状になっているものなどがある。塗材

たものである。材質側での原因は樹脂の性質や添加する
の中にまぎれこんだ水分が，攪拌の際のイ‘ノベラーで分

体質顔料類によって，塗床塗材が塑性流体（チクソトロ
散して微粒状に反応するものや，まだ固まらない塗面に

結露して発生する場合などがある。
ピー）に近くなり，セルフレベリングに必要なニュート

つやむらは発泡の極微な形の集合が，乱反射して塗膜
ン粘性が失なわれることによる。

のグロス（光沢）を部分的に失なう場合や，エポキシ系
施工側による原因は，夏季などポットライフ（可使時

間）が短かくなり，反応がすすんで粘度が上昇しはじめ
塗床に見られるアミン・プラッシなどがある。いずれも

た塗材を何とか塗りのばそうとする場合などが多い。
気温に関係があり，酷暑又は厳寒季など，いわゆる常温

ピンホールは材質側では塗材製造時の脱泡操作が不備
から離れた気温で起りやすい。

であったり，現場で調合攪拌の際に空気を巻き込んだり
以上は施工直後，あるいはそれに近い時期に発生する

可能性のあるものであるが，実際に床面を使いはじめて，
する。また有機溶剤を含んでいると，蒸発気孔が埋まら

ないうちに塗材が流動性を失なって，そのままピンホ
ー ある程度の期間が経過してからの損傷は次のようなもの

）レ化することもある。塗床塗装は一般塗装よりも一回当
がある。

ふくれは塗膜が伸びすぎたり，引張り強度が不足した
りの塗布量が多いので，この傾向はしばしば見受けられ

起しやすく，

る。施工側の原因ではポーフ
ースな下地のプライマー処理 りすると，使用しているうちに塗層の変形を

また必要以上に塗材を攪拌す 剪断力が加わっ
て下地から剥離する。塗床面が歩行で摩

やパテ込みの不足が多い。

るのもピソホー）レのもとになる。
耗して薄くなったり，下地の状態などが原因となって施

クVーターは「はじき」ともいわれ，油がまじったよ
工時に特に薄くなった合成ゴム系塗床などはこの例であ

うに 3~10吼び¢程度に塗膜がへこみ，時には下地まで見 る。
ウV夕‘ノなどの弾t生体塗床は，すべり抵抗性が大き

える。塗料クレームの一種である。表面張力が不均ーな
く歩行安定性がよいが，靴のヒールが回転ねじれを伝え

状態であるが，樹脂や硬化剤が主因となる場合や，シリ
やすい出入り口や階段などで剪断剥離を起すことがあ

コン系消泡剤などが原因となる場合もある。エポキシ系
る。はがれはふくれと反対に引張り強度が大きいため

塗床に比較的発生しやすいが，原因の極め手を把握する
に下地モルタルの表面強さとの接着力のバラ‘ノスがく

ことは困難で，今のところは品質管理のチェックを厳に
ずれ，モ）レタル面を破壊して剥離する例がある。エポキ

する以外には方法はなさそうである。施工上では下地と
シ塗床のように引張り強さが大で， 伸びが小さい材料は

この傾向が多い。塗膜は大半のものが硬化時に多少収縮
のなじみが悪く，部分的にはじかれたような状態になっ

するため，硬化後は塗面が常に緊張した状態になってい
てあらわれる。 る。塗膜に伸びの余裕があれば平衡が保たれるのである

白化は冬季のエポキシ塗床に見られ，低温のために硬

化反応がすすまず 塗面に微量の遊離アミン類が析出し
が，弾力性が乏しいと，一旦何らかの原因で切れ目が生

て，清掃の水や結露と反応し，微細な塩状となって塗面 じると，
反りかえるように剥離する。下地モルタルがひ

を白っぽくする。アミン類は親水基をもっているので，
びわれて，塗床まで破断した場合など，端部に収縮力が
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集ま って凝集し，徐々にはがれてゆく。反対に伸びが大

ぎすぎて引張り強度が小さな場合は，ふくれの項で述べ

たよう に「ねじり」に対する応力が小さく，表面はゴム

状で吸着性のため，すべり抵抗のエネ）レギーが大ぎくか

かりやすい。このため塗膜は徐々に疲労して弾性復元カ

を失い，ふくれの状態から剥離へと移ってゆく 。

塗膜の物性は標準通りであっても，下地モルタ）レの強

度が小さいと，接着部の界面が破壊されて剥離する。特

に工ポキシ系塗床のように，塗膜の引張り強度が大ぎい

と， 一旦剥離が始まれば，連鎖的に接着界面のモルタ）レ

を破壊してはがれがひろがる。

変色は材質自体が原因となる場合は，エポキシ塗床や

ゥVタン塗床のように，反応硬化タイプのものに多く，

酢ビ系やアクリ）レ系など，直鎖状構造の塗床には少な

い。これはアミン類など，硬化反応系の物質が，紫外線

や種々の現場の環境に作用されるのが主な原因である

が，もちろん，イソシアネートなど単独でも黄茶色に変

色することがある。

外部の作用による変色は有機酸などによる侵蝕がある

が，エポキシ，ウレタンのように反応硬化タイプの塗床

は耐薬品性が大ぎいのが普通であって，使用用途に対す

る塗床の選定をあやまらなければ，この種の変色は少な

ぃ。白化は変色の一種であるが，力）レキなど塩素化合

物，またはアルカリ類が漂白作用をすることがある。

水泡は下地モルタ）レの水分が塗膜との接着面に凝集し

て，豆粒状のふくれを群生させる。建物の立地条件によ

って発生することが多 く，しかも事前に判別する ことが

むづかしい。

コンクリートやモルタルの乾燥がきわめておそくなる

季節や場所，例えば春先きの海岸周辺などで起りやすい

ので，施工に際しては下地の乾燥に充分な注意をしなけ

ればならない。一旦 床施工をすればモルタルが気密状

態になって乾燥は筏とんど期待できないようになり，補

修は困難である。

摩耗は通常の経時摩耗ではなく，所定の耐久力よりも

早く摩耗した場合のことを述べる。塗膜中に細かな気泡

があって，塗膜の密度が小さくなると，もちろん耐摩耗

性は低下し，ぎずもつぎやすくなる。この場合，引張り

強さ， 伸びなど，他の物性も同じく低下している。レジ

ンモルタ）レ床ではコテ押えの圧力が不足して同じように

耐摩耗性が悪くなる。緻密に押えの利いたレジンモルタ

ルは，その厚みが 3事であっても，緻密さを欠いた 5別7/l

のものをはるかに上まわる耐久性を示す。

要するに，塗膜密度の適不適が，塗床の耐摩耗性に大

きく影響することが多いよう である。使用上 で の原因

は，まず土砂によっ てこすられることで． わずかな砂で

も摩耗力は大ぎい。次に常時ものを引ぎずるようなとこ

ろで，このような場所は比較的すべ りやすい塗床で，す

べ りの抵抗性を小さくした方が耐久性が得られる。

へこみは塗膜物性が要因としては．何らかの原因で硬

度が不完全だったり弾力性が充分でなかったりして．圧

力に反発でぎない場合に発生する。エポキシ系塗床は圧

縮強度，ウレタン塗床では弾性率が他の床材に比較する

と優れているので，通常は衝撃性の圧力によ って，部分

的に下地を破損してくぼむ例もある。また異なる組成の

材料を積層した塗床は，流しのべ塗床のようにバインダ

ーがワンピースではなく，各種の骨材などが接着剤によ

ってつなぎ合わされた形になっているので，衝撃で上層

に異常はなくとも．次層のバインダーが破壊されるとへ

こみとなる。

ぎれつは原因の種類が多く，建物の構造上コンクリー

トにきれつが入りやすくなって，塗床が追従性を失な

い，共切れする例や，塗膜が収縮して破断するなどが代

表的なものである。下地のきれつの伝導では密着が良好

である低ど起りやすい。塗床にこの種の問題が多いの

も．それ自体が接着剤ともなる塗床の性質のあらわれで

ある。材質の収縮では施工直後にあらわれるのが普通

で．溶剤が過剰に入っていたり，高分子材自身が収縮性

のあるもの．たとえば，不飽和ポリエステルを使って収

縮の対策処理が欠けているものなどがある。

すべりはウレタン塗床が広く普及するようになって，

かえって問題にされることが多くなった。ゴム質弾性体

の床面はすべ り抵抗性が大きく，乾燥しているときには

快適な歩行感であるが．水にぬれると表面がなめらかな

ために，水膜が潤滑油の作用をして．塗床の材質に関係

なくすべるようになる。これは塗床の欠点というよりも

現象的な性質なので，水にぬれて歩行の多い場所では，適

度のすべり止め加工を施した塗床を使用した方がよい。

工ポキシ塗床は硬質なので乾燥時にもすべ り．ナイロ

ン製靴下などでは歩行も困難なことがある。一般にエポ

キン塗床を使用する場所は耐水．耐薬品を要求するとこ

ろで，ゴム底靴などをほとんどの場合用い るので，乾燥

時のすべ りは問題ない。

よごれは吸着性の強いゴム質塗床に多く，材質上の原

因としては塗材に含まれている可塑剤質の物質が，微量

ではあるが表面に浸出して塵埃を付着させることがあ

る。その他にはものを引ぎずって静電気が帯電し，汚れ

を付着する場合もある。いずれにしても有機質の材料で

あるから，汚れは付着しやすい要素をもっており，保全

管理で補ってゆく必要がある。よごれはすべ りと関係が
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あり，水ぬれしやすい場所とか，歩行の安全性を大きく

みてすべり止め仕上げにする場合．粗面になるだけ汚れ

がつきやすくなることは否めない。

最近はこれらの対策として吸着性の少ないコーティン

グ材などが使用されるようになり，すべり止めと汚れの

問題は解消しつつある。

2.材質による現象と対策

表ー 1に於て，クレームないしは損傷の時期を施工直

後，及び一定年月経過後に分類したが，どのような材質

の塗床に，いかなる損傷の傾向があらわれるか検討して

みる。

表ー 2に示す例は経験的な傾向であって，統計的な立

証は困難であるけれども，素材の性質からみて，このよ

うな例が多いようである。液状エポキシ樹脂と硬化剤

（ポリアマイドや脂肪族アミン類など），体質材等の混

合塗材は，時に塗面にネッティングと呼ばれるまばらな

曇りがかかるこ とがある。この曇りの密度が濃くなる

と，乱反射して白っぽく見え，本来の色調とは異なった

感じを与える。

また前節で述べたように，低温でのエポキシ塗床施工

に白化を見ることがある。

表ー 2

ネッティングが塗面の表面張力を乱して斑紋をつくる

と， この部分が反射が強くなってクレーター（へこみ）

に見えることがある。実際のクレーターは¢5皿前後の

斑点が遠心状に中央が薄くなる状態で，硬化剤や添加剤

によって左右されるため，メーカーの品質管理上のもっ

とも重要なポイントの一つとなっている。

施工後の白化は養生不足のまま水を流したり，洗剤，

ア）レコー）レ類を使ったりするのが原因であることが多

く，初期の過度な清掃はひかえた方が安全である。この

種の白化はそのまま回復することはむづかしく，補修方

法はサンドペーパーで研磨してから，新たに塗り重ねる

のが一般的である。同じ白化でも摩耗によるチョーキン

グ（白亜化）の場合は，細かな無数の傷で乱反射し，表

面が白しぼけるので，つや出しコーティング，あるいはワ

ックスを塗ると回復する。

へこみはエポキシ塗床では静止荷重で発生することは

あまりなく，低とんどが衝撃で発生する。作業中にスバ

ナをとり落して床面がへこんだ，などという例もあり，

衝撃を受けやすい個所では，それを反発するに足るだけ

の厚みを考慮しなければならない。

ゥレタン塗床では材質が弾性体であるため，エポキシ

よりも塗膜の動きによるトラブルが多い。気温が高いと

反応がより早くなるので，まだ固まらない塗膜中に存在

する微少な空気や炭酸ガスが抜けきらない内に凝固しは

□ 期 It員傷例 比 較的 発生する傾向のある材質例

クレーター

白 化
エポキシ系流しのべ塗床に出る傾向があり、特に白化は冬季に多い。

ふく

施工直後卜—色発― むら

ウレタン系流しのべ登床に発生しやすく気温の高い時期に出る傾向がある。

こてむら
塗料的な一般性質として、流しのべ塗床に共通するクレーム

つやむら

ピンホール

白 化
エポキシ系塗床に発生する傾向あり

へこみ

ふくれ ウレタン系塗床に発生例が見られる

一定年月 [水は[が れ泡

経過後

耗 一般的な損傷、下地、使用状態の影響もある

れつ

べり

よごれ
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lしは

じめ，閉じこめられた気体はやわらかい塗膜を押しあげ

て発泡となる。下地処理に洩れた気孔からの蒸気圧も，

l疇 同じような傾向で塗膜を押上げる。またウレタン特

有の炭酸ガスによる発泡もあり，これの大形のものがふ

くれである。一定年月 経過後のふくれは一節で述べたよ

うに，ねじり応力によって徐々に下地から浮上り，伸び

の残留 も加わって，しだいにふくれとなる。この他には

下地からの水分の影響もあり， 0.3 Kc;;/c面の蒸気圧でも

一点に持続的にかかると，接着力が経時劣化してふくれ

に至る。

ゥレタン塗床のトラプ）レ対策としては，施工時には下

地の乾燥状態を入念に検査し， 塗材の調合，混和に際し

ては水分はもちろん，余分な空気をまぎ込まぬよう 管理

することが特に望まれる。ウレタン塗床の場合は水分対

策が特に重要なポイントとなる。エポキシの衝撃対策と

同様に，ウレタンはねじり対策を必要とする。一法とし

てはひねり応力がかかる場所は事前に推定し，他の個所

よりも厚みを加えて塗るなどの対処も考えられる。

その他の損傷例については，材質的にはいずれが多と

は断定しがたい。施工時では塗料的性質として，各種の

「むら」が対象となるが，セルフレベリングの性質上，

塗材の「流れ」 「動き」 「浮沈」が微妙に影響するの

で，これらを総括しての材質・エ法管理を行わなければ

ならない。

噂がれ」以降の原因については一節で述べたので対

策のみ順記すると，はがれは全面に発生した場合は完全

に除去して，下地処理から再施工するが，局所発生では

部分的な補修となるので，適当な区切りで修理部分を定

め，壁面に直角あるいは平行に直線カッ トして端部を取

除き，養生処理をしてから同質の塗床を施工する。この

際，原因が「ねじり」であれば規定よりも塗膜を厚めに

して補強し，下地の水分であれば乾燥，防湿処理を充分

に行なう。変色，水泡についても同様であるが， この場

合はカットは行なわず，表面を研磨紙で研磨して塗り重

ねる。水泡は凸起部をヘッド・カット して内部を乾燥さ

せ，この気孔部に耐湿接着性のパテ込みを して数日間放

置する。パテが固結し，防湿処理ができた時点で塗床施

工を行なう。摩耗ははがれと同じ処置を行なう。ぎれつ

は塗材自体が原因であれば全面ランダムに発生すること

が多いので，接着状態を調べて除去するか，条件によっ

て困難であればパテ込みの上，塗床施工するかを決め

る。下地のぎれつが伝導したものであれば，大ぎなきれ

つはVカットして適宣シルー処理の上，塗床材を帯状に

塗布する。

下地のぎれつが多く，シールが不可能な場合は．床面

を打診してモ）レタルの浮きを調査し，浮ぎの範囲が広い

ようであれば， 注入接着などの処置をして，きれつが動

かないよう固定する必要がある。その後，ぎれつをパテ

で埋め込み，面処理を行ってから塗床施工をする。きれ

つの発生しやすい場所の塗床材は抗張力の大ぎなものが

よい。反応硬化型の塗床は普通10~15kg/c面程度の接着

力があり，ぎれつが発生すると塗膜の伸びだけでは，接

着力に抱束されて切れやすい。きれつ発生の際，接着を

破壊する程度の引張り強さがある方がよい。この理由か

ら，事前に塗床のきれつ防止のため，ガラスクロスを使

用する方法は合理的である。特にウ l/タン塗床のモルタ

）レクラ ックからの保護に適切と考える。

すべりをとめるためには， 塗床の場合どうしても骨材

に頼らざるを得ない。まず改修面を研摩し，清掃して，

必要ならばプライマーを塗布する。次に骨材の塗床材を

塗布し，ローラ ーで粒列をそろえる。これで水ぬれの場

合もすべりは防止できる。骨材の粒経が大きくなればノ

ンスリップ性も強くなるが，汚れが除去しにくくなるこ

ともあって，粒経は最小必要寸法に押えた方がよい。

よごれの防止や除去方法は，洗剤で洗って落ちるもの

や，いつまでも残るものなど， 塗床材の種類や内容に基

準がない現状ではさまざまである。結果だけで述べる

と，例えばウ l/タン塗床でもさらりと仕上ったものや，

なんとなく汚れっぽいものなど千差があるが，清掃順序

としては，洗剤で落ちないものは灯油を布に浸ませて拭

く。ア）レコー）レ類，エステ）レ系，ケント系などの極性溶

剤は塗床面を傷めるので避けた方がよい。

病院などでヨードチンキの汚れが付着した場合は，通

常の方法では容易にとれないので，チオ硫酸ナトリウム

の水溶液を滴下してしばらく放置すると除去できる。

むすび

塗床がこれまで採用され，使われてぎた総量は具体的

に示すことは困難であるが，建築仕上材の一分野と して

認められるようになった多大なものであることは論を待

たぬであろう。ただし，その内容はこれまでかなり雑多

な印象と して評価されてきた。歴史的実績のある他の床

材と異り，最新技術を伴なった高分子化学の応用である

塗床が，時折り香しからぬ問題を提起するのは，材質，

製品ももとより，施工と保全管理，それに損傷に対する

適切な補修方法などについて，やや検討すべぎ点がある

のではないかと考える。

ここにあげた諸件はあくまでも例であって未だわから

ない点も多く，今後各界の御教示を願う仕第である。
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昨今のクレームについて（原因と対策）

武田薬品工業跨化成品研究所

小林紘兒

： 

1．はじめに

ポリウレタン防水材や床材などの建築材料が開発され

てから，すでに15年以上経過した。またウレタン建材協

会も，発足以来10周年を迎えるに到った。

この間のウレタン建築材料の需要の伸びは，実に目覚

ましいものがある 。 ウレタン建材協会の統計資料によれ

ば．昭和45年の出荷量は 7,000トンであったものが，昭

和53年には35,690トンと約 5倍へと飛躍的に増大してい

る。

建築材料分野で，このように躍進した原材料は，他に

はみられず，いかにポリウレタンがこの分野でその良さ

を認められ，安定した地位を築きつつあるかを，明確に

物語っていると云えよう 。

この安定しつつある地位を，さらに確立させる為には，

原料メーカー，加工メーカーと．施工業とが一体となっ

て，その品質および技術の向上に努力しなければならぬ

ことは云うまでもない。そしてこのためには，現場で起

っているクレームをできるだけ少なくすることが，この

材料の安定化をはかるための方法であると信じている。

筆者がこれまでに接して来たクレームの分析等をとお

して感じたその原因と対策について申し述べてみたい。

2. クレームの状況

ゥレタン防水材でも，塗り床材でも，設計に採用され，

施工されるまでには次の段階を経る。

①設計による要求性能の提示

②ゼネコンによる工事計画

③施工業による材質の選択

④仕様決定

⑤施工

この経緯や発生するクレームとして施工時のものと，

使用後，いわゆる機能性の欠陥とに分類した。これを第

1表と第 2表に示した。この様に分類すると施工時のク

レームは，下地に起因するものが多く，機能性の欠陥に

つながるクレームも下地，材料の選択，仕様によるもの

が多い。 この他にも施工の不良，いわゆる作業ミスによ

るクレームもあとを絶たないのも現状である。

3
 

る

J・日
笏 ，

ヵ：

表 1 施工時のクレーム

クレーム 犬、、 況 原 因

不 陸仕上面の凹凸、コテムラ、塗りつぎ部段差 下地の凹凸、樹脂粘度、可使時間

色 違い色調不均一 原料ロットのばらつき、顔料選択

ピンホールピンホールの発生 樹脂の消泡性、粘度、流動性、下地からのダキ泡、攪拌時の巻込み泡

発 泡ふくれ、発泡、柚子肌 下地水分、凹凸、原料中の水分、組成、混合比、塗り重ねのタイミング（イ

ンターバル）、 コテ押え

硬化不良 I全面的硬化不良

部分的硬化不良、タック

クレーター 風船状の泡、クレータ状の凹凸

クラック 硬化時、表面にクラック発生

毒 性イソシアネート中毒

シンナー中毒

111111 

I 

ラッカーシンナーの使用、硬化の温度依存性

主／硬の計量ミス、混合不良

下地のピンホール、溶剤の過剰な使用

下地クラック補修不充分、伸縮目地処理、プライマー処理、溶剤の過剰使用

イソシアネート（特定化学物質）

シンナー

4. 

ゥ

えて

る目

充分

る、

っ

ら，
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表 2 塗膜性能のクレーム

5。

とお

クレーム 状 況 原 因

耐 候性 チョーキング、クラック、その他の劣化 耐候、耐アルカリ等の原料性能、塗膜のうすさ、下地のうごき、適正な仕

様の選定

収 縮 目べり、亀裂、コーナーの隙間 重合収縮、可塑剤、溶剤等の揮散、下地との接着不良

ふ く オL ふくれ 下地との接着不良、つき上げ水の処理

剥 離 剥 離 下地との接着不良

赤冬 色 均ーな変色 計量ミス、ウレタンの変色、外気との接触

マダラな変色 プライマーの種類、下地アルカリ、混合不良、膜厚

弾 性 かたすぎ、軟らかすぎ 材料逝定、構成、塗膜の厚さ

すベリ性 スリップ事故、ねんざ 材料選定、施工仕梯

汚 禾,i九 よごれ 材料のタック、耐薬品性、耐摩粍性

‘‘ ゜
3.何故クレームが発生するのか

定を行ない，無理を しない受注コストで工事をすれば安

全だということである。

1.,, 

，
 

レ＿

を第

Dク

栢に

もの

こよ

これはウレタン原料メーカーから見た独断が入ってい このために材料の材質を規定するものとしてウレタン

るかも知れないが，ことさら安価に仕上げようとした現 防水材の場合 JI S規格が設定されており，工事仕様に

場，施工上何らかの無理をした現場等に多くのクレーム ついては JASSが規定されていること，さらに施工技

が発生しているように見受けられる。 術については技能検定試験のような制度が設けられたこ

石油価格の高騰に伴なう諸材料の高騰と，諸経費の値 とは，この業界の技術向上のために極めて有効な制度で

上りがある一方，低い受注単価で工事を進めなければな あると云える。しかしこれらの好ましい制度も充分に活

らないためにどこかに価格的にエ期的に，シワよせ 用されて初めてその特長を発揮でぎるものであり， 一 日

した無理な工事をすることになる。特に防水材や塗り床 も早く運用の普及が望まれる訳である。

材は仕上り時の外観検査のみによって検収される場合が このような理想的な工事が，やれるように原料メーカ

多く，不良工事の摘発が困難な場合が多い。 一，加工メーカー，施工業が一体となってモラルの向上

また施工技術についても建築物基材，たとえばコンク をはかると同時に，適正な工法を，適正な価格で受注で

リートモルタルとウレタンの両面にわたってカバーでき きる体質に改善する ことが急務である。そのためには原

る技術が未だ確立されたとは云えず，夫々が時代の流れ 料メーカー．加工メーカー，施工業はもっとよく建築物

に応じて別々な材料の変遷を経てきているのが実状であ に対する基礎知識を身につける必要があり，設計．ゼネ

イ

ロ

る。

具体的にはコンクリ ート モルタル等下地材質も，ウレ／

タンの材質も， 夫々に相手側の実態を把握しないまま，

協調することもなしに夫々の道を進んでいるため，いわ

ゆる，なじまない材料，となったときクレームの原因と

なる ことが多い と思われる。もちろん基本的な材質上に

欠陥があり，耐候性，耐摩耗性や弾性に耐え得ない材料

を用いることも直接クレームに結びつくのはいうまでも

ない し， 混合不良や計量ミスのような初歩のミスも重大

なク l/ーム となるのは明白である。

4. クレームを防止するには

ウレタン建材についてベテランの工事業者が口をそろ

えて，次のように強調している。 ”ウ レタンは下地を見

る目をもった施工技術者が材料を充分に使って，厚さを

コンに対しても， ウレタンの技術レベルを充分にPRし

て両者の境界領域をカパーでぎる新しい技術の確立を協

同体制で進めていく必要がある 。こうすることによって

現状の技術レベルに応じた施工仕様が確立され，双方納

得のいく適正な受注単価が設定されるものと考える。

とにかくウレタン建築材料は現時点では万能な訳では

ないということを充分に認識したうえで，その長所を如

何に充分に発揮させるため建築業に関係する全員の総合

力をもってあたらなければならないと信ずる。

s.おわりに

以上クレームの原因等について述べたがウレタン防水

材についで床材，舗装材についても基準の設定が準備さ

れつつある。この場合にも安全で確実な製品を目ざすう

えから建築下地を含めた基準を設けるように望みたい。

充分にとった工事を行なえばクレームの大半は防止でき そのために原料メーカーや施工業が蓄積しているウしノ

る、 タンの技術データーをもっと多くウレタン建材協会等を

つまりクレームの大半は下地に起因している現実か 通じ公表し，ゼネコンに対して積極的にPRする機会を

ら，コンクリ ー ト下地になじんだ材料，仕様．工法の設 多くもつ必要性を痛感している。
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冒量犀麗喜置聾喜II言言麗Il襲謳髯量9喜言I凰
衰裟：箔食裟森忍衰象組賤苔組賤翁賤翁翁疇謬裟翁組翁組翁組翁組翁賤［口負疇且iil.
I はじめに

技能検定については，前回の第4号でその概要をお話 技能が一段と大切にされ，施工技能の良否とその工事業

ししましたが， 今回はさらにおさらいのつも りで，私の 者の信用が最優先される筈です。

私見をまじえて書いてみたいと思います。 個人住宅や公共建築物を問わず，消費者が良い工事を

ご承知のように塗膜防水の技能検定も 3年目に入り， 求める時には，まず技能士のいる工事業者（会社）にた

現在既に約 800名以上の塗膜防水技能士の誕生を見てお のめば，間違いないということを考えます。この「良い

ります。昭和53年度までに誕生した防水施工技能士は約 技能」のあるところに「よい工事」があると期待される

3,000名です。 こと，すなわち之が技能検定制度の意義につながってい

言うまでもなく，技能検定制度は現在まで，あらゆる るのではないでしょうか。

面で，吾が国の経済，社会の発展に寄与してきました。 塗膜防水技能検定も 3年目に入り，今こそ真剣に今后

特に働く人々に自己開発の目標を与え，その技能の進歩 おこり得る周囲の環境を注視しながら，ー名でも多くの

と業界基盤の強化に大きな役割りを果してぎました。こ 技能士を業界に送り込むと共に，施工技能の研究，向上

れからは益々省資源経済の時代になりますので，優秀な を目指して日夜努力をするときであります。

II 昭和54年度塗膜防水技能検定試験について

昭和54年度も昨年と同様，後期の実施でその実施日程

は官報告示の通り次のように決定しています。

昭和54年度技能検定実施日程（昭和54年2月20日官報第15626号）

： 実施公示

前 期 後 期 備考

受検申請書受付

実技
問題公表

試験実施

※ 

学科試 験

昭和54年 4月 3日（火）

昭和54年 5月 1日から

II 5月11日まで

昭和54年6月13日

昭和54年 6月29日から

II 9月30日まで

昭和54年9月9日

II 9月16日

II 9月23日

合 格発表

I 

昭和54年10月16日

昭和54年 9月18日（火）

昭和54年10月18日（月）から

// 10月19日（金）まで

昭和54年11月14日（水）

昭和54年11月30日（金）から

昭和55年 2月29日（金） まで

昭和55年2月10日（日）

II 2月17日（日）

I II 2月24日（日） 1

昭和55年 3月28日（金）

l)塗膜防水は

塗朋です

2)学科試験は

2月24日（日）

です

※学科試験は職種により 3回に分けて全国一斉に行われます。

注） l．実施公示は都道府県知事が行います

2.識種毎の実技試験の実施日は，各都道府県職業能力

開発協会（旧技能検定協会が改称）が地元協 力 団 体

（会社）と協議 して定めます

一
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塗膜工連と しては， 54年度も従来通り各会員団体事務 難です。そこで塗膜工連は，この希望者の調査結果を添

局を経由，全国の受検希望者の調査を実施して，各県の えて，各県開発協会宛に塗膜防水の技能検定実施の公示

状況を把握しました。 をお願いしています。

(1)受検希望者の調査がどうして必要なのか さらに各県に塗膜防水の技能検定にご協力いただ＜窓

この調査はエ連事務局も会員事務局も大変な仕事です 口団体（会社）を選定させて頂いて，事后の取進めにつ

が， これを実施しているのは，次の理由によります。 ＇ ぎ連絡をとりつ .1.' 実施に協力 しております。

技能検定は実施者である各県開発協会（旧技能検定協 昭和54年度については次表の通りご協力をお願いし

会） と受検者側協力団体との協力があって，はじめて円 て，業務ご多忙中にもかとわらず，塗膜防水受検者のた

滑に実施出来る制度であります。各県知事は県内の受検 めに献身的なお世話を して頂いております。

者の状況を把握 しないと， 実施公示にふみきることが困

昭和54年度 技能検定各県窓口団体 （会社）一覧表 （塗膜工連）

県 名 窓口団体（会社）名 I 住 所 I電 話

北 海 道 推進協議会（シオン樹脂工業） 061-01札幌市白石区菊水元町 129 011 (861) 4151 

宮 城 青葉防水工業社 980仙台市荒巻字石山38-76 0222 (26) 2171 

→次—• 城 推進協議会（司産業株式会社） 310水戸市新原 2丁目 5-9 0292 (51) 5827 

群 馬 県防水工業会（柴崎産業総） 370高崎市東町48 0273 (23) 8836 

埼 玉 推進協（森山工業梱） 332川口市弥平 2-8-6 0482 (23) 5155 

千 葉 推進協（糖信猥青紛） 273船橋市藤原町 3-474-96 0474 (38) 4511 

東 尽＇ 推進協（中央建材工業腕） 104中央区銀座 7-14-3 03 (543) 8106 

神奈川 推進協（闘相模防水エンジニャリング） 229相模原市中央 2-4-17 0427 (52) 2784 

新 潟 県職業能力開発協会 951新潟市川岸町1-48-8（マ）レエピ）レ） 0252 (31) 2155 

富 山 僻折橋政次郎商店 933高岡市二番町76 0766 (22) 0999 

石 JI I 加賀防水工業闊 921金沢市増泉 3-15-10 0762 (42) 1494 

静 岡 県職業能力開発協会 424清水市楠 160（中央技能センター） 0543 (45) 9377 

不二化成品紛 424清水市鳥坂 327 0543 (45) 7281 

愛 知 推進協（中央建材工業総） 464名古屋市千種区若水町 3-26 052 (761) 6181 

重 太田建材飼 510四日市市追分 1-8-16 0593 (45) 0531 

大 阪 府塗膜防水工事業協会（新東洋合成） 550大阪市西区西本町 2-5-19 06 (541) 1931 

兵 庫 神戸防水協会（日建猥青工業掠） 652神戸市兵庫区水木通 8-2-7 078 (576) 0851 

和 歌 山 県防水工事業協会 (AR防水工事） 641和歌山市関戸 3丁目 5-78 0734 (44) 7192 

福 岡 県防水工事業協会 810福岡市中央区舞鶴 2-8-2 092 (713) 5263 

大 分 三ツ星建材産業跨（防水工事業組合） 870大分市王子北町 2-3 0975 (34) 3007 

有‘‘ヒ‘‘ 本 県防水工事業協会（日新興業腕） 862熊本市健軍 1-5-10 0963 (69) 4788 

鹿 児 島 県防水工事同業会（北原建材商会） 890鹿児島市草牟田町 3980 0992 (23) 9395 
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(2)受検申請書の提出について

ご承知のように，技能検定を受けるには受検希望者は

ー級， 二級別に各人が受検申請書を各県知事に提出しな

ければなりません。受付期間中に提出しないと受けるこ

とはでぎません。 この場合受検希望者は，各人が責任を

もって申請書の記入をすることが大切です。写真をつけ

なかったり，免除になる証明書類の添付を忘れたり，職

歴を書かなかったり，要するに他人まかせは絶対駄目で

す。試験をうけるのは自分であるという認識の上に，申

請書の完備も試験の第一歩である位のつもりで書いてい

たゞきたい。不備な申請書のために，中間で受検者のお

世話をしている窓口会社（団体）の方々がどんなに苦労

しているかを充分考えて下さい。

申請書を書く前に， よく記載上の注意事項（裏面）を

読んでから書いて下さい。

(3)検受手数料について（塗膜防水の場合）

国が定めた受検料は次の通りです。

（イ）実技，学科両方受検する人は10,000円（実技 8,500

円，学科 1,500円）

（口）実技のみ受検する人は 8,500円

い）学科のみ受検する人は 1,500円

但し，防水施工の場合は実技試験に使用する材料費

（ウレタン防水材，プライマー，補強布）資材費（主と

して架台）に多額の費用がかとりますので，受検料だけ

ではたりません。

この不足分は受検者側で負担して実施しております。

その一例を示すと次のようになります。

ウレタン防水材フ゜ライマー ー式 (13K'J)6, 500円／1人分

補強希（ガラスクロス） 12m 660円／1人分

試験用架台※ 1台 約20,000円

※架台は東京都の場合で昨年より40形以上値上りして

います。

(4)受検資格について

技能検定には 1級， 2級それぞれに次の要件を備えて いないと受検できません。

履 歴
2級受検に必要 1級受検に必要な実務経験年数

な実務経験年数
2級合格後， 直接 l級を
受検する場合 受検する場合

〔高校卒業後，職業訓練をうけたもの〕

検
定
職
種
と
同

1

1

1

 

能力再開発訓練

専 修 訓練課程

専修訓練課程

高等 訓練課程

(800時間以上）修了

(800時間以上）修了

1 年 7 年、
その後 6カ月

以上その後 3年以上その後 6カ月
以上

1 年 7 年
6カ月

11 I 11 3年 II /I /．-” 
I uノJ/:J 

(1,600時間以上）修了

(1,600時間以上）修了

高等訓練課程 (3,200時間以上）修了 1 ° I /1 3 の
職―---------------------------------------------------------------------------------……--------------------------------------------------------------------…………-----|_--------------------------------

業 〔義務教育修了後，戦業訓練をうけたもの〕

訓 能力再開発訓練 (800時間以上）修了
練

Iその後 2年以上 Iその後4年以上 1その後10年以上

を 専修訓練課程 (1,600時間以上）修了

受 高等訓練課程 (3,200時間以上）修了

望 高等訓練課程 (4,800時間以上）修了

喜

”
”
 

年

年
l

l

 

”
”
 

・年 ／I 

2

3

7

8

5

 

特別高等訓練課程の養成訓練修了

職業訓練指導員免許取得者

職業訓練大学校 (4年）卒業者

II 2年／I

// 1年／I

゜

” 3 ＇ 

II 3年／I

// 3年 II

II 4年 II

II 4年 II

// 4年／I

II 7 年！ ／I 
ー・・

II 7 年 II

// 10年／I

II 9年／／

I/ 8年／／

゜00
 

2年 その後 4年以上

”
I
I
 

年

年
2

2

 

”
”
 

教
育
を
受
け
た
も
の
一実
務
経
験
の
み

検
定
職
種
と
同
一
の

大学 (4年）卒業者

短大 (2年），高等専門学校卒業者

高校（職業課程）卒業者

各種学校(3年以上，労働大臣指定のものに限る）卒業者

各種学校(2年以上，労働大臣指定のものに限る）卒業者

大学（法文科系等）卒業者

旧制中学校卒業者高校（普通課程），

義務教育修了者

゜その後 1年以上

II 2年／I

II 2年／I

II 5年 11 1 11 ll年 II

その後 3年以上 その後 5年以上 その後12年以上

II 3年 11 I 11 5年 11 I 11 12年／／

II 5年／, j 11 5年／, I 11 14年 II

II 3年 II

その後 5年以上

II 5年 II

II 5年 II

II 5年／I

その後 8年以上

II 9年／／

11 10年／／

// 10年／／
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IlI 昭和53年度塗膜防水技能検定について

昭和53年度技能検定は 2年目でもあり初年度よりは若

干なれた雰囲気で実施に協力できま したが，北海道，九

州が新たに実施され， 全国33県で 700人近い受検者があ

り， 364名の技能士の誕生をみました。

塗膜防水については，地方にゆくにしたがって組織的

昭和53年度後期（塗膜防水）技能検定合格者状況

（全国塗膜防水工事業団体連合会）

受検申請者数合格者数合（対格申請率者％） 
都道府県名 1級|2副計 1級l2級i計

北 海 道 9 21 30 7 14 21 70 

宮 城 10 21 31 5 12 17 54.8 

茨 城 5 15 20 2 5 7 35 

埼 玉 14 13 27 8 7 15 55.6 

千 葉 11 23 34 8 10 18 52.9 

東 尽＇ 52 62 114 20 46 66 57.9 

神 奈川 13 16 29 3 13 16 55.1 

新 潟 1 2 3 

゜゚゜゜富 山

゜
1 1 

゜
1 1 100 

石 JI I 1 6 7 

゜
3 3 42.9 

山 フ禾lj 1 4 5 

゜
3 3 60 

長 野 1 5 6 1 4 5 83.3 

静 岡 4 3 7 4 3 7 100 

愛 知 15 15 30 5 8 13 43.3 

重 4 4 8 2 4 6 75 

滋 賀 11 1 12 6 1 7 58.3 

大 阪 21 19 40 8 17 25 62.5 

兵 庫 10 9 19 6 5 11 57.9 

和歌山 3 5 8 3 4 7 87.5 

鳥 取

゜
1 1 

゜゚゜゜島 根 3 7 10 2 4 6 60 

岡 山 17 11 28 3 2 5 17.9 

広 島 4 4 8 3 1 4 50 

山 ロ 5 4 ， 2 2 4 44.4 

徳 島 7 14 21 7 13 20 95.3 

愛 媛 1 4 5 

゜
4 4 80 

両． 知 0 13 13 

゜
8 8 61. 5 

福 岡 40 48 88 27 20 40 45.5 

佐 賀 5 2 7 1 2 3 42.9 

長 崎

゜
8 8 

゜
5 5 62.5 

大 分 4 8 12 1 2 3 25 

鹿児島 4 12 16 

゜
5 5 31.3 

沖 縄 3 20 23 2 7 ， 39.1 
計 I 27914叫680112912351 3641 全国言胃

合格率 （％） ※ 146. 2lss. 6153. sl 

注）合格率＝
受検合格者数

受検申請者数
X 100 (%) 

には未だしの感が深いのは止むを得ないことで，そのわ

りにはうまく実施できたのではないでしょうか。

勿論，細かい点で不行届の点の多かったことも認めま

す。今后とも地方の業者側の盛り上りに期待 したいと思

います。

W 技能検定試験基準

塗膜防水工事作業の場合の試験科目とその範囲は次の

ように定められています。

学科（試験科目とその範囲）

1. 防水一般

防水工事の種類及び特徴

防水下地の種類及び特徴

防水工事に関連する工事用材料の種類及び用途

2. 建設一般

建築構造の種類及び特徴

建設工事の種頚及び施工方法

3. 製図

日本工業規格の建築製図通則及び土木製図通則

4. 関係法規

消防法関係法令（危険物に関する部分に限る）

及び建築甚準法関係法令（防水工事に関する部

分に限る）

5. 安全衛生

安全衛生に関する詳細な知識

6.受検者の選択科目

（口）塗膜防水工法

〇塗膜防水工事に使用する器工具及び機械の

種類，用途，使用方法

〇塗膜防水工事の段取り

〇塗膜防水工法

〇塗膜防水層の故障の種類，原因及び補修方

法

〇塗膜防水工事における養生，保護

◎塗膜防水工事の施工計画

〇塗膜防水工事に使用する材料の種類規格，

性質，用途

〇塗膜防水工事以外の防水工事，に使用する

材料の種類及び用途

注） ◎印は一級のみ
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実技（試験科目とその範囲）

ヽ

,．、

1
.

塗膜防水工事作業

〇防水下地の点検及び処理

〇墨出し及び養生

〇塗膜防水材の計量，混合，攪拌

〇塗膜防水工法の施工

◎積算及び見積り

注） ◎印は一級のみ

以上技能検定に関係した事項について，いろいろ書き

ましたが，いま更に技能検定をとりまく周囲の状況を考

えてみたいと思います。

最近建設省の直轄工事現場に，技能士の配置を義務付

けたらどうかと言 う話しがされているとの情報が流れて

います。これは全く根拠のない話ではなく，それだけ技

能士に対する信頼度が向上してぎたとも考えられます。

しかしこしで大ぎな問題は技能士の絶対数の少ない職種

については時期的に早すぎると 言 うことです。

昨年労働省から防水施工の技能士は 5年后には一体何

人位になるだろうかと，てかれた事を思い出しま した。

何年后から技能士の配置を義務づけるつもりか，今后

の業界の実情とをにらみ合せての施策を望むわけです

が，いずれこのような状況になる方向に進んでいること

は否定でぎないと思います。既に県によっては或る職種

については，技能士のいる工事店に発注するというとこ

ろも出はじめています。また業者の選定の場合，技能士

の有無をその資格条件にする事が現に行われているとも

ぎ入ます。

建設省が技能士配置を考える理由は， 責任施工体制の

技能検定受検のための参考文献を紹介します

強化，施工精度確保のために，施工段階における，施工

技術，施工技能の基準設定などと言われています。

このことは当然民間工事にも大きな影響を与えると思

われます。

このような状況下に於ける対策としては， 直接的には

技能士の数の増加を促進することであります。

しかし，技能士数の増加促進という 事は， 一拠に増や

す事は不可能であり，業界側では，毎年の技能検定に沢

山の受検者を出して合格者を増やす事しかありません。

今后施工業者が進んで技能検定を受けるようなムード

づくりも大切と思います。

極論を云えば，将来技能士が居ない工事店は仕事がで

ぎなくなるという時代がくるかも知れません。

一方国は，行政面で，技能士増加促進に協力し，検定

回数，検定方法，実歴年数の見直し等々数多くの諸施策

の遂行が必要と考えます。

われわれ施工業者は，その社長さん，責任者の方々がこ

の周囲の状況を再認識し技能検定に重点を指向 して，技

能士の誕生に一層の努力されるよう望んでやみません。

毎年夏を過ぎると，技能検定に追いかけられるように

なります。しかし之は誰のためでもない， 自分のため，

自分の会社の利益になると考えて，眼を大きく開いてお

互に手をとり合って進もうではありませんか。

V おわりに

塗膜工連としまして，技能検定は毎年行われる重要行

事の一つでありますので，会員の皆様と一体となって検

定実施に必要な事項の推進には常に協力を惜しまないつ

もりでおります、今后とも会員各位をはじめ検定に関係

される諸先生，各委員各窓口会社（団体）の皆様方のご

指導ご協力をお願いいたしまして筆をおぎます。

※注） 1)価格は改訂されていると

思います。

2) 渭防水施工法、は下記に

申込んで下さい全国塗膜防

水工事業団体連合会（塗膜

工連）

〒105東京都港区新橋 6-13-3

（電） 03(434) 0406 

昭和54年度，中央技能検定委員

（塗膜防水工事作業）

瀬尾昭兵（建設省）

松本洋一（清水建設）

柴 田 翠（清起工業）

小中秀鷹 (ARセンター）

奈良利男（ジックス）

兵野喜三郎（日本合成ゴム）

川上 三郎（城南工務所）

文 献名 1 著 者 1 発行 所 住 所

※ 
防水施工法 全国防水工事体業連 （財）眺研業究会訓練教材 東京0都3新(宿203区)戸62山35町30

芽 2,000 団 合会

安 全 衛 生
雇労働用者促進事業団 編共 同上 同上

芽 400

建（改築訂芽構版）8造20 | 雇労働用省促進事業団 編共 II II 

建築関係',/法4規70I 職業訓練教材研究会 II II 

建築芽製39図0 労働省職業訓練局 II 

” 
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労 働 大臣

専門調査 員会の間催

試行技能検定の実施

技能検定試験基準の作成

技能検定主要業務分担 表

技能検定実施計画の策定

（中央職業能力開発協会）

試験問題の作成

実施要領の 作成

（都 道府県知事）

実 施計画の策定

実 施公示

試験問題・実施要領の認定

試験の 合 否 基 準の決定

（都道府県職業能力開発協会）

受 験 案 内 の 作成

技能検定委員の委嘱・協議

受検森格・試験 免除
沢格帝査等の指袢監督

受検申請書の受 付 け

受 検資格の審査

試験免除資格の審査

受 検手数料の収納

試 験 の 指 禅 1.,．
 

9
,
 

.,

.9
 

9

,

 

＇ 
廿

試験の水準調整

試験の技術的 指 導 砥験 筈 の 指導監督 受
一試

検票の交 付

験免除の通知

試 験 の 実 施

技能検定の合否決定 試験の合否判定及び合格通知

合 格 発 表 受 検者名簿等の作成

1 級合格証 ：店の作成

技能 士 章 の 作成 交 付

2級合格詞： ］l:：の作成

合格証書の交付及び再 交付

技能士意の伝逹

合格証書の 作成の援助

合格証 書 の交付の援助

技能士章 の伝逹の 援助

職業能力開発協会所在地一覧表(54.9. 28日現在）

名 和乍 〒 所 在 地 電 話

中 央職業能力開発協会

北 海 道

青 森県

岩 手 県

宮 城 県

秋 田県

山 形県

福島県

茨 城 県

栃木県

群馬県

埼 玉 県

千 葉県

東 京 都

神奈川県

新潟県

富 山 県

石 川 県

福 井県

山梨県

JI 

〒 107 束京都港区赤坂 3- 5 - 2 
サ ンヨ ウ赤坂ピ｝レ

〒060 札幌市中央区 大 通 り西19丁目
札説市技能訓練会館内

〒030-01 青森市大字野尻 字 今 田 43-1 
県立青森高等職 業 訓練校内

〒,020 盛岡市大通 3-2-8
岩手県金属工業会館内

〒980 仙 台市田子字寺字 1番地
宮 城県仙台人材開発センター

〒010-16 秋 田 市 新 屋 町字砂奴寄 1（向浜工場公園内）
秋田県総合職 業 訓 練 センタ ー内

山形市双月 町 1-3 -11 

福島市荒町 6-6
福島県公社会館内

〒310 水 戸市三 の丸 1- 5 -15 
商エピル内

〒320 字都宮市平出工業 団地48-4 
栃木県立中央高等職業訓練校内技能センター

〒371 前橋市大手町 1- 1 - 1 
群馬県庁内

〒336 浦和市高砂 3-14-21 
埼玉県職貝会館

〒280 千葉市千葉港 4 -3 
千葉県経営研修セ ン タ ー 内

〒 101 千代田区内神田 1- 1 - 5 
束京都総合技能開発研修所内

〒221 横浜市神奈 川区鶴屋町 2-24- 2 
神奈川 県政総合センター内

〒951 新潟市川 岸 町 1-48-8 
マルエピル内

〒930 富 山市新富 町 2- 4-22 
富 山 県 商 工会館内

〒920 金 沢市広坂 1- 7 -l  
石 川 県庁別館内

〒910 福井市月見 5- 4 -23 
福井県月見仮庁舎内

甲府市塩部 3- 1 - 4 
山 梨県立総合技能訓 練センター内

〒990

〒960

〒400

03 (585)0048 

011 (631) 2385 

0177(38)5561 

0196(54)5427 

0222(58)6908 

0188(62)3510 

0236(31)2269 

0245(21)1357 

0292(21)8647 

0286(62)7177 
0272(23)1111 

内498

0488(29)2801 

0472(46)1201-2 

03 (295)5513 

045(312)2731 

0252(31)2155 

0764(32)9883 

0762(62)9026 

0776(34) 1111内49

0552(53)9529 
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名 称 〒 所 在 地

長 野県 職業能力開発協会 〒380 長長野野市県経県営町者58協4会会館ピル内

岐阜 県 II 〒500 岐岐阜阜市県庁藪職田業訓練課内

静 岡 県 II 〒424 静清水岡市県棉中央160技能センタ ー 内

愛 知 県 " 〒460 名名古古屋屋労市政中事区務丸所ノ庁内舎3内- 4 -13 

三重 県 II 〒514 三津重市栄県町勤労1者-福14祉7-会5館 三 重県職業訓練課内

滋賀 県 II 〒520 大滋津賀市県梅庁林束別1館-1内5-22 

京都府技能検定協会
〒602 京都市上京区西洞院通り下立売上ル四大路町149-1 

大阪府 II 〒543 大大阪阪市府天鴨王業寺訓練区上セ汐ン町ター5内-25 

兵庫県 ” 
〒650 神栄町戸市第生一田ピ区ル栄内町 通 2-16 

奈良県 II 〒630 奈奈良良市県登中小大企路町業会38館-21 F 

和歌山県職業能力開発協会 〒640 和歌山市砂山南 3-3 -38 

鳥取県 II 〒680 鳥取市東町 1-35 

島根県 II 〒690 松松江江市商母工衣会議町所55番5F4 

岡山県 II 〒700 岡アマ山 市ノ内ピル山下内 2 -3 -10 

広島 県 II 〒730 仁広：井島屋市上ピル八丁内堀 7-27 

山 口県 II 〒753 山山口口市県庁滝職町業1訓-練1課内

徳 島 県 II 〒770 徳徳局島市技新能浜訓練町セ1-ンタ1ー-内7 

香 川 県技能検 定 協 会 〒761 高松市郷東町新開587-1

愛 媛 県 II 〒790 井松手山市ピ一ル番内町 1-14-10 

高 知 県 職 業能力開 発 協 会 〒780 高住宅知総市菜合園ピ場ル町7F1 -21 

福岡県 II 〒810 福松岡月堂市博ピル多区中洲 5-1 -22 

佐賀 県 II 〒840 佐佐賀賀市商工与共賀町済ピ1ル-3内7 

長 崎 県 II 〒852 長長崎崎市県立t五長士崎見技町能3会-館2 

熊本県 ff 〒862 熊熊本本市県水住宅前寺供給6公-社5-ピ1ル93 F304号

失分県 ＂ 
〒870 大大分分市県荷林業揚町会館3内-24 

宮崎県 ＂ 
〒880 宮崎市江平西 2-1-19

鹿児島県 II 〒892 鹿県小児島川 町市小分室川町 1-16 

沖縄 県 ” 
〒900 那県庁覇市第泉3庁崎舎1内- 2 -32 

全国塗膜防水工事業団体連合会（塗膜工連）の現状

（昭和54年10月現在）

1.設立 昭和51年12月17日 連営している。

4.主たる事業

電 話

0262(34)3222 

0582(72)6472 

0543(45)9377 

052(962)3616 

0592(28)2732 

0775(24)8436 

075(432)4758 

06 (772)7781 

078(331)3852 
3403 

0742(24)4127 

0734 (2:i) 4555 

0857(22)3494 

0852(23)1755 

0862(25) 1546~ 7 

0822(22)4038 

08392(2)8646 

0886(63)2316 

0878(82)2854 

0899(41)5885 

0888(84)0165 

092(291)0647 

09522(4)6408 

0958(62)4375 

0963(84)1711 

0975(36)0350 

0985(24)7401 

0992(26)3240 

0988(62)4278 

全国の塗膜防水工事業者で構成する団体が大同団結

して結成された。 (1)職業訓練に関する事業(2)技能検定に関する事業

2. 目的

塗膜防水工事業の施工技術の維持向上を通じて，建

設事業の発展に寄与し，併せて会員の経済的，社会

的地位の向上並びに親睦融和を図る

3.構成

現在19の塗膜防水工事業者団体が正会員として加入

している（広告ー54参照）会長 1,副会長 2'理事

10, 監事 2. 総会，理事会の他各委員会を設置して

(3)塗膜防水 JIS, JASSに関する事業 (4)壁面

防水の普及推進，（5）施工技術の向上と諸問題の解決

(6)会員相互の共通問題の解決 (7)諸官庁関係団体そ

の他との連絡協調

5.加入している上部団体

設立と同時に全国防水工事業団体連合会（全防連）

に加入，現在当工連会長が全防連の副会長として活

動している。
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近代建築の要請に応える

塗膜防水

全国塗膜防水工事業団体連合会（塗膜工連）
〒105東京都港区新橋 6丁目 13-3（島田ビル 3階）電話03(434)0406

会員団体名

9

,

 

,
_
 

ァロンコート連合会

ウレシールキングフロアー会

ARファミリー協会

全国イサムエラストマー会

全国ゴーレックス会

全国パラテックス
防水工事業協同組合

全国モルナイト会

ソフランシール工業会

ダイフレックス
防水工事業協同組合

ティックウレタン会

日本ウレタン建材協会

（施工部）
日本塗布防水

工事業協同組合

日本パネコート
ウレタン防水事業協同組合

HAL防水工業会

パンレタン防水
工事業協同組合

日立グランドシール会

フレックスコート防水
事業協同組合

三井東圧パラックス工業

連合会
三井日曹ウレタン建材会

会 長 矢尾板 太 郎

副会長 藤 平 八 郎

冨1J 会長 服 部 介詔

代表者名 〒 所 在 地 I 電話番号

服 部 介 音召 1 os I 東東亜京都合港成化区西学新工橋業（椋I-建1：材4-事I業部内 1□3(502) 2311 

青山桂冶 143
東京都大田区大森西 4丁目 1番 5号
科研塗料（樹内

03(763) 9251 

中野止吉 105
東京都港区新橋 6- 1- 1 秀和御成門ビ
ル （株 ARセンター東京支店内

03 (436) 167_6 

糠信英雄 174
東京都板橋区東坂下 I-16- 7 
イサム塗料昧東京工場販売部内

03(969) 6886 

坂本一夫 141
東京都品川区西五反田 7-22-17TOCビル
鐘紡合成化学（梱内

03(494) 2741 

嶋村 隆 104
東京都中央区銀座 I-|6- 6 
不ニピル太平化工（樹内

03 (567) 8054 

西脇健冶 162
東京都新宿区市谷田町 2- 7 
東ビルモルナイト興業（掬内

03(260) 3231 

矢尾板太郎 ！151
東京都渋谷区千駄谷 4-24-|5 
日本ソフラン化工（梱内

03(404) 1251 

川勝正元 102
東京都千代田区平河町2-4-I 6平河中央ピル
大和高分子工業（掬内

03 (230)4311 

長谷 昌 103
東京都千代田区鍛治町 2-10- 10秋山ピル

ディックプルーフィング（掬内
03(256) 7061 

矢 尾板 太郎 105
東京都港区新橋 6丁目 13- 3 
島田ピル

03(438) 0988 

藤平八郎 164
東京都中野区中野 I丁目 55番 7号
藤ビル

03(367) 1611 

清水 実 550
大阪市西区西本町 2- 5 -19 
ニューオカザキバシピル 新東洋合成（樹内

06(541) 1931 

藤平八郎 104
東京都中央区築地 2- l |-24 
日本合成ゴム（掬 化工品部内

03(541) 4111 

楡井喜重 104
東京都中央区銀座 7丁目 14番 3号
安田松慶ピル

03(542) 6602 

有馬純幸 160
東京都新宿区西新宿 2- | - | 

新宿三井ピル日立化成工業（樹化成品事業部内
03(346) 3111 

松田義之 652
神戸市兵庫区荒田町 3- 5 - | 

稲垣ピル 東海化学産業（松内
078(531)8661 

緒方正幹 100
東京都千代田区霞ヶ関 3丁目 2- 5 三井
東圧化学（樹化成品建材本部工業樹脂部内

03(581) 6111 

石崎 章 108
東京都港区高輪 2-21 -44 タイホー工業ピル
日曹建材工業（桐内

03(447) 7441 
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6.組織

全国塗膜防水工1 業団体連合会 1 （塗膜工連）

会員（塗膜防水工事業者団体）

所属員（会員団体に所属する塗膜防水工事業者）

J
 ＇ 9

し

d
~ 

J
 '， 

口
(1名） （2名）

ロ

総 務企画委員会 I [:三玉］
（各会員団体の事務

技術委員会 I 局担当者で構成）

職 訓 委 員 会

技 能検定委員会

昭和53年度技能 検定 試験

塗膜防水合格者名簿

全国塗膜防水工事業団体連合会調査

●東京都

塗膜 1級

林伊佐夫（サンコーレジン）

浅川 保（サンレジン）

爪田 九十（大東スレート）

細川 克 秀 ( // ) 

片山 丹（丹工商）

須賀 直樹（第一プロック建設）

岩 田春 男 ( // ) 

由良田道夫（ョッャウレタン）

三浦健吾（清起工業）

仲村 実(//)

小渕 信 夫 ( II 

長谷川吉松（藤猥青興業）

富岡 陸男（トミヨシ商会）

宮崎克己（協和合成工業）

青木義則（アオキ興産）

丹内 康克（グロリー防水工業）

森山 修治（森栄工業）

佐藤 功（大和工業）

大日向昭

信田邦彦

●東京都

塗膜2級

山際 良雄（拓建防水）

浅海陽一（浅海商会）

佐々木隆（丸進工業）

石井民樹（大京商事）

町田 定吉（正和産業）

宿谷直ー（清起工業）

清水一夫( II ) 

笠 原健道( II ) 

慎 島 昭 二 ( // ) 

角田利治( II 

畠山忠志 ( II 

戸塚慎次郎（南海工業）

山内 茂年（森栄工業）

伊藤信男( // 

伊藤哲夫（中外商工）

清水 昭利（十勝防水）

前田 士郎（光栄工業）

工 藤 富 男 ( // ) 

工藤 由和（大東スレート）

斉藤信弘( // ) 

土矢三郎( II 

諏江 和夫（日本レヂポン）

大島 勉宗（東京ユニロン工事）

当麻利男（西川防水）
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嵯峨 功（グロリー防水）

大田順康（江東特殊防水止水工事）

鈴木康之（東邦樹脂工事）

斎藤一政( // ) 

伊藤文行（クニ化学防水）

杉田 誠( // ) 

柳 信雄（吉田設建工業）

佐藤 修（カワキタ防水工業）

武藤吉男（工業技術研究所）

水上秀継( // ) 

横山 鉄夫（ョッャウレタン）

金田 広義 （光清化成建設）

福泉伸一（ゲ）レ防水）

桂島雅行( // ) 

井田 文雄（サンレジン）

石関良一 （工藤防水）

破名城政甚（ユニタイル商事）

池田 四郎（北條漉青工業）

板谷安喜 （板谷防水工業）

淵瀬征ー（スター工業）

上林幹武（城南工務所）

星野 哲

●大 阪府

塗膜 1級



‘’ I 
＇ 

II 

渡辺訥揮（松美化建工業）

中野 利治（摂津シー）レ工業）

大 月 章男( II ) 

進藤 定雄（ゴーレックス京都）

北野忠雄（大一防水工業）

柴田敬三（大阪ユニロン）

野添健次郎（ノゾエ技研工業）

山本 善美（清水興業）

●大阪府

塗膜2級

田村 勝彦（ラバレジン工業）

辻家幸蔵（協立工業）

内藤 斉（丸星工業）

菊地和夫（新和工業）

中田 一光（大阪防水建設社）

堤 隆博（清峰建エ）

松井俊彦（松井耐酸工業所）

御栗 隆（鐘紡合成化学）

池田 政孝（中央建材）

津田直喜 ( II ) 

小林美代浩（中外商工）

宮 下 嘉彦( II ) 

箕 輪 和 良 ( II ) 

中山秀樹（巴防水）

大野公正（大阪防水建設社）

木 村 孟 浩 ( II ) 

川人 功（昭和レジン工業）

●北海道

塗膜 1級

児玉俊司（道路保全）

小池 明（ジオン樹脂工業）

岩 城 利 雄 ( II ) 

西村和広（日興レジン工業）

阿部 昭（阿部レジン）

遠田 真二（ トーダ塗装工業）

中村真美（第一プロック建設）

●北海道

塗膜2級

岡村文雄（北海道ケミカル）

岩崎 勇（サ‘ノレジン）

屋敷幸造（サッポロ防水工業）

壁 雄治（ソロ防水）

森 弘 (II)

阿部来司（阿部レジン）

渡辺 健（北海道オセオ）

丸山 順一（北海道タイホー）

中 村 弘 志 ( // ) 

夏井来蔵（北海道 1/ヂボン）

久保 堅治（日興 レジン工業）

中路喜ー（ナカミチ防水）

大能修二（コニシエ営）

木下孝義（イーシー工業）

● 茨 城 県

塗膜 1級

堀本健一（宇都宮塗料）

土橋義兵（いわき 1/ジン）

● 茨 城 県

塗膜2級

水庭武志（金子工業所）

干沢富司（神原防水工業）

羽富行友（ II)  

木村 昇（以上ミヤタイト）

武石 寿(. // ) 

● 千 葉 県

塗膜 1級

秋元救夫（ジックス）

田中竜雄( // ) 

西沢武夫 (0. R. N) 

西沢 健( // ) 

石 川 文 雄 ( // 

阪上恭行（保土谷建材工業）

田辺 勇（工業技術研究所）

島村初義（伊藤建材）

●千葉県

塗膜2級

黒川 正男（三裕工業）

新井昭ー（清起工業）

牧田至弘（糖信漉青）

津田広志( // ) 

渡辺富雄（工業技術研究所）

江口春雄( // ) 

小野 賢（サンユー工業）

深野卓男（プ）レーフ産業）

滝沢俊文（サン建材）

横森 昌夫（ジックス）

●神奈川県

塗膜 1級

千葉泰正（保土谷建材工業）

小泉 務( // ) 

川島孝夫（フロンテ）
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●神奈川県

塗膜2級

貝谷朝清（工業技術研究所）

山賀文伴( II ) 

柄 本尚良( // ) 

広瀬満津男（第一塗研工業）

大木雅彦（伊藤建材）

中島 啓之（日本レヂポン）

宮原栄治郎（宮原技建）

西川 恵（西川防水）

安藤芳男（安藤防水工業）

大橋 正（宏成瓦工業）

大手紘宣（三井東圧グリーン施設）

渡辺正信（神奈川県防水協会）

池水利樹（ジックス）

海馬沢喜久男（神奈川商会）

●埼王県

塗膜 1級

逹本秀雄 （第一ブロック建設）

中野 進（中央建材工業）

脇谷 弘（日建企業）

樺沢啓治（樺沢ケミカ）い雁青）

平泉徳雄（ウコー）

高野文明（日曹建材工業）

諸富 謙（北原建材）

泊 勇（クニ化学防水）

●埼玉県

塗膜2級

駒込賢二（森山工業）

中路光男（吉田建設工業）

中路勝利( II ) 

沼野和夫（南海工業）

辻本欽一（辻本防水）

i州崎伸七（自営）

海老沼武雄（日本防水工法コンサ）レ

タント）

●石川県

塗膜2級

市橋勝治（北川猥青工業）

竜□ 成人（三友化工商会）

岩和 正（日精工業）

●山梨県

塗膜2級

保坂 三男（日原ライニング工業）



'I/ 

東条 三郎（日原ライニ ング工業）

竹本 勝（協和防水）

●長野 県

塗膜 1級

小林正美（同和建業）

●長野県

塗膜2級

木村泰章（西川防水）

矢田 哲夫（五十鈴建材）

武田 康 雄 ( // ) 

小松俊樹（南信工営）

●静 岡県

塗膜 1級

望月袈裟吉（望月防水工業）

滝口 富雄（旭建エ）

望月 啓司（不二化成品）

伊藤勝彦（大栄工業）

●静 岡県

塗膜2級

池田 豊（森倉工業）

山村 一郎（三井工業）

勝治芳郎（大栄工業）

●愛知県

塗膜 1級

山口 豊二（鐘紡合成化学）

上野政男（東亜建装）

永野 京好（勇吉化学工業所）

能沢 等 （宮崎建材）

古橋 和昭( // ) 

●愛 知県

塗膜 2級

横井 一（重喜防水工業）

北村忠之（東亜建装）

山口 敬ー （中央建材工業）

川畑 力（東海物産）

鈴木 真 一 ( // ) 

野村 浩（鐘紡合成化学）

本荘博司（サンアイ）

窪園健一郎（辰巳防水工業）

●三重県

塗膜 1級

山本重光（自営）

日比野精二（自営）

●三重県

塗膜2級

服部誠次（自営）

小山 孝一（日建商事）

下高谷富ー （自営）

中村利弘（太田建材）

●兵庫 県

塗膜 1級

芦田 昭（神東建材）

山本 利昭（関西工業所）

阪井厚夫（甲陽商会）

中尾 勇（棚田建材）

宮本俊雄（日建雁青工業）

岡本照美（三協工材）

●兵庫 県

塗膜 2級

岩永 光男（山陽建材工事）

高田 実（日建歴青工業）

西山 春幸（マイン工業）

奥 義春（山陰綜合防水工業）

山本隆二（柳田建材）

●奈 良 県

塗膜 1級

志築松治郎（大建化学防水）

●和歌山県

塗膜 1級

山田富士雄（和歌山ベス トン）

阿部 憲昭（和研防水工業）

●和歌山県

塗膜 2級

玉置 亨（和歌山ベス トン）

新海政夫（さち産業）

高木英昭（和研防水工業）

玉置忠男（オーロン物産）

●島根県

塗膜 1級

内藤 節雄（和光工業）

柴田 亀義（西日本防水化学）

●島 根県

塗膜2級

柴田 朗（西日本防水化学）

柴田 徹( II ) 

石飛隆治（中外商工）

高瀕良光（建興工業）

●岡山県

塗膜 1級
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中原 忠（中外商工）

山本 民二 （東中国防水工業）

中嶋治男（三輪防水）

●岡山県

塗膜2級

石原敏男（エイコー産業）

宇治 完（日化工材）

●広島県

塗膜 1級

勝代伝三郎（中国特殊産業）

北瀬京ー（青山工業）

伊藤勇次（伊藤組）

●広島県

塗膜 2級

大谷孝道（三洋技建）

●山 口 県

塗膜 1級

俵 忠義（保土谷建材工業）

高木 貢（三洋技建）

●山口県

塗膜2級

兼重隆雄（保土谷建材工業）

藤本幸生（三洋技建）

●徳 島県

塗膜 1級

前野和俊（阿波防水工業）

室田正家( // ) 

渋谷 宗昭（ ミツワ建産）

藤本義明（斉藤防水）

西谷 剛（富士防水工事）

村田勝巳（徳島ゴー l/ックス工業）

田伏 稔（徳島大三工業）

●徳 島県

塗膜2級

朝戸章文（阿波防水工業）

高本正樹( // ) 

菱井 哲（徳島大三工業）

高井 昭二 ( // ) 

安村輝雄( // 

青木英次( // ) 

益田広之（ ” 
中川恵司( // ) 

大久佐征ー （大研防水工業）

米田 誠介（中条防水工業所）



岡部久夫（徳島ゴーレ ッ クスエ

業）

秋山 清次（

矢本 春夫（

II 

” 
●香川県

塗膜 2級

北村 辰夫（日本防水三島工業所）

●愛媛県

塗膜 2級

中田 重明（竹内建設工業）

石丸 康秋（マルマス河野商店）

谷口 隆（山本商会）

●高知県

塗膜 2級

池 正利（高知工バレヂ‘ノ工業）

松本 和雄（岩田美装工事）

高橋 明保（藤田建材工業）

海部 明男（岸防水工業）

種田 孝夫（上高知防水センター）

横 山昌 夫( // ) 

大 崎 寿重( // ) 

山崎 則夫（高知特殊止水工事セン

ター）

●長崎県

塗膜 2級

渡辺利之（安藤工事）

板坂修二（高稲工業）

城間 文 芳 ( II ) 

太野 誠 (II)

松本 辰 男 ( II ) 

●佐賀 県

塗膜 1級

井崎次男（丸井産業）

塗膜 2級

古賀静雄（山口産業）

森田鶴男（安藤工事）

●鹿児島県

塗膜 2級

藤谷善継（山崎商会）・

東 勝男（自営）

上山芳次（隼人工業）

野口 輝人（協和建装）

染木 勇（若元商会）

●沖縄県

塗膜 1級

上原 弘（琉球ゴーレックスエ

業）

崎山嗣昌（ II 

●沖縄県

塗膜 2級

比嘉正明（琉球ゴーレ ッ クスエ

業）

真喜志等（

宮城信義（

下地美明（

大 城 清 和 （

高江洲義弘(

崎原盛真（

II 

II 

II 

II 

II 

II 

● 福 岡 県

塗膜 1級

松田 裕（日建工材）

山岸義久( // ) 

井野上隆一( // ) 

財部義勝（エ材社）

東徳 信(//)

永芳義信（東洋建エ）

島内藤四郎（九州特殊工事）

●佐賀 県 I下 邦友( // 

松村

遠島

堂本

青山

堀田

芦塚

芦塚

丸田

西

北島

富久

三谷

光章 C II 

光徳（エ材社）

剛生 C II ) 

英治（安藤工事）

泉 C II)  

政己（加茂装備）

盛男 C II ) 

猛 C II)  

久雄（ホクセイ）

勲男 C II ) 

利男（古賀防水工業）

捷明（中外鹿エ）

●福岡県

塗膜 2級

高林誠司（津上産業）

岡 村 吉 平 ( II ) 

鶴田福三郎( II ) 

足立 清（東洋建エ）

片山 光明（九州特殊工事）

療原由正( // ) 

森山 真 （フソウ）

榎枝伸幸（セキソ）

長添時則 (II ) 

木村長生（高稲工業）

天口 守（青盛建材）

松田健児( // ) 

箱 健次（高分子防水）

田本 武（中外商工）

川辺勝美( // ) 

宇都宮信行( // ) 

樋口 光彦（西日本物産）

永田 会和（木下防水工業）

木下次夫（西日本物産）

京田俊彰( // ) 

注）全国塗膜防水工事業団体連合会が各県に依頼，返事のあったものを記載した。
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U-600()・U-7000 
u-100。u-200

ハマタイトウレタン防水材は、ボリウレタンゴムを巷材とした二成分系の液状塗布防水材て‘‘す。

二液を混合、塗布するだけて‘‘常温て‘‘硬化 し、耐候性・耐薬品性・耐水性のすぐれた強靱なゴム弾

性シートになります。また、独得の下地との低接着工法を採用し、更にビニロンクロスを挿入す

ることにより、下地亀裂に対する追随性は抜群て‘‘あり、苛酷な条件にも充分耐えうる防水材て‘‘す。

三 類
防水材 防水材 プライマー ブライマー

U-6000 U-7000 U-100 u -200 
防水層を形成する液状ポリウレタンニ液型で、常温 コンク リート 、モルタル、 下地亀裂発生時防水層の

特 性 硬化により耐久性があるゴム弾l生シートとなる 。 木材等に接着性を与える 密着力を低下させる低接

プライマー。 着用プライマー。

用 途
傾斜面・立上り面塗布用 平担面・塗布用 防水層端末部、 ドレンパ u -100以外の部分に塗

（パテ状） （液状） イプ回り等に塗布する 。 布する。

J IS-A-6021 ウレタン系 1類合格品

■お問い合せ先――—横浜ゴム株式会社ハマタイト事業部神奈川県平塚市中原上宿900 〒254 TEL. 0463(32)2700（大代表） 、

っ—つコム亘U
《サーフアムS》
ウレタンゴムによる軽快な表面仕上げが施して

あり、弾性にも富みかつ強度的にも非常に強い

非透水型舗装材て‘‘特に体育館、スポーツホール

などに使用されます。

〔主な用途）

体育館・多用途スポーツホール・テニスコート

その他あらゆる床材としての応用。

屋内

8-15咄 n

《サーフアムU》
《サーファム U》は、ウレタンゴムをベースと

した合成樹脂床材て‘‘す。下地としては木材、コ

ンクリート等新設、既設の上に施工て‘‘き、感触

のよい滑らかな美しい床面が得られます。

〔主な用途〕

テニスコート・体育館・屋上運動場・その他多

用途スポーツホール・屋内床•その他。

40-60咄り

ウレタンノンスキッド層

ウレタン床材而寸久層

ウレタン・ゴムチップ弾性層

工0.4-0.8咄

4~ 6巧

、•←.、9̀.、[．to •• 1........：・｀•. ・亀',`  ● ： • • 9 :、：:¥：、：： • •..• :． 9 :、9. ．.|| 50咄

I 00-300 "¼it 

，
 

ーけ

J
,
i
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砕石層

■お問い合せ先一ー一横浜ゴム株式会社建設資材事業部東京都港区新橋5-36-11〒105TEL. 03 (432) 7111（大代表）

~YOKOHA薗A

ウレタン床材而寸久層1、
ウレタン床材クッション層；

補津クロス層

均しモルタル（金ゴテ仕上げ））
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●年度別会長，役 員，および会 員数

年度

会

副会長

副会長

I 昭和 44年度 1 昭和 45年度 1 昭和 46年度 1 昭和 47年度 1 昭和 48年度

日本ライ

長
日本ポリウレタン紛保土谷化学工業跨 保土谷化学工業僻 ヒホー）レ 三井東圧 化学僻

ド総
高橋重道手島幸雄手島幸雄 緒方俊夫俵木 滋

鐘 紡 合 成 化 学 鰐 鐘 紡 合 成 化 学諒鐘紡合成化学紛鐘紡合成化学掠 鐘紡合成化学鈴

藤 猥 青 興 業 仰 藤 漉 青 興 業 翰 藤歴青興業條藤濡青興業梱藤漉青興業紛

理 事 1 科研塗 料諒 腑エ ービ ーシ ー商 会 諒エービーシー商会仰ARセンター 闘A Rセンター

鐘紡合成 化学掠 科研塗料翰 諒栄進化建工業所総栄進化建工業所 鰐栄進化建工業所

北原建材工業鈴鐘紡合成化学掠科研塗料梱科研塗料紛科研塗料梱

光清化成建設総北原建材工業諒 鐘紡合成化学跨鐘紡合成化学翰鐘学合成 化学僻

1シフカー建設工業僻光清化成建設諒 北 原建材工業闘 北原建材工業総 北原建材工業諒

武 田 薬品 工業 膀シ フカ ー建 設工業諒建材化工諒光清化成建設諒光清化成建設誅

大和高分子工業諒 武田薬品工業 諒 光清 化成 建設閥 武田薬品工業総 武田薬品工業跨

中央建材工業紛 大和高分子工業諒 武田薬品工業諒 中 央 建 材 工 業 総 大東スレー ト掠

膀東京ポース工業 中央建材工業 諒 大和高分子工業総 東邦化学工業棘 中 央 建 材 工 業 諒

諒東京ポース工業中央建材工業閥 日本曹達翰東邦化学工業諒
日本ヘルメチック 社
ス諒

日本ポリウレタン翰
日 本曹 達総

日本ヘルメチック
日本ラィヒホー）レ ス蛉
ド餘

日本ラィヒホー）レ
藤源青興業翻 ド闘

日本ヘルメチック
三井東圧 化学諒 藤 猥 青 興 業 諒 日本ラィヒホー）レ藤濡青輿業跨 ス諒

ド諒
ョッヤ防水翰保土谷化学工業闘 保土谷化学工業掠日本ラィヒホー）レ

藤泄青興業鈴 ド餘
ラパレジン工業諒 三井東圧 化学諒 三井東圧 化学諒

保土谷化学工業翰

三井東圧 化学靱
ョッヤ防水跨

ラバレジン工業諒

東邦化学工業闊日本ソフラン化工諒友田工業僻

日本曹達跨日本添加剤工業跨 日本曹達諒

日本ソフラン化工闘日本特殊塗料翰 日本添加剤工業翰

日本へ）レメチック 日本ラィヒホー）レ 日本特殊塗料総
ス掠 ド鈴

ョッヤ防水跨

ラバレジン工業翰

藤猥青興業総

保土谷化学工業諒
僻吉田製油所 I

三井東圧 化学仰

ョッヤ防水蛉

ラバレジン工業闘
ョッヤ防水翰

膀吉田製油所

ラバレジン工業靱

監 事隣エ ー ビ ー シ ー 商 会 建 材 化 工 総靱東京ボース工業 日 東 産 業 僻 昭 和 石 油 ア ス フ ァ
社

ソ ー ゴー防水僻 ソーゴー防水諒
日本ヘルメチック

ルト総

日東産業諒
ス紛

日東産業総
東邦化学工業紛 東邦化学工業 蛉

日本ソフラン化工諒

数
閲
釦

員
年
現

会
虚
ぽ

92 社 90 社 93 社 106 社 122 社
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年度 1 昭和 49年 度 1 昭和 so年度 1 昭 和 51年度 1 昭和52• 53年度 1 昭和54• 55年度

会 長
武田薬品工業梱日本ソフラン化工紛 三 洋 化 成工業総 第 一 工業製薬諒 三井日曹ウレタン鈴

秋田 一 雄大家康司柴田和夫久板 勉箕輪 敏

副会長 鐘紡合成 化学翰鐘紡合成 化学闘科研塗料僻大和高分子工業紛科研塗料諒
梱プ）レーフ産業

副会長 藤歴 青興業翰藤猥青輿業諒藤漉青興業翰翰プ）レーフ産業
保土谷建材工業仰

理 事 1 諒A Rセンター仰ARセンター閻A Rセンター大手起業仰大手起業柿

総栄進化建工業所科研塗料総科研塗料掠科研塗料昧科研塗料鈴

科研 塗 料 諒鎚紡合成 化学誅鐘紡 合 成 化学梱 三 洋化成工業総紛ケィ ヒ ン

鐘紡合成 化学総北原建材工業（樹 三 洋 化 成工業（聡新東洋合成闘小松合成樹脂側

I北原建 材 工 業 柿 国 峯 破 化 工業翰新 東 洋 合成諒武田薬品工業諒 三 洋 化 成工業掠

光清 化 成建設翰三洋化 成工業諒武山工業誅武山工業総昭和高分子抹

武田薬品工業憫 新東洋合成憫 大和高分子工業（樹 大和高分子工業仰 昭和石油アスファ
）レト諒

大東スレー ト総武田薬品工業紛 中央 建 材 工 業 総 第 一 工業製薬梱武田薬品工業翰

大 和高分子工業総武山工業翰 常陽産業諒 (52年）常陽産業総武山工業掠

中央建材工業諒第 一 工 業 製 薬 翰 東邦 化 学工業闘 中外商工総大和高分子工業掠

日 本曹達掠 大和高分子工業翻日本ソフラン化工翻東邦 化 学工業諒 第 一 工業製薬跨

日本ソフラン化工掠中央建材工業掠 日本曹達諒 日本特殊塗料諒中外商工梱

日本 特殊塗料昧日本ソフラン化工紛日本ヘルメチック
日本ラィヒホー）レ
ド悌

東邦 化 学工業柿
ス誅

糠信猥 青靱東海 化 学産業鰐日本ヘルメチック
ス闊

糠 信 猥青闘
ノゾ工技研工業膀

大日本インキ化学

日本ラィヒホー）レ日本ラィヒホー）レ 工業総
ド闘 ド諒 紛 ノゾ工技研工業日立化成工業梱糠信猥青誅

（有）ノゾ工技研工業 ノゾエ技研工業翰 藤猥青興業跨 腕プ）レーフ産業 ノゾ工技研工業闘

日本へ）レメチック
ス跨

△

A
9

A
N”
A
N
”
 

-
T
 
△
 

藤 漉青 興 業 掠 藤 歴 青 興 業 諒 総 プ ）レーフ産業保土谷化学工業昧紛プ）レーフ産業

保土谷化学工業掠 跨プ）レーフ産業 保土谷化学工業総 三 井東圧 化学紛 保土谷建材工業諒

三井日曹ウレタン紛保土谷化学工業闊 三 井東圧 化学総 三井日曹ウレタン掠 三 井東圧 化学闘

ョ ッ ヤ防水諒 三井東圧 化学跨 三 井日曹ウレタン闊ヨツヤ防水諒三井日曹ウ Vタン梱

総吉田製油所 ョッヤ防水梱 ヨツヤ防水跨 (53年）諒ケィヒン ョッャウレタン翰

ラノ<[/ジン工業諒 ラバレジン工業闘諒 脇 坂石川達次（事務局） 石川達次（事務局）

〇

総

監 事 I東邦 化 学工業総光清 化 成工業跨光 清 化 学工業梱鐘紡合成 化学仰鐘紡合成 化学諒

日 東産業諒 東邦 化 学工業諒 第 一 工業製薬闘日本ソフラン化工（跨日本ソフラン化工腕

東日本塗料諒日本曹達総諒吉田製油所

会員 数

（各年度
末現在）

121 社 121 社 115 社 96 社
昭和54年10月現在

92 社
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昭和54年度日本ウ レタ ン建材協会 役員名簿

会 長 箕 輪 敏
三井日曹ウ
レタン掠
専務取締役

副会長

副会長

副会長

理 事

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

科 研塗 装 梱

保土 谷 建材工業卸

諒プ ルーフ産業

三洋化成工業梱

武田薬品工業梱

第一工業製薬腕（原料部会長）

東邦化学工業腕

大日本インキ化学工業総

三井日曹ウレタン諒

保土谷建材工業仰

科研 塗料闊（加工部会長）

小松合成樹脂閻

昭和高分子跨

昭和石油アスファルト掠

II 

II 

}I 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

専務理事

監事

II 

大和高分子工業柿

中外商工誅

東海化学産業諒

三井東圧化学腕

大手起業梱

梱ケィヒン

武山工業跨（施工部会長）

糠信渥青餘

梱ノゾ‘工技研工業

餘プルーフ産業

ョッャウレタン総

石川 達次（事務局長）

鐘紡合成化学腕

日本ソフラン化工総

専門委員 会 構成

摘 要 総務委員会

委員長

JASS対策委員会

三井 日曹ウレタン諒保土谷建材工業総武田薬品工業掠保土谷建材工業跨

三井日曹ウレタ ン掠大和高分子工業諒掠 A R セ ン タ ー

技術安全委員会 p R 委員会

副委員長

委 員 l第 一 工業製薬掠

科研 塗料跨

保土谷建材工業諒

総プ）レーフ産業

三 井東圧 化 学 腕

日本特殊塗料（株

諒 A R セ ンタ ー

大日本インキ化学工業

ョッャ ゥレタン餘

中外商工諒

科研 塗 料諒

小松合成樹脂 僻

鐘紡合成化学紛

武田薬品 工 業（粉

株ケイ ヒン

昭和石油アスフア）レト跨

大日本インキ 化学工業

昭和高分子翰

諒東京ポース工業所

鈴プ）レーフ 産 業

鐘 紡 合 成 化 学諒

三井日曹ウタタン腑

大日本インキ化学工業

大和高分子工業翰

三 井東圧 化 学掠

ョッャウレタン誅
日

日

日

東

保

三

三

モ

- 62 -
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会員名薄
昭和54年10月現在

左から会員・所在地・〒・電話（代表）

●原料部会

三 洋 化成 工 業 跨

第 一工業製薬鈴

武田薬品 工 業鈴東京支店

東邦化 学 工 業 諒

日本ソフラン化工総

大日本インキ 化学 工業 鈴

保土谷建材工業鈴

三 井 日 曹 ウレタン諒

京都市東山区一橋野本町11-1

京都市下京区西七条東久保町55
東京都中央区日本橋2-12-10

東京都中央区日本橋蠣殻町1-ll
大阪市西区江戸堀上通2-5
東京都中央区日本橋通3-7-20 デイ ックビ）レ

東京都港区浜松町1-18-14 スバ ックスピ）レ

東京都港区虎の門3丁目8-21 第33森ピ）レ

605 
600 
103 

103 
550 
103 
105 
105 

075-541-4311 
075-313-5131 
278-2780 

668-2271 
06-441-880l 
272-4511 
437-9471 
431-6193 

●加 工 部 会

イサム 塗 料仰

掠 エ ー ピ ーシー商会

諒A. Rセ‘ノター東京支店

科研 塗 料諒

鐘紡合成化学 鈴東 京支店

小松 合成樹脂翰

斎藤膀野田工場

昭和 高分子諒

昭和石油アスフ ァ ルト跨

東洋合成鈴

住友 化 学 工 業梱

大和高分 子 工 業跨

中央化成僻東 京支店

中外商工諒

デイックプ）レーフィング翰

掠東京ポ ー ス工業社

東海 化 学 産 業株

東都 化成僻

東洋インキ製造翰

日本化 成翰

日本 特殊 塗 料 翰

新

成工業腕

東日本 塗 料掠

保土谷建 材 工 業総

三 井東圧 化 学 掠

三 井日 曹 ウ レ タ ン掠

モ ルナイト興業 総

日 立 化

大阪市東淀川区三津屋南通4-10
東京都千代田区永田町2-12-14

東京都港区新橋6-1-l 秀和御成門ピ）レ

東京都大田区大森西4-l-5
東京都品川区五反田7-22-17 TO Cビ）レ

千葉県野田市中里222 中里工業団地

野田市中里工業団地

東京都千代田区神田錦町3-20
東京都品川区南大井l-7-4
大阪市西区西本町2-5-19

ニューオカザキバシビ）レ’

大阪市東区北浜5丁目15
東京都千代田区平河町2-4-16 平河中央ビ）レl

東京都中央区日本橋室町2-4 共同新室町ビ）レ

大阪市西区靱本町 1丁目5-14

東京都千代田区鍛治町 2丁目10-10
東京都荒川区西日暮里2-45-2
神戸市兵庫区荒田町 3丁目5-l
東京都江戸川区船堀2-15-4
東京都中央区京橋2-6
大和市下鶴間乙 6号ー2758
東京都北区王子5-16-7
東京都新宿区西新宿2-l-l

新宿三井ピ）レ（私書箱233)

東京都葛飾市堀切3-25
東京都港区浜松町1-18-14 スバ ックスビ）レ

東京都千代田区霞ケ関3-2-5 霞ケ関ビ）レ

東京都港区虎ノ門 3丁目8-21 第33森ビ）レ
東京都新宿区市谷田町2-7 東ピ）レ

秋山ビ）レ

稲垣ビ）レ

532 
100 

105 
143 
141 
270-02 
270-02 

101 
140 

550 

541 
100 
103 
550 

101 
116 
652 
132 
102 
242 

114 

160 

124 
105 
100 
105 
162 

06-302-5801 
507-7039 

434-8411 
763-9251 
494-2741 
0471-29-4331 
0471-29-3121 
293-3631 
761-4290 

06-541-1931 

06-220-3591 
230-4311 
241-2181 
06-443-7747 

256-7061 
801-1151 
078-531-8661 
680-1331 
272-5711 
0462-61-7245 

913-6135 

346-3111 

693-0851 
437-9471 
581-6111 
431-6193 
260-3231 
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■会員名簿

横

ラ
浜

サ合

ゴ

成

ム

樹 Il旨
跨

諒

東京都港区新橋5-36-11
東京都千代田区岩本町 2丁目3-l 山進ピ）レ

105 
101 

432-7111 
862-0651 

● 施 工 部 会

腑

総

所

仰

卜

諒

総

業

所

ソ

掠

一

梱

蛛

諒

事

諒

仰

闘

店

総

所

仰

紛

総

跨

業

所

ク

業

業

工

業

商

卜

設

工

水

業

業

ン

業

業

工

業

ヒ

セ

ン

エ

ン

業

業

業

業

業

建

水

ク

業

工

水

．ヵ

事

工

実

助

エ

一

設

ラ

エ

ェ

ェ

ェ

研

ェ

ジ

防

材

起

防

イ

水

水

建

フ

ー
エ

エ

之

工

工

エ

レ

ッ

防

波

廿

H

術

止

レ

ロ

本

禾

殊

防

ー

ソ

コ

芳

商

ス

塚

リ

禾

工

建
住

手

ケ

杖

特

力

栄

成

栄

新

山

勝

ブ

東

筑

石

倉

ォ

田

日

協

業

知

洋

フ

言

ン

野

高

葵

安

圏

臼

諒

大

大

北

総

仰

エ

闊

サ

三

ジ

園

ジ

新

森

菅

平

拓

武

大

大

第

園

東京都江東区森下2-20-3
宮原マンションビ）レ201号

仙台市上飯田字遠西86番地

川崎市貝塚2-5-11
東京都北区豊島2-25-ll

大牟田市三坑町 8
東京都板橋区徳丸町1624-3
東京都渋谷区代々木2-18-9
室蘭市知利別2-13-7

北九州市八幡西区大字藤田2419
東京都大田区西蒲田3-1-13

東京都文京区本郷 2丁目12-6
高知市天神町18-10
札幌市北32条東8-417

北見市常盤町702-7 常盤バークハイツ601号
東京都新宿区矢来町106
東京都北区田端2-5-12
札幌市豊平区美園 2条 6丁目（第 2宅建ビ）レ）

室蘭市小橋内町1-4
東京都大田区鵜の木l-4-5
東京都目黒区南2-10-16
長岡市蓮潟1-3-9
静岡市千代田812-4
甲府市幸町26-12
東京都新宿区百人町2-3-10
東京都足立区南花畑 l丁目14-24
北見市南町 1丁目8-33
千葉県柏市豊住5-2-21

上田ビ）レ 4F

135 

980 
210 
114 
836 
175 
151 
050 
806 
144 

113 
780 
065 

090 
162 

114 
062 

051 
146 
152 
940 
420 
400 
160 
121 
090 
277 

632-3385 

0222-86-3737 
044-244-4861,..__,2 

914-1571 
09445-4-3111 
932-7909 
379-2035 
0143-43-2247 
093-631-3707 

753-2713 
815-4421 
0888-32-8143 
011-751-3033 

0157-25-8995 
260-0321 
828-4493 
011 -824-1331 
0143-23-5540 
759-8831 
717-2332 
0258-27-5345 
0542-46-2589 
0552-35-3551 
200-2877 
883-3131 
01572-3-4155 
0471-63-7997 
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昧中 央 コソクリート 防 水

中 外商工僻

（有 ）中西工務店

成瀬瓦工業（有）

日 興 レ ジン工業鈴

靱日 本化学研究所

僻日本通商

日本防水工法コンサルタ ン ト闘

日 本漉 青 工業闊

糠信猥青翻

跨ノゾ工技研工業

フク タ カ工業掠

蛛プ ）レーフ産業

マグナ工業総

丸星工業諒

三 星産業諒

大和 工 業 條

友和 防水技研腕

ョ ッャウレタン諒

ラ バ レ ヂン工業聡

● 賛 助 会 員

イノ、 ラ ケミカ）レ工業（粉

活材ケミカ）レ僻

セ イカ 商事 閥

東洋紡スバンボンド 翰

日 曹建材工業（株

日東紡績僻

ヤクシ 化 成総

東京都世田谷区成城8-9-11
大阪市西区靱本町 1丁目5-14
横浜市保土ケ谷区仏向町1727-53
和歌山市和歌町27
札幌市北区北十八条西4-21
東京都中央区京橋 1丁 目6-13
長岡市豊町 2丁目7-14
東京都足立区千住東2-4-18
東京都中央区八重洲2-2-1（大和銀行新八重洲 ピル）

船橋市藤原3-474-96

大阪市平野区長吉長原東 l丁目6-10
札幌市中央区北 3条西 2丁目 富山会館ピ）レ

東京都港区新橋5-7-13 仲井ビ）レ

東京都渋谷区代々木1-31
大阪市此花区酉島1-1-2
東京都千代田区神田小川町3-28
東京都荒川区南千住5-5-10

東京都北区十条仲原2-12-6
東京都新宿区中落合2-11-3
大阪浪速区桜川5-2-8 田坂ピ）レ

三東ピ）レ’

157 
550 
240 
640 
065 
104 
940-01 
120 

103 
273 
547 
060 
105 
151 
554 
101 
116 

114 
161 
556 

東京都台東区池之端1-4-26 110 
港区虎の門 3丁目 8番21号 第33森ビ）レ 105 
和歌山市南汀丁1-3 640 
大阪市北区堂島 2丁目4-17号 藤田ビ）レ 530 

東京都港区高輪2丁目21番44号タイホー工業ビ）レ内 106
東京都中央区八重｀洲6-1 104 
東京都中央区日本橋小舟町1-3 103 
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■会員名簿

483-6644 
06-443-7747 
045-333-6676 
0734-24-5234 
011-721-0178 
564-5161 
0258-35-5615 
888-0030 
271-6781 
0474-38-4511 
06-708-7651 
011-231-1035 
437-5417 
370-2211 
06-462-2288 
292-1961 
802-4751 

906-1501 
954-2611 
06-561-6601 

828-6181 
436-6471 
0734-33-2191 
06-348-3365 

447-7441 
272-1211 
663-3251 



ウレタン建材協会の益々の発展を期待して

山紫水明の都「京都」に本社がある。 ている。

第一工業製薬株式会社

第ー開発事業部開発課長

原田英雄

弊社は繊維薬剤としての マルセル石鹸，モノゲンなどの この骨子は先に「経済大国」として，貿易自由化体制

製造販売か ら出発し．現在は衣・食・住関連分野へ と多 の維持と国際分業の推進を計り．同時にエネルギー危機

角的に各種の製造販売へと変遷し発展してぎている。 で露呈された「資源小国」の立場から，原子力の安全確

本協会に関連し同弊社のウレタン事業の展開は．昭和35 保と同時に代替エネルギー開発に本格的に取り組むこ と

年にウレタンフォーム用原料ポリエーテルの製造研究に であり，一方で高度成長の過程で取り残こされた「生活

着手し． 38年米国U. C. C対抗品 としての「ハイフレ の質」と「ゆとり」とを充足させることである。

ックス」の製造設備を四日市工場で弊社独自の技術で建 こういった国民的目標に答えるため．産業政策として

設し企業化に成功し，次いでウレタン建材は住分野への はより一段と高次の知識集約化をあげ究極的には「技術

進出を意図して．ポリウレタン企業の拡大展開を期し， 立国」 としての道を歩くべきだ としている。

41年に引継き研究着手し， 国産技術による企業化に成功 昭和40年代のはじめに，国際収支の赤字を克服した日

し．現在 「ポリ フレックス」 「ポリハードナー」 「セツ 本経済は，新 しい経済の国家目標の設定を求められ．富

卜品」各種の製品販売をし今日に至っている。 国強兵から国際競争力の育成へ，さらに80年代への技術

なおー昨年には． 四日市工場で JIS, A-6021「屋 立国への道に対して， 果して国民のコ ンセサスを得るこ

根用塗膜防水材」の JI S指定工場の認可を受け，益々 とができるかが問題であるといわれている。

本業界への展開に期待をかけている。 これらの国家的背景の意図はともかくとしても．ゥレ

ゥレタン建材協会も弊社の久板会長時代に，ウレタン防 タン建材協会も石油資源を基盤としたウレタ ン建材の展

水協会から建材協会へと事業展開も拡大発展し， 本年此 開においては，過剰品質の制限．資源開発例えば少なく

処に芽出度く 10周年を迎えることは本当に喜ばしい限り とも硬化剤成分を石油資源以外の石炭資源への変換に求

である。 める，配分処方の改善に努めるなど（弊社 JI S規格品

思えば，昭和43年頃だったか，ウレタン建材協会（防 ノンタ ー）レ コート），なおさらに技術革新を基に した優

水協会）の誕生時に弊社（小職）が大浜氏（旧建研室長）， れた品質と耐久力のよい．経済性のあるウレタン建材の

新樹社桜井氏などの方々と相談し，これからのウレタン 発展を指向せねばいけない と考える。

樹脂防水材の成長とより良い発展をと協会結成（組織 まさにウレタン建材協会加入の原料，加工部会におけ

化）を働ぎかけたことがあった。 るウレタン化学の質的な技術の向上と，それらの部門と

それが現在のウレタン建材協会に大ぎく成長したこと 施工部会との協調による専門的な知識集約化を計るなど

は．協会結成に尽力された方々及びその運営に誠意をも の展開を考慮してより大ぎな成長をさせねばいけないと

って協力された方々のたまものとその絶大な努力に対し 思う。

謝意を表する次第です。 これらの成果の結集の上に立って．建設省．ゼネコン

我が国企業の猛烈なパイタリティーは，ウレタン関連 設計事務所など各関係先におけるウレタン建材の信頼と

企業が代表されるといっても．過言でないと思うが．第 適正価格の認識を得て．建材としての不動の地位を獲褐

一次オイルショックはともかく．第二次オイルショック したいと念じている。なお．でき得れば．より 川上に坂

ではいささか混迷しているようである。 登 り，各関連企業のウレタン建材に取り組む姿勢をより

通産省は．最近の第二次オイルショックを通じ．わが国 深く認識し．調和と協調の精神で運営してい くこ とが必

の資源小国の立場からみて， 「80年代の通商産業政策の 要である と痛感している。末筆ですが．ウレタン建材協

ビジョン」を発表し．このなかで「技術立国」をうた っ 会の益々の発展を祈って止まない。
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＜統計資料＞

（単位：屯）

こ;こ円/口昭`和45年 /,46年／， 47年／， 48年 /,49年／， so年／， 51年／， 52年／， 53年備 考

T D I 35,600 41,300 51,100 52,400 45,400 51,400 56,500 56,500 51,900}通産統計資

M D 1 ・ I I I 16, oool 20, sool 19, 100[ 18, 400[ 21, sool 24, 600[ 32, ooo 
料による

P P G I 73, 0001 87, 3001 104, 8001 111, 5001 88, 4001 100, 5001 119, 2001 137, 6001 150,400 

ポリウレタン原料，主要製品の出荷量推移

（単位：屯）

こ 昭和45年／,46年／,47年/,48年／, 49年／,so年／, 51年,, 52年／, 53年備考

ウレタンフォーム 82,800 87,700 109,500 129,000 102,900 108,700 122,200 130,000 153,600 

冒軟 質 フ ォーム 68,900 71,900 88,100 99,800 76,500 83,900 94,200 101,600 117, 100 ｝通産統計資
料による

硬質フォーム 13,900 15,800 21,400 29,200 26,400 24,800 28,000 28,400 36,500 

建築土木材料 7,000 13,000 20,000 29,000 27,000 27,000 30,600 34,700 38,600、

旦｛防水材料
5,000 10,000 14,400 21,400 20,200 18,000 19,400 20,700 22,100 

その他 2,000 3,000 5,600 7,600 6,600 9,000 11, 200 14,000 16,500 ）当協会推定

エラストマー 2,800 3,000 3,300 3,800 3,000 3,000 3,300 3,800 4,500 

塗 料 13,400 15,000 20,400 25,200 20,600 22,600 30,600 35,300 41,800 ・ 

註 （1) 上記は製品重量である。

(2) 建築土木用のその他は，床材，弾性舗装材，シーリング材，等である。

(3) 上表には合成皮革を含まない。

(4) 100 t未灌は整理した。

0
.

0
 

0

0

 

0

0
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量

30000 

25000 

20000 
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10000 
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日本ウレタン建材協会

10年の ぁ ゅ み

| 

本会の創立

昭和44年10月2日

日本ウ レタン防水協会が創立され，その目的，事業内容，構成を次の通り とするこ とを

決定した。

〔目的〕

本会は防水・塗り床•その他ウレタン建材関連事業の振興ならびに会員の親睦融和を図

る事を目的とする

〔事業内容〕

本会は前条の目的を達成する為，次の事業を行う

1. 市場調査並びに需要開発に関する事項

2. 技術情報の交換及び研究開発に関する事項

3. 諸機関並びに関係団体その他との連絡協議

4. その他本会の目的を達成する為に必要と認めた事項

〔構成〕

1. 正会員

ウレタン建材の原料製造業者，加工業者並びにこれに準ずる業者． ゥレタン建材のエ

事並びにこれに準ずる業者

2. 賛助会員

前項以外の者で本会の趣旨に賛同する者は，賛助会員 として入会させることが出来る。

但し賛助会員を入会させる時は本会の理事会の議決を必要とする

（備考）目的および構成については．塗り床，その他を含めた現在のものを記載してあ

る。

PR用 リーフレット作成

昭和46年5月

標準仕様書 （案）作成

昭和47年2月

試験法 （案）作成

昭和47年3月

工法特許の取得

昭和48年 1月

「ウレタン防水の案内」を作成，各界需要先および会員関係先宛配布した。

「ウレタン防水工事標準仕様書（案） 」を作成し関東，関西，両地区に於いて説明会を

開催し，来会者よりも多接の意見を伺い更に補足する部分をまとめた

試験法委員会においてウレタン防水材料の試験法（案）を作成したが，更にその妥当性

確認のための試験を実施することに した

工法特許 No.541825（通称浮か し張り特許）の専用実施権を取得し，会員には無償でこ

の工法による施工を認めることとした。
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防水団体職訓委員会の編成 ウレタ又防水以外の各種防水団体と協同体制の下に防水従事者の資質向上のため，職業

昭和48年 1月 訓練その他の推進母体を編成した。

標準仕様書および同解説完 昨年来ウレタン防水工事標準仕様書を20,000部作成し，広く関係需要先宛配布したが，

成と説明会 ひきつづき，更に詳細な解説書を本年 2月作成したので，これらについて，東西両地区

昭和48年 3月 において説明会を開催した。

J IS制定準備開始 ウレタン防水に関する JI S制定のため工業技術院日本建築学会，業界関係者による意

昭和48年 7月 見交換会が八重州竜名館で開催された。

合成高分子系屋根防水用塗 第 1回原案作成委員会が開催され，当協会からも技術委員長低か， 4社が委員に応嘱し

膜材原案作成委員会の発足 た。

昭和48年 8月

関西集会の開催

昭和48年10月

石油シヨック

昭和48年 秋

J IS原案の答申

昭和49年 3月

全防連の設立と加入

昭和49年 7月

(1)協会事業計画推進状況，（2）原料需給状況，（3）防水材 JI S原案作成の経過，（4）職業訓

練の進行状況等について報告し，意見交換を行い関西地区委員との交流を深めた。

原油の急．且大巾な供給減と．値上りによりウレタン防水材もまた約 5ヶ月間にわたり

深刻な品不足にみまわれることとなった。

J I S原案の大綱がまとまり JI S原案作成委員会より工業技術院に答申がなされた。

かねて各種防水団体職訓委員会が発展し， 全国防水工事業団体連合会として設立された

職業訓練，技能士の養成その他防水工事業者の資質向上のため諸般の事業を全国的に展

開することとなった。当協会もこれに加入のこ ととした。

当協会設立周年記念式の開 本会発足以来満 5周年を迎えたので， これを記念し会外の方々もお招き して次の行事を

催 行っ た。

昭和49年10月25日 （1) 協会会誌の発行

(2) 記念式の開催

工業標準調査会委員応嘱

昭和50年 7月

会誌創刊号発行

昭和50年12月

ウレタン防水材 J IS原案

説明会の開催

昭和51年 3月

(3) 会員宛感謝状の贈呈

(4) 記念品贈呈

工業技術院の依頼により当協会技術委員．保土谷化学工業闘伊藤松夫氏および三井東圧

化学諒 岡福ー氏が生産者代表として応嘱した。

会誌ウレタン防水第 1号を発行し．全国の官公庁営繕建築担当および設計事務所，建設

業者あて無償で送付しPRに努めた。会誌は今後毎年発行を予定。

J I S案作成に当って各種試験実施．データ集成等協力され又．今后， J I S工場の認

可申請の方向に進む原料部．加工部の会員に対し．東京．大阪両会場において JI S対

策委員長保土谷化学工業伊藤松夫より JI S原案作成の経過報告ならびに今后の問題に

ついて説明会を開催した。
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硬化剤講習会の開催 硬化剤に関する技術上の諸点について東西両地区においてイハラケミカ）レ掠．和歌山精

昭和51年6月 化工業掠より講師を招いて勉強会を催した

J I S A 6021説明会開催 工業技術院，当協会共催により， J I S A6021の規格内容と，今后 JI S表示許可を受

昭和51年11月 けるについての準備事項について，審議専門委員会会長大島久次氏（千葉工大教授）な

らびに通産省工業技術院若林技官を講師とする説明会を，東京，大阪で開催し関係者多

数が参加した。

全国塗膜防水工業団体連合 塗膜防水各業種の工事業団体18団体が大同団結し連合会を結成し，全防連に加入するこ

会発足 ととなった。当協会も施工部がこれに加入した。

昭和51年12月

ウレタン塗膜防水の JAS 日本建築学会では，同会の建築工事標準仕様書 (JASS)に塗膜防水を組入れること

s-8組入方針決定 を決定し，当協会に対し協力の要請があった。ウレタン防水については協会内に委員会

昭和52年3月 を設け対応することとなった。

ウレタン塗り床資料の収集 日本建築学会の要請に応じ，会員メーカーの資料サンプルをとりまとめて提供し施工指

昭和52年9月 針作成の便に供した。

技能検定用ウレタン防水材 53年 1月実施の塗膜防水技能検定実技試験に使用するウレタン防水材約10tについて，

料の出荷協力 品質に一定の基準を定め，受検 1名毎の小分け包装＠上全地域に発送した。

昭和52年11月

補強布関係勉強会の開催 JASSに関連し補強材メーカー日東紡績，東洋紡スバンポンドの両社に参加願い勉強

昭和53年 1月 会を開催した。

塗膜防水技能検定に参加 塗膜防水技能についての国家試験が 1月実技 2月学科の順に実施され，当協会会員も多

昭和53年 1~2月 数受検した。

業界動向調査票の提出 I通商産業省窯業建材課の調査に対応し詳細な報告書を作成し提出した。

昭和53年2月

塗膜防水技能士の誕生 第 1回の検定であったが，受検者の熱心な勉強の甲斐があって，受検者 703名に対し

昭和53年3月 1級156名 2級286名計442名が合格した。

日本ウレタン建材協会と 従来のウレタン防水の低か，塗り床，弾性舗装の分野にも事業を拡大することを総会で

改称 決定し，これに伴って会則，会名を変更した。

昭和53年5月

補強材入り防水層の強度物 補強材の防水層に及匠す影響について，統一試験を行い，データを集約した，今回の試

性の統一試験 験は第 1次のものであり，中間段階であるので，技術委員会内データに留めることとし

昭和53年10月～12月 ている。
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JASS （案）発表

昭和54年 3月

10周年記念行事計画

昭和54年 5月

座談会の開催

昭和54年10月

10周年記念式

昭和54年11月

日本建築学会発行の建築雑誌 3月号に， JASS防水工事改定案が発表された。塗膜防

水については新規組入であり，当協会関係には増刷配布した

昭和54年10月をもって当協会は設立10周年を迎えるので会誌 5号を10周年記念号とする

こと，永年在会者に対し感謝状の贈呈，記念式の挙行等を含む事業計画を総会において

取決めた。

建築学会関係者 3氏，当協会技術， PR委員 4氏にて「展開するウ 1/タン建材」のテー

マのもとに座談会を催し，貴重な意見交換を行った。この内容については， 11月発行の

当協会会誌第 5号に掲載すること としてい る。

平素ご指導を頂いている会外来賓の方々も多数お招き して，御礼を申 し上げ，又会員表

彰を行ったのち記念パーティーに入り，福引などをまじえ盛会裡に終了した。
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戸富な実績が物語る一一こ）
優れた原液・責任工事

◆お問い合わせは、当社合成樹脂部まで、ご連絡下さい。

迎芦東邦化学工業株式含社
責任施工東邦特殊工事株式会社

本 社：〒103東京都中央区日本橋鋲穀町 1-14-9 合 03-668-2271（大代表）

大阪支店：〒541大阪市東区淡路町 1-14（八千代ビ）レ） 合 06-201-4871（代表）

名古屋営業所：〒460名古屋市中区丸の内2-15-21（中川商会ビ）レ）合052-211-2 3 0 8 

徳山営業所：〒745山口県徳山市晴海町 2-1 合0834-21-7 3 8 6 
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大和高分子工業株式会 社

東海化 学産業株式会社
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●工 事報告

建築概要

現場名： 山梨県立須玉商業高校

施 主 ：山梨県総務部営繕課

施工：日原ライニング

ウレタン塗膜防水工事

施工面積： 990rn2 

工法： DD- 1工法

施工期間： 54年 8月

建築概要

建物名：ヤクル ト宝塚工場青葉寮

設計・施工 ：大成建設諒

所在地：宝塚市小浜

ウレタン塗膜・塗床工事

施工場所：屋上防水工事，床工事

施工面積： 1,200 m2 

工 法： G- 2工法， C-2工法

施工期日：昭和54年10月5日



保土谷建 材工 業株 式会社

株式会社 東京ボース工業社
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●工事報告

建築概要

建物名：嘉税学園グラウン ド

所在地 ：千代田富士見町2-15-1

施 工： ョッャウレタン僻

ウレタン弾性舗装工事

施工場所 ：テニスコ ート 弾性舗装

施工面積 ：914m2

使用材料：レグポール屋外システム

施工期間：昭和54年4月

建築概要

建物名：高和工業株式会社工場

所在 地：埼玉県

直営施工 ．．跨ポース工事センタ ー

ウレタン弾性舗装工事

施工場所：テニスコート弾性舗装

工 法：ボース RB-240工法

施工面積： 850m2



●工事 報告

大日本インキ化学工業株式会社

大日本インキ化学工業株式会社
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建築概要

建物名 ：大田区東調布中学校

所在地：東京都大田区

元 請：辻建設工業翰

ウレタン塗膜舗装工事

施工箇所：本校舎屋上

工 法：厚塗スポーツ床仕様

使用材料 ：デイックウレタン，

ディックウレタンカラー

建築概要

建物名：国学院高等学校

所在 地 ：東京都渋谷区

元 請：大成建設

施 工：日本奥アンツ ーカ諒

ウレタン弾性舗装工事

施工箇所 ：グランド



株式会社 ARセンター

株式会社 ARセンター

●工 事報告

建築概要

建物名．・埼玉県大宮サッカ ー場

所在地：埼玉県大宮市大宮公園内

施 主：’埼玉県

設計管理：埼玉県建築部営善課

施 工 ：松栄建設卸

構造規模 ：RC造スタンド，施設建物，大屋根

ゥレタン塗膜防水・塗床工事

施工箇所 ：スタンド大屋根， 2Fホー）レ通路・廊下・階段

1 Fピロ ティ・ダックア ウト・通路・階段

施工面積： 2,250m2 

要求性能 ：防水性，耐亀裂應耐衝撃性，歩行耐用性．美

観意匠性，耐久性

工 法 ：ス タンド大屋根 (ARウレタ ンND-F工法 ト

ップコ ート仕上げ）

2 Fホー）レ (ARウレタンND工法＋ リオ ファ

インノンスリップ仕上げ）

1 Fピロティ（リオフ ァインノンスリップ仕上）

使用材料： A Rウレタンプライマー450Kc;, ARウレタ ン，

2, 900Kc;, リオフ ァイン5,8SOKc;,補強布1,OSOm 

工事期間：昭和54年 2月～ 8月

施工延人員：約65人

防水施工：トーサイ

防水監理：闘ARセンター
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建築概要

建物名：衆議院事務局庁舎新築工事

所在地：千代田区永田町 1丁目 6番

施 主：建設省

設計管理：建設大臣官房官庁営繕部監督課

施 工：閻熊谷組

構造規模 ：RC造． B3F, SRC造 8F 

ウレタン塗膜防水工事

施工箇所： B1, B 2, B 3機械室．車室，車路

1 F床， 2 ～ 8 F，室内

施工面積： 8,750m2 

要求性能：防水性，耐亀裂性，耐衝撃性，耐久性

工 法 ：ARウレタン ND工法，厚さ2.0恢

使用材料： ARウレタ ンプラ イマー 1,750Kg 

ARウレタン 21,OOOKr; 

NDクロス 9,625m 

工事期間 ：昭和53年12月～54年 7月

施工延人員：約200人

防水施工：高山工業諒， トー シン工業跨

防水監理： （梱ARセンター



小松合成樹脂株式会社

新成工業株式会社
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●工事 報告

建築概要

建物名．・埼玉県玉井団地

所在 地．・埼玉県熊谷市

建物構造： RC構造 4F 

施 工 ：石田建材工業掠大宮支店

ウレタン塗膜防水工事

施工場所 ：ベランダ

施工面積 ：1,230m2 

工 法：アクアコート

カラー仕上げ工法

使用材料：アクアコート
#2, 000 2, SOOKc; 

アクアコー ト
#£, 500 900Kc; 

施工期間：昭和54年7月～ 8月

建築概要

現場名：室蘭産業会館

発注者：室蘭市

ウレタン塗膜防水工事

施工面積 ：750m2

施工方法： SR-A- 1工法

シルパー仕上



科研 塗料株式会社

科研 塗料株式会社
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●工事報告

建築概要

建物名：都立江戸川養護学校

設 計：松本，平田，坂本設計事務所

元 請 ：日産建設膀，村本建設梱， JV

施 工．・シフカ ー建設工業僻

ウレタン塗膜塗床工事

施工場所 ：床全般

施工面積： 1,800m2 

工 法：キングフロアKM工法

使用材料：プライマーMK-40,

キングフロア下塗・上塗，

トップコート

建築概要

建物名：上智大学

ウレタン塗膜防水工事

施工場所： 1号館屋上およびベランダ

施工面積： 580m2

工 法：ウいノー）vT• D工法

使用材料：プライマーMK-40,
200K9/m2 

ウレシー）レT- 3 2K9/m2 

キングフロアD- 2 2 K9/m2 

施工期間： 14日（下地処理含）

施工延人員： 40人



I I I ●工 事報告

モルナイト興業株式会社

日本ソフラン化工株式会 社
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建築概要

建物名：第一生命京橋ビ）レディング

設計施工：日本建設闘

ウレタン塗膜複合防水工事

施工場所： 屋上防水工事及び弾性舗装

施工面積： 1,lOOm2 

使用材料：カラゾーンU#8工法，

厚さ 87%

施工期間 ：昭和54年4月

防水施工 ：松尾化学工業跨

建築概要

建物名：安中市営球場

設 計 ：安中市役所

元 請：井上組

ウレタン塗膜複合防水工事

施工場所 ：防水工事及び塗床

施工而積： 3,600m2 

使用材料 ：ソフランシー）レUC, 4% 

ソフランフロアー

#240 4況



● 工 事 報 告

斎藤株式 会 社

建築概要

建物名： R-156落石シエッド（ロックシエッド）

発注先：富山県福野土木事務所

設 計：富山県福野土木事務所

元 請：佐藤工業， 川田工業，総岡部他

上部構：日本サミコン梱

ウレタン塗膜防水工事

施工場所：目地防水工事

施工延長： 1,540m 

使用材料：エピコーター SPシー）レ

（コスモフ l/ックス S-10)

防水施工：シンコー実業跨

施工期間：昭和47年～昭和54年

鐘紡 合成化学株式会社

建築概要

建物名：大開市街地住宅

元 請：三井建設

所在地：大阪市福島区

ウレタン塗膜防水工事

工 法：ベルウレックス UMG

施工面積： HPC546戸分

施工期間 ：昭和51年 8月～昭和52年 8月
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横浜ゴム株式会社
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● 工 事 報 告

株式会社 エービーシー商会

建築概要

建物名：柏セントラ）レスポーツプラザ

元 請：大成建設掠

設 計：浜田建築設計事務所

ウレタン塗膜塗床工事

工 法：カラートップDL

使用材料：コーティングエ法厚さ 5呪

施工面積： 380m2

施工期日：昭和54年 3月

建築概要

建物名：神奈川県県央スポーツセン

ターテニスコート

所在地：神奈川県厚木市温水1329

設 計：中野建築設計事務所

元 請 ：関戸工務店

ウレタン塗膜舗装工事

施工場所：テニスコートの弾性舗装

施工面積： 2,678m2（コート 4面）

使用材料：サーファムuSMM 

色 調：アンツーカ 一色及びグリーン'

施工期日 ：昭和53年 3月



昭和高 分 子株式会社

昭和 高分子株式会社
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9 ● 工 事 報 告

建築概要

建物名：岡山県陸上競技場

所在地：岡山市いずみ町

施 工 ：昭和高分子掠

元 請：奥アンツーカ ー

ウレタン塗膜舗装工事

施工面積： トラック4,685m尺

フィール ド2,924m2 

使用材料：各種ポリコート

約180t 

施工期間••昭和50年 7 月～ 9 月

建築概要

建物名：高安寺保育園

所在地：東京都府中市

施 工：條アート ン

ウレタン塗膜舗装工事

施工場所：遊具下部

施工面積： 100m2

工 法：ウレタン 5％仕上げ



井東圧化学株式会社
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●工 事報告

建築概要

］ 建物名：サンシティ E. F棟
松 ~ ―•

習 所在地：東京都板橋区

``  建物構造 ：RC構造15階建

設計建設：三井建設跨，鹿島建設掠 JV

施 工 ：常陽産業卸

ウレタン塗膜塗床工事

施工場所：共有廊下

施工面積： 4,000m2 

色 調： イエローオーカー

工 法：バラックス FN工法

使用材料： px-EP-l,200kg, 

バラックス F・・・8, OOOKc;, 

バラックス NSF・・・1,200Kc; 

施工期間：昭和53年11月～12月

三井東圧化学株式会社

建築概要

建物名：横浜税関体育館

所在地：横浜市中区

設 計：建設省関東地建

建設業者： 小原建設靱

施 工：エ ビス塗料掠

ウレタン塗膜弾性舗装工事

施工場所：体育館

施工面積： 700m2

色 調：グ リー ン

工 法 ：パラックス ERC

使用材料： PX-EP・・・210Kr;,

パラッ クス ER・・・2,520Kr;, 

バラックス C…1,680Kr; 

施工期間：昭和54年 3月～ 4月



糠信渥青 株式会社

糠信渥 青 株式会社
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●工事報告

建築概要

現場名：市川市立宮田小学校屋上防水工事

所在地：千葉県市川市新田 4丁目1303- 1

施主：市川市長高橋国雄

監 理：市川市役所建設部学校建築課

元請業者及施工 ：糠信漉青諒

ウレタン塗膜防水工事

施工面積：屋上 733m2

工 法：ディックウレタンM-6-C厚6鴨

施工期間：昭和54年 8月2日～ 8月31日

建築概要

現場名 ：千葉市立宮野木小学校屋根防水補

修工事

所在地： 千葉県千葉市宮野木町1793-2 

施主 ：千葉市長松井旭

監 理：千葉市役所建築部教育営繕課

元請業者 ：跨幸世建設

施工：糠信歴青諒

ウレタン塗膜防水補修工事

施工面積：屋根 692.4m2 

笠木廻り 178m

工法： ARウレタンND-F工法 (AR

カラト ップ仕上げ）

施工期間 ：昭和54年 4月14日～ 5月15日



成瀬瓦工業有限会社
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●工 事報告

建築概要

建物名：和歌山大学海南市海南宿舎

所在地：和歌山市

設計施工：和歌山大学施設課

ウレタン塗膜防水工事

施工面積： 380m2

工 法：三井東圧バラックス防水

大手起業昧

建築概要

現場名：東亜学園

所在地 ：中野区上高田 5-44

元請 ：フジタ工業

面積 ：300m2

ウレタン塗膜床工事

施工内容： 1）現行Pタイル床を剥し

キレッ部分をウレタン

コーキング補修

2)屋上バラペット廻りの

補修

施工： 53年 8月20日～30日



□#120トップコード

□#100浸透性防水材

コ—I-
□#50 ノンタールウレタン

（ベランダ用カラー）

ロ＃84 -液性湿気硬化型プライマー □#40 ウレタン塗床材

□#72 ノンタールウレタン（黒） □#10 急結セメント

□#60 ノンタールウレタン（カラー） ロエポキシ耐薬、ノンスリップ床

中中 央化 成株式会社
本 社大阪市南区 塩 町通 4- 18合 06(261)5591 

東京支店東京都中央区日本橋室町2-4合 03(241)2181 

名古屋営業所 名古屋市中村区泥江町2-2-3合 052(582)8851

防水・床なら…• n 
営 業 品 目

※冷工法防水材 モルナイト

※防水材 ウレタンUT

ウレタンNC
ウレタンOF

MSシート

※床材 ピューフロアー

ピューフロアーデラックス

※外装防水材 モナコート U

モナコートリシン

※競技用床材 カラ‘ノーンコー トU

カラゾーンコート E

※カラー舗装材 カラゾーンコ ートK

ブレーンコ ート

※ライニング材 モルナイトエポ

※シール材 オートンシーラー

チオシール

スーパーコーキング

外壁防水（モナコート U)

ゆたかな経験と実績…•

漕EIL7-WII-
興業株式会社

東京都新宿区市ヶ谷田町 2- 7 TEL (260) 3231仰
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製品一覧 順不同

製 品 名 1 メーカー 規 格 1標準価格（円／面）
（材工共単価） I 備 考

ハイセル T U-10 I東邦化学工業 I2. 5Kc;-/m2クロス入り

II 

II 

TU-20 

TU-60 

ソフランシール
UT-20 1日本ソフラン化工僻I 2 K(j工法

11 U T-30 

/I UN-20 

II U N-30 

11 U C-20 

11 U C-30 

11 UC C-30 

ソフランフロア
S F-200-A 

11 s F-240-A 

II S F-260-s 

11 s F-260-N 

ソフラン SA-40 

11 s A-60 

t/ S A-80 

ソフランラバコン

II 

プ ライアデック

II 

II 

II 

II 

ディックタフペープ

II 

11 C 5-R F 

ミリオプ ルー フ

II 

II 

/9 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

” 
ソフランタータン

SG-10 
II 

II s G-15 I // 

ディックウレタン 大日本インキ化学翰

II ” 

” 
II 

II 

II 

II 

II 

II 

カラー各種

カラー各種

3 II 

2 Kc;-工法

3 Kc;- 11 

2 Kc;-工法

3 Kc;- 11 

3 Kc;-工法

12色 2Kc;-塗布

12色 2kg塗布

12色0.2Kc;-/m2 

12色

2Kc;-+ 2Kc;-

4Kc;-+ 2Kc;-

6 Kc;-+ 2 Kc;-

6鴨 t

8恢 t

10%t 

C-2-C 厚 2呪

R-2-C II 

S-6 厚 6呪

B- 1 厚 2鴨

B-2 " 

B N-1 11 

GF 厚 6呪

CF 厚 5鴨

A型厚6%

B型 厚 6砂茄

保土谷建材工業跨 I2. SKr;/ m2-1. SKr;/ m2 

JASSL-PU3工法

2,600ター）レウレタン，シルパーコート

3,000 カラーウレタン，シルバーコート
軽歩行用

3,500 ノンター）レ

2,400 

3, 120 } タールウレタン

2,520 

3, 240 ｝アスフ ァルトウ l/タン／

3, 240 }グレーウレタン

4,080 

4,560 グレーグリーンウレタン，ソフラ
ンクロス入り

4,320 

3,480 

L 200 I 3回塗布

1,440ケイ砂ノンスリップエ法

7,200 

二~ll体育用床工事

5,400 

6,600 

7,800 

グリーンチップ撤ぎ
厚み10鴨仕上げ

11 15呪A士上げ

3,700 軽歩行用露出，クロス入りカラー
仕上

3,500 非歩行用露出，クロス入りシルバ
ー仕上

7,600 特殊舗装，スポーツ床仕上，カラ
ーノンスリップ

3,100一般床，平滑仕上

3,500一般床，スパッタリング仕上

3,700 
一般床（エレベーターホー）レ屋外
廊下）ノンスリップ

8,300 スホーツ床（体育館）スパッタリ
ング仕上

7,100 耐摩耗床（駐車場工場）ノンスリ
ップ

7,300弾性舗装（屋外）

7, 800 I // // 

5,600 
カラーウレタン系 歩行防水 (9
色）

3,100カーポンウレタン系
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製品一覧

製 品 名 Iメーカー I 規

ミリオネート RF  保土谷建材工業腕 2鴨厚

ミリオステップ II T=3鴨厚

レグポ” ール

II T-5呪厚

” T=6％厚

” II IT=8恢厚

II 

” I T=lO呪厚

” II IT=6呪厚

II II T=8%厚

ミリオネート NS II 10 X 10 

” II lOX 15 

ミリオネーII トSW-N

II 10x20 

” 1. SK(} 

サンシラール T l三井日曽ウレタン闊 TM-125

サンシラール N 

サンシラール C 

サンシラール F 

アイカ・ウォープル1 
AC-0 

II AC-11 

II AC-12 

II AC-13 

II AC-20 

II AC-21 

II AC-22 

／／ AC-30 

II AC-31 

II AC-32 

アイカ・シームレス
s-1 

II s-2 

II s-2 

II s-2 

II s-2 

アイカ・シームレス

” 

” 

格

II 1 NM-125 

II 1 C-125 

II F-25 

アイカ工業跨 1. 6鴨

II 2.2鴨

II I 2. 6況

II I 2. 6呪

” I 1. 6鴨

II I 2. 2呪

II I 2. 6呪

II I 2. Q 11 

II I 2. 5 11 

II I 3. Q 11 

” I O.3鴨厚

II I 1. 5 II 

II I 3. Q 11 

II I 5. 0 11 

” 1 10. O II 

II I 1. 5 II 

” I 3. Q 11 

II I 1. 5 11 
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1標準価格（円／m＇）
（材工共単価） I 備 考

3,900一般床工事

4,700 L- 1工法｝舗装工事

6,300 IL-2工法

9,500 システム 242l

10, soo I 11 262 体育館床工事

11, soo I 11 282 

7,000屋外用
基礎工事を除く

8,500 ,, ｝テニスコート舗装工事

650円／m

1, ：二：lシーリング工事

3,600防水兼化粧工事

3,300 ター）レウレタン2.SKg/mツッシュ
シ）レバー仕上

3,100 ノンター）レウレタン2.SKg/m2 メ
ッシュ入

3,750 カラーウレタン2.SKg/m2 カラー
トップ仕上

3,900歩行用カラーウレタン2.SKg/m2 

2,300 ノンター）いウ
タン

3,000メ ッジュ入
プロテクト工法

法

一

法

エ

ダ

工

一

ン

法

一

ポ

タ

エ

バ

ン

ス

ド

ィ

＼

‘
l

|

レ）
 

シ

レ

ロ

布

上

士

ーー

l

l

-
墜

イ

I

I

ン

レ

て

滑

’
 

ンタ

上

上

タ

プ

に

平

レ

入

入

ス

毛

床

入

レ

入

仕

仕

入

ー

一

ユ

II

ウ

ュ

ュ

届

’
 

ュ

ウ

ュ

―

―

ー

”

”

シ

ル

シ

バ

バ

シ

一

シ

シ

塗

一

塗

ー

レ

レ

ラ

ッ

ッ

回

フ

性

，
 

ツ

一

ツ

）

）

ツ

メ

タ

メ

シ

シ

メ

カ

メ

メ

3

一
弾

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

5

1

5

1

8

2

8

6

0

4

5

0

0

 

9

9

9

9

9

9

9

，

広

，

＇

，

＇

3

3

2

3

3

3

3

4

3

5

8

6

 

ー

3,800け単性塗床，梨地仕上， ソフト工法

6, soo I 11 11 デラックスエ法

弾性塗床，エ ンボス仕上，エンボ4,500 
スエ法



製品一覧

製 品 名 1 メーカー 規 格 1標準価格（円／mり
（材工共単価） I 備 考

アイカー・シ ーム レ スアイカ工業翰 3.0鴨厚

イサムタイルー UG イサム塗料諒 0工法ゆず肌

” " I L工法凹凸模様

II II 

エポロプルーフ

” 
II 

II II 

R工法スチップ）レ模様

UG- 1工法

UG- 2工法

② 2~3kg/m2 

ARウレタン
AU工法 I鈴 A Rセンター I下塗り，上塗り厚2.0鴨

11 ND工法

11AU-F工法

11ND-F工法

リオファイン
シングルプライーS20

ダプルプライ D-30

娃砂ノンスリップ
NS-25 

チップ吹付仕上
NU-25 

シングルエンポス
仕上SE-25

II 

” 

補強布付 3回塗厚2.0 II 

Fクロス層十
AU工法厚2.0 II 

Fクロス層十
ND工法厚3.0 II 

1回錢塗り仕上げ2.0鴨厚

2回錢塗り仕上げ3.0鴨厚

娃砂ローラー仕上げ
2.5鴨厚

ウl/タンチップ吹付
仕上げ2,5呪厚

エンポス模様仕上げ
2.5鴨厚

7,000 弾性塗床，カラーチップ撤布，ノ
ンス リップエ法

5,200内外部壁面防水化粧材

5,800 

5,400 

5,400 

0

0

 

0

0

 

8

7

 

9

9

 

2

3

 

II 

II 

II 

4,600 I屋上防水材

2,800平面用，カラ ー， 露出軽歩行用

2,500 IARウレタン 2回塗り

3,300 // 3回塗 り (NDクロ
ス付）

II 下地調整層付特許工法

II II 

II 

II 

II 

” 
ウレシール H CI科 研 塗 料 僻 I厚 2.0鴨

II 

// 

II 

T-3 

H U  

R-1 

KM  

11 T. D 

キングフロアエース

キングフロア
デラックス

キ ン グ マスター

キングフロア
オールウエザー

キングフロア
ゴージャス

キングフロア
ジュエル

ペルウレックス US

U M  

U G C  

ベルフロアー FT  

II 

II 

FK  

F F 

II 

II 

II 

I/ 

II 

II 

” 

II 

” 

II 

厚 5.0鴨

II 2. 5呪

0.4鴨

1.5況

1. 5 II 

5, 0 // 

10. 0 II 

1. 7 // 

鐘紡合成化学條 I厚 2鴨

II 

” II 

” 
II 

II 

厚 3呪

厚 3鴨

厚 2？倣

3,500 シームレス弾性塗床．基本色18色

4,500 シームレス弾性塗床．基本色18色

4,200 ノンスリップ弾性塗床，基本色
18色

4,300 半硬質ウレタンチ ップ弾性，塗床
基本色18色

4,700 エンポス模様付弾性塗床，基本色
18色

3,800 ハイカーボンウレタン特殊硬化剤
非歩行用

3, 500 11 I S A 1062 非歩行用

3,500ハイター）レウレタン，非歩行用

4,100 カラー仕上，露出用

9,200 ゴルフ場，テニスコート用

4,600 カラー仕上，特殊工法，歩行用

1,300各種カラー防塵用

3,300各種カラー仕上げ，一般床用

3,300各種カラー仕上げ，弾力性大

9,200各種カラー仕上げ，全天候型

1,400各種カラー仕上げ．超厚塗り用

4,100宝石模様

3. 000 タールウレタン クロス入 シル
パー仕上

3,100 タールウレタン クロス入 モル
タル押え

3,300 ノンター）レ クロ ス入 カラー仕
上げ

5,300室内一般床

5,600室内一般床 ノンスリップ仕上

3,800室内一般床
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製品一覧

製 品 名 1 メ ー カ ー I 規 格 1標準価格（円／m'）
（材工共単価）

備 考

ペルフロアー FMI鐘紡合成化学縣

II 

” 
II 

SF  

SU  

SG 

” 
II 

#2000 

#2000 

#2500 

11 T-101 G 

T-1 

T-2 

ポリコート

ポリコート

サルコート

/I 

サルコート

II I II 

G 

サ ーフロ

サーフローチップル

パネコート RS-A

II EC-A 

” ok-A 

| II I R-A 

II BW-B 

II 

II 

” 
アクアコート＃1000I小松合成樹脂誅

” 

” 

” 

厚 2呪

厚 5呪

厚 5砂励

厚 11%

W-2工法 2.5呪厚

W-4工法 II 

W-6工法 II 

W-8工法 II 

サンルーフ T-202I昭和高分子僻 I2. SKCJ/m2クロ ス入

” 
II 

II 

II 

” 
II 

II 

3 Kc;/m2 

5鴨厚

5鴨厚

#500 I 昭和石油
アスファルト諒

i歩行用 SA Ll-A 

非歩行用 SAL2-A

歩行用 SSL-A 

非歩行用 SGL-A 

” 
新東洋合成・日本
パネコートウレタ I歩行用 (RC構造）
ン防水協組

非歩行用 (11)

II (RC, ALC) 

室内 (RC構造）

2 Kr;/m2 

パネコートスマッシュI新東洋合成総 RS-H 

II I II J-2 

II II J-5 

ダA-イ1フレ工ッ法クス防水 大和高分子工業諒 2. 2Kc;;/m2 

A-2 II II 2, Q II 

A-3 II II 2. 7 II 

A s-1 11 II 2. 4 II 

A S-2 11 II 2, 2 II 

A S-3 11 II 2. 9 II 

B S-1/I II 3, 9 II 

B S-2 11 II 3. 7 II 
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4,100室内一般床 M仕上げ

7,700体育館

8,400テニスコート

19,500全天候競技場

3,100 タールウレタン，モルタル仕上
クロス入り，歩行用

3, 9800 ノンタールウレタン，露出工法，
クロス入り非歩行用シ）レバー仕上

3,800 カラーウレタン， 露 出工法，クロ
ス入り非歩行用

4,500 カラーウレタン， 露 出工法，クロ
ス入り軽歩行用

3,500 カーポンウレタン系，保護材料又
は押えモルタ）レ仕上を要す

4,200 カラーウレタン系（軽歩行用）グ
レー色

12,000運動場，コート等

10,000 屋上防水兼用，運動場，コー ト等
用（カラーエンホス仕上）
塗膜防水，ター）レウレタン 2回塗2,600 
厚 2,5鴨

3,000 

3,900 ノンタールウレタン 2回塗り
厚 2.8呪

4, soo I 11 2. s呪

4,200 ウレタン塗り床材

4,500 ウレタンチップ床材

2,600 ノンタールウレタン 3回塗 モ
）レタ）レ押え

3,000 ノンタールウレタン トップコー
ト仕上げ

3,800 
ノンタールウレタン・緩衝材使用
4回塗 5工程

2,800 ノンタールウレタン 4回塗 モ
）レタ）レ押え

3, 200 I ~fヽリウレタン樹脂 無溶剤 2液型
常温硬化

4,600 屋上歩行防水（カラー，ノンスリ
ップ）
体育館床，色：グレー，グリー7,700 

ン＇

インデア ンレッド

14,500 ゴルフ場

2,200歩行用（保護モルタル必要）防水

0

0

0

 

0

0

0

 

5

0

6

 

9

9

9

 

2

3

2

 

II 

” 

2, soo I非歩行用 露出防水

3,300 

4, soo I歩行用 露出防水

4,800 ” 



製品一覧

製 品 名 1 メ ー カ ー I 規 格 1標準価格（円／m＇）
（材工共単価） I 備 考

ダイフレックス防水
BS-3工法 1 

大和高分子工業梱 [4. 4Kc;/m2 

U•S フロアー
F-1工法

F -2II 

F -3/I 

F-4II 

F -5II 

F -6/I 

ダイコート
E-1工法

E -2II 

E -3”  

E-4 11 

E-5II 

E-6 11 

E-7 11 

ダイフレックス
D•D工法 D-1 

II D-2 

11 D-3 

II D-4 

ウ レボン U 閻東京ポース工業社IUB-200 2.0鴨 黒

” 

” R
 

” 
II 

II 
z
 II 

II 

パー ル フロアー

II 

” 
II 

” 
II 

II 

II 

II 

II 

II 

I
I
”
”
”
I
I
”
”
I
I
I
I
I
I
”
 

6
 

2

9

5

2

7

2

6

7

7

8

 

.
 

••••

..

••.. 

2
 

2

2

6

5

8

8

0

1

1

2

1

 

” 

” 
II 

2, 6 11 

0. 8 11 

5呪厚

II 

II 

II 

6 II 

7 II 

4, 8 II 

II 

” 
II 

II 

II 

” 

” 

” 
II 

” 
II II 

II II 

II II 

U C-240 2. 4呪I”

R B-200 2. 0鴨各色

R C-240 2. 4鴨 II

RP B-270 2. 7呪l”

N S-200 2. 0鴨シルパー

NT-240 2.4鴨各色

NCT-260 2.6呪l”

NP C-310 3. F%z 
複合工法

P F -2, 200 2, 0％各色

P F-2, 300 3.0鴨各色

P F-2,500D5.0％各色

P F-4, 200 2, 0%各色

P F-4,000D3.5鴨各色

5,300歩行用 露出防水

2,900一般床

3,800デラックス床

6,500体育館床

6,500体育館

9,000 ゴ）レフ場クラプハウス床

6,000屋外通路ベランダゴルフ練習場

1,500防じん床・プー）レ

3,300一般床・学校・倉庫・食堂

3,200 耐薬品床・実験室・メ ッキ室・機

械室
3.000 ノノスリップ床・工場・プールサ

イドノンスリップ床

6,500 樹脂モルタル・工場・実験室・駐
車場・薬品そう・ピット

5,500汚水処理そう・メッキ処理そう

1,800 防しょく塗料・ バイプタンク・ 化
学プラント

4,700露出歩行用

5,800露出歩行用，寒冷地，使用頻度の
激しい屋上

7,300露出歩行用，屋上体育館施設用

4,000露出非歩行用

2,900 一般陸屋根用歩行用保護モルタ）し
工法（モルタ）レ工事は別途）

3,600 重要陸屋根歩行用保護モルタ）レ工
法（モルタル工事は別途）

3,500 一般陸屋根ベランダ用露出カラー
仕上

4,500 II II露出カラー仕
上（メッシュ入）トップコート塗布

5.000 AL C, PC板構造陸屋根用 軽
' 量構造屋根露出カラー仕上

3,500 一般陸屋根ベランダ用露出シルバ
ー仕上

4,100 軽度の歩行用一般陸屋根 露出力
ラー仕上トップコート塗布

4,700 II 露出カラー仕上
（メッシュ入） トップコート塗布

5,600 ALC, PC構造陸屋根用軽量構
造屋根，露出工法，シルバー仕上

4,300一般床単色シームレスフロアー

6,600 、
一般床，ノンスリップ仕上，単色
ソームレスフロアー

9,000 競技用床弾性層入ノンスリ ップ，
単色シームレスフロアー
化粧床，カラフルシームレスフロ4,900 
アー

7,600 化粧弾性層入 カラフルシームレ
スフロアー
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製品一覧

製 品 名 ！ メ ー カ ー ］ 規 格 1標準価格（円／而）
（材工共単価） I 備 考

フレックスコート
WP-100 

” 
II 

II 

グリーンコート＃102

// #120 

II 

” 
カラーフレックス

F C-500 

東海化学産業諒 F1（マット工法）2Kc;/m2

11 F 2（グラスクロス入） ／I 

II |用F）32 （Kマc;/ッm2ト，グロス併

II IF4 2 Kc;/ m2 

” 1Gl工法

II IG2工法

II IG3工法

II IG4工法

II 1 S- 1工法

II 1 C 1工法

2,600 ［何れもノンター）レ需出用は

2, 400 H （ハイト ップ）軽歩＼

3,300 ［行用800円／m2 ［上乗せ

s （シルバー）非歩行
2,000 用500円／m2

5,000学校集合住宅防水

4,100 ノンスリップ歩行防水

3,600 マンション廊下

3,300学校，病院

II 

5,600スポーツ施設，プー）レ体育館等

1,350事務所，調理場．倉庫

事務所，病院．マンション，ホテ2,700 
）レ．応接室

2,000 タールウレタンシルパー仕上 非

歩行用
露出用 カラーウレタン カラー2,500 
仕上
ター）レウレタン 2: 1 塗膜防水

3,200,...,4, 000材黒．伸び700％以上ゴムヘラ

2回塗り
ガラスクロス入 3,600,...,4,800 ポリウレタンカラー色 5種露出型

3 Kr;-4. SKr; 塗膜防水材 5色耐候性 2,000時

II | 
シ）レバー仕上クロス入

間異常なし ゴムヘラ 2回

2. 5kg~ 4 kg 
3, 200,...,4, 400 ノンター）レ 2: 1黒塗膜防水材

日 立 化 成 工 業 條 I
GK-RC-I工法 3,150 ター）いウレタン，黒色， 寒冷紗入

厚2.0覧 2.SKr;／面 り， 3回塗り
GKT-RC-I工法，

厚2,1羞 2.8Kr;/m2 
3, 500 I II 保護塗料仕上げ

GK-RC-I工法． ノンター）レウレタン，灰色，寒冷
厚2.0羞 2.5Kr;/m2 

3,870 
紗入り 3回塗り

GKT-RC-I工法．
厚2.1羞 2,8Kr;/m2 

4, 370 I II 保護塗料仕上げ

GK-RC-I工法， ノンタールウレタン，黒色，寒冷
厚2.1羞 2.SKr;/m2 

3,240 
紗入り， 3回塗り

GKT-RC-I工法． 3, 390 f // 保護塗料仕上げ
厚2.1羞 2.8Kr;/m2 

GK-RC-I工法， ノンタールウレタン，灰色，寒冷
厚2.0羞 2.SKr;/m2 

3,870 
紗入り， 3回塗り

GKT-RC-I工法．
厚2.1羞 2.8Kr;-m2 4, 370 I 11 保護塗料仕上げ

東日本塗料 I厚 l.Srr;{11, 2Kr;-/m2 I 3,000 
屋上防水用カラーウレタン，金ゴ
テ仕上，軽歩行用， 6色

11 I 2, 700 ノンタールウレタン，金ゴテ仕上
非歩行用，グレー

3,800 化粧床用カラーウレタン，金ゴテ
仕上，歩行用， 6色
壁面用カラーウレタン，下・中・4,500 
上塗，壁面用，各色

3,100 伸び率850%ノンタールウレタン
防水用

C 2工法

ダイシール UT-3101日本化成掠 I厚 2鴨

I/ UC-10 

プルーフロンT-10

” c-100 

II N-500 

グランドシール＃1000

" 
II #2000K 

II 

II #2900 

I/ 

II #3000 

II 

フ ローン #11 

II #35 

II #22 

II 

日本特殊塗料 ガラスクロス入

II 

II 

II 

” 
II 

II 

II 

ウ レタイル ／I 厚 1.5鴨，本材 2Kg./m2 

パラックス E ＝井東圧化学諒
2?％厚塗布トップコート

一 仕上

II 

II 

II 

II 

II I II 

” 3,500 II クロ ス入り

G II 2鴨厚塗布グレ一色 3,500 伸び率750%防水用

F II 2?％厚塗布カラー 7色 4,100 伸び率300%耐摩耗防滑性 床用

EF II R2呪色＋ 1％R塗布カ 4,900 防水歩行併用 耐摩耗防滑性-7 
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製品一覧

製 品 名 1 メーカー I 規 格 1標準価格（円／m'）
（材工共単価） I 備 考

パラックス ESI三井東圧化学靱 IS％厚塗布カラー 3色

s 

EFN 

MS-135 

ハイ デ ラーー5

MU-120 

MU-330 

オートンシー ラー

モナコートu（平吹）

（玉吹）

モナ コ ー トシ リン

クリーンコート

ピューフロアー

II 

ウレタン MU-125Iモルナイト興業鈴 I2 K9-／吋使用

” 

5鴨厚塗布カラー 3色

3呪厚塗布凹凸仕上

3. SKr;;／面使用，
クロス入り

5鴨厚仕上

2 Kc;／吋使用
ノンタールウレタン
2 Kc;/m2クロス入り
カラー1.SKr;;/m叶士上

1. Qcm x 1. Qcm x 1 m 

ゆず肌仕上

玉吹模様仕上

シミン仕上

2幌厚

ビュフロアー ／I 7llI 曰

デラックス
3 /11l巨

カラゾーンコート U#5I II I 5鳴厚

ハマタイト U-7000 横浜ゴム餘
RC工法（露出非歩行）

一般りくやね

8,500 防水弾性安全舗装用

8,500 スポーツ施設床弾性舗装用

5,100 防水歩行併用凹凸仕上

2,750歩行用

4,100 歩行用

8,000歩行用

3,150非歩行用

4,700軽歩行用

700 シー）レ防水

4,000外壁吹付防水

0

0

 

0

0

 

8

4

 

9

9

 

4

3

 

サー フア ム 5

u 

WP  

R 

カラートップーUS

エピコーター
S PシールC I斎

s p シール AS

SPシ ール ALC

エピコーター SP
フロアー FU

11 SPフロアー F-20

// s pフロアー F-30

エピコーターSP
シール ＃3000 

SPシール＃3000N

II 

” 
II 

II AL  Cりくやね

9呪厚

5呪↓厚

81倣厚

13％厚

カラートップ U 掠エービーシー商会歩行用

カラートップー DL I II 歩行用 1.5鴨

II 

藤

3鴨

歩行用 ベース ト工法

諒 コンクリート用

アスファルト用

ALC板用

中塗り用

軟質用

硬質用

3シーズン用
I 

3シーズン タテ面用

II 

2,300 防塵床

4,300一般床

5,700 

8,000球技用床

3,720 ポリウレタン系 2液 2回塗り
（クロス入り）色グレー

4,500 

12,400非透水型舗装材

9,000床材

7,300透水型弾性舗装材

14,000非透水型弾性舗装材

1, 100 
フロアペイント， 3回塗（刷毛塗
り）標準色12色特許工法

2,600 カラーウ 1/タン系

5,000 標準色 8色 タフエ法， SS工法
など各種工法あり

2,200標準色 8色

プライマ ー

床材

防水材

” 
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製品一覧

製 品 名 1 メ ー カ ー＿ 1 規 格 1標準価格（円／m＇)
（材工共単価） I 備

考

SPシール＃3000W 斎 藤

SPシール＃3000WN II 

エピコーター | 

” SPフロアーシルバー

SPフロアーグレー I II 

SPフロアークリヤーI ” 
SPフロアー4000 II 

エピコーター II 
SPシール S 

SPシール s-1 II 

諒 1 冬型用

冬型 タテ面用

露出仕上用

セミタックコート＃72中央化成諒

” II II 

II II II 

II II ” 
II 

#II 60 
II 

” 
II 

II #40 II 

レ ツ プ s ラサ合成樹脂昧

II UF 
（フロ アー） ” 

表面保護艶消

露出仕上用

建築用

土木用

#72-A工法厚 2鴨

#72-B工法 II 

#72-C工法 II 

防水材

” 
トップコート

II II 

II 

II 

シーリング材

II 

#72-D工法厚 2？肱

#60-GY工法厚 2%

#60-GN工法 ／I 

#40ーエ法 ／I 

厚 2鴨

II 

レップS プラック 大手起業諒 RC下地 厚2.0鴨

レップF カラー II RC下地厚2.07:倣

II u F I Cカラー II II 

II u F Iカラー ／I | II 

ケミツルース UN シフカー建設工業鈴 UN-15

11 1 11 U N-20 

II II I UNG 

II II UC 

ミリオネート
武山工業掠 厚2.5-3. 0嶋A-1工法

II A-2 11 II 
” 

” A-3 11 II II 

I/ A-4 11 ” 3. o----s. 07%t 

II A-5 11 II 2. 5----3. 0鴨

II A-6 11 II 2.0呪

II A-7 11 II II 

保護用（ノンター）レウレタン）屋2,600 
上防水

3,300 軽歩行用露出防水 ノンス リップ
仕上

3,200非歩行用露出防水 シルパー仕上

4,000歩行用露出防水 床材トップ仕上

3,000 非歩行用露出防水 グレー （ノン
タールカラーウレタン）

3, 200 I 11 グリー ン(//)

4,800歩行用床材 （ノンタールカラー）

非歩行用（ター）レ，ノンター）レ，
3,000 

カラー）

4,000歩行用（ノンター）レ，カラー）

ノンター）レウレタ ン，寒冷紗入
2, 800 12. SKg/ m2コテ塗シルパー仕上げ

非歩行用

3,500 
カラーウレタン寒冷紗入2.SKr;/m2 
コテ塗 トップコート仕上げ歩行用

3,800 
ウレタン床材 （歩行用） 2.SKr;/m2 
コテ塗

4,000 
ウレタン床材（歩行用） 2.SKr;/m2 
コテ塗

2,500 ノンタールウレタン簡易工法

2,700標準工法 露出シ）レパー仕上

3,300強化工法

2,900カラーウレタ ン

2,500~3,000露出仕上，非歩行用］

3, 000,....,3, 500 I 11 軽歩行用

3, 500,....,4, 000 I 11 歩行用屋根関係

4,500,....,7, 500 露出仕上 （滑り止）
重歩行用

2,300~2,800非露出（要保護材）［

2,800露出塗膜仕上｝
外壁関係

3,300露出吹付仕上
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製品一覧

製 品 名 1 メー カ ー I 規 格 1標準価格（円／mり
（材工共単価） I 備 考

ミリオネート
A-8工法 i武 山 工業諒

11 A-9 // 

II A-10 II 

ソフランシール
日興レジン工業諒

NL-E P-
UT-20 1工 法 厚3.0%

11 I 11 1 11 2工 法 厚1.5加

” 

ソフランシール

11 U CC-30 

ソフランフロアー
S F-240-A 

II 

ソフランーR

ダイシールUT310 

II 

II 

II 

II 

” 

” 

II 

II 

II 

II 

II 

II 

” 

” 

II 

II 

ダイシールUC-10

ソ フラン R I // 

ニッカウレタイト
#100 1 日本化学研究所諒

II 

II #200 

” 
II #1, 000 

マナタイト A工法 Iマ グナ工業誅

II As II 

II B II 

II B s II 
II C II 

II Cs  II 

II E II 

II R F // 

II 

II 

II 

II 

2. 5,.__,6. 0鴨

5. 0-10. 0笏な

3.5鴨

11 3 A工法厚3.0呪

11 3 B工法厚2.5鴨

11 4 A工法厚3.5%

11 4 B工法厚3.0鴨

// 10工法厚3.0鴨

11 5 A工法厚3.0況

11 5 B工法厚4.0%

11 6 A工法厚2.5鴨

11 6 B工法厚3.0% 

NKシームレス厚2.57肱

NL-E P-1工法，
厚2.5呪

II 2工法，厚1.3鴨

11 3 A工法，厚2.o7%

11 3 B工法，厚2.0呪l

11 4 A工法，厚2.5%

11 4 B工法，厚2.57%,i

11 10工法．厚2.5% 

II C工法，厚2.5鴨

NKシーム 1/ス，厚2.0呪

1.5呪厚 1. 8Kr;/ m2 

2.0況厚 2. OK<;/m2 

1.5?％厚 1.8Kr;/ m2 

2.0％厚 2.4Kr;/m2 

1.0況厚 1. 2K<;/m2 

保護工法

露出工法

保護工法

露出工法

保護工法

露出工法

露出工法

歩行工法

3,000~7,000露出仕上歩行用｝

6, 000,-., 露出滑り止仕上 室内床関

. 15,000重歩行用

3,500非露出（要保護材）

硝子クロス入，ノンタールウレタ5,400 
ン， 3層仕上保護モ｝レタル含む

3,400 12層仕上，保護モルタル含む

5,000 ノンター）レウレタン
4層仕上，シルパー仕上，非歩行用

4,800 3層仕上，保護モルタル含む
室内（厨房等）

s, 300 Is層仕上，シルバー仕上，非歩行用

5, 500 14層仕上，保護モルタル含む

5,800 硝子クロス入， 3層仕上，シルパ
ー仕上，非歩行用

5,800 カラーウレタン 露出防水
非歩行用

~ 

6,800 カフーウレタ‘ノ，露出防水
硝子クロス入，非歩行用

4,900一般床用 12色

5, 500 I II 

4,800吹付防水，厚み制限なし

硝子クロス入，ノンタールウレタ4,700 
ン3層仕上保護モルタ）レ歩行用

2,650 I 2層仕上，保護モルタル

3,600 ノンタールウレタン 4層仕上，
シルパー仕上，非歩行用

3,800 3層仕上，保護モルタル 室内
（厨房等）

4,200 Is層仕上，シルパー仕上非歩行用

4,400 14層仕上，保護モルタル 歩行用

4,500 硝子クロス入 3層仕上，シルパ
ー仕上非歩行用

4,000 
カラーウレタン 2層仕上軽歩行
用

3,900吹付防水，厚み制限なし

3,000 タールウレタン モルタル仕上

3, 360 I 11 

3,480 
ノンター）レ グレー ウレタン露
出工法

3, 960 I 11 

3,480歩行用ベランダ，フロア専用

2,600均，保護モルタ）レ別300面基準

2,800 

2,900 

3,100 

3,100 

3,300 

3,400 

4,500 

” 

” 

II 

II 
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技 術 と実 績 総合防水 責任施工

大日本インキ化学工業昧

●ティックウレタン防水

昧 ARセンター

●ARウレタン防水

日新工業昧

●アスファルト防水

各工事

施 工代理店

イサム塗料（株

外装防水材

●アートロンエラストマー防水

日立電線昧

●日立シート防水

1千葉県知事許可一般(54)第 10298号7

糠信5歴青株式会社本 社千葉県船橋市 藤原町3-474-96 〒273 合船橋(0474)38-4511（代）

市川支店千葉県市川市二俣町2-3-9 〒272-01 合 市 川 (0473)28 -4454 

本誌編集担当

広報・ 宣伝委員会

委員長武田薬品 工業諒

副委員長 大和高分子工業梱

委 員 日本ラィヒホ ールド梱

委 員 昭和石油アスフ ァル ト跨

委 員 蛛 東 京 ポ ース工業社

委 員腕プ）レーフ産業

協会専務理事

田中泰正

宮崎利昭

佐川 昭夫

高橋信男

三宅英樹

矢尾板太郎

石川 達次

編集•発行 日本ウレタン建材協会
東京都港区新橋6丁目13-3（島田ビ）レ）

〒105 TE L. (03) 438-0988 

制作協カ・広告取扱 株式会社広 苑 社

印 刷 所
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東京都千代田区飯田橋 4-7-11

（カクタス飯田橋ビ）レ）

〒102 TEL. (03) 264-3511 

上毛印刷株式会社

東京都豊島区南池袋2-3-7
〒171 TEL. (03) 984-8576 



●衆議院事務局庁舎 ●鎌ケ谷市一般廃棄物最終処分場 •新宿野村ピル空調機械室床
9 / ／ 

i :、［＼
: t ¥ 

、/'
(ARゥレタン ND工法8,750m') (ARァルフrプルーフ〈黒〉10,500m') （リオ フ rイン塗床2,500ni)

AR TOPCOAT 

AR COAT 

PLASTALLOY 
AR TILE 

●池袋副都心サンシャイン60車路・車室

(ARゥレタ ンAU-F工法14,00面 ）

AR PETROC ; AR ALPHA PROOF 

AR SHEET 

ASAHI CEMENT FILER 
X-73 

HEBEL 

HEBEL LIGHT 

●東神奈川 トーカ イプラザビル床

（リオ フ，、 イン塗床2,250m') (ARペ トロ ソク4,500m')

防水工法のノウハウを基礎に土木建築資材をつねにベストでお届けする

国］株式会社ARセンター =1~~ 戸雪胃□:}：（秀和（卸成門ピル ）
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シリーズ （ポリウレタン主剤）

※ポリウレタンシーラント（防水材、 J＊材、 H地材、壁、接着、＼

塗料、注型）。ウレタンタール、ウレタンエポキシター）レ f の新しい基材

嘉”II-F.,.ーシリーズ

DH9切',;テ9,.

（ポリウレタン硬化剤）

シリーズ
＼
 

（ウレタン系グラウト剤・止水材）

、'Ii‘”呪9シリーズ
ト
ト
ー
·
|＇19,
!！’,i
i
・~f
~
r'r
;

（ウレタン系接着剤）

Alポ”'ー／ヽシリーズ （非リン、ハロゲン、ウレタン系断熱材原料）

°
 

葦ー工業製柔株式合社
〒600京都市下京区西七条東久保町55 TEL. (075)313-5131 

お問合せは
東京(03)274-6051名古屋(052)571-6331
大阪(06)201-2212九州(093)511-0361
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合 成 樹 脂総合防水

防ラフK工事コンサルタント

営業品 目

●ウレタン塗膜防水工事 ●壁面防水およびコーキング工事
●ウレタン弾性塗床工事 ●高級外装吹付工事

●各種止水工事地下防水工事 ●エポキシ樹脂注入工事
●各種耐酸耐油工事

◎株式会社 ニ
代表取締役大西利行

〒144東京都大田区西蒲田3-1-13云東京 (753)2713 • 5801（イt)

ウレタン防水材料
●シート防水材料

●シーリング材料

●エポキシ樹脂配合材料

寺ヤクシftmi柑童式会狂
社東京都中央区日本橋小舟町7番 2CJ ぢ 合 03(663)3251（大代表）丁103

大阪支店大 阪市西区京町揺1-156（中谷ビル5F) 合 06(443)9041（大表）〒550

北九州出張所 北九州市小倉区大門2-i-10じエロビル） fl093(561)6 0 2 2 〒803

）公100



構造が変ってもビ＝Clィド罠ホのイS頼は変らない

すぺてピニロ

営業品目 ●ビニロイド防IKI..1i ●アコロード販尤

●アコ シート止水 ・防 IK| ．．＇li • て犀フ゜ラスオー）レ製造・販ん

●三がプラスクイル！！li「事 ・ニ星シーリング材製．店・販尤

●保温・保冷‘ • I;}j},•J\ |→.'h ● DN  |；｝jIKT.1ド

『rニ
V三塁芦稟出溢社〒IOI 恥i,.. tI:T•代 Ill区神Ill 小川町3 - 28 ( ←＝ 求ビル TEL. <292〉19611代）

:,!~ J~l'lr : fill f; <62〉52011代I-),P.i. <443〉97211｛じ
廿'1ik・I祈：札杖(551〉37811f¥:)・名占序(931〉3390(/tl・福岡 <781〉3361(｛し）

I t”“̂  1 

ゥレタン防水専業体

ビニロンメッシュ張り工法

ウレタン防水協会会員

東京都知事許可（般-49)第30497

友創蒻痕枝研棟式会社
本社東京都北区十条仲原 2-'-12-6 電話東京 03(906) 1501的〒114
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（織會随9K工事）
. ffii届りの1~‘‘/

＊ウレタン塗膜防水 マルボシシール(MS工法）

＊外 装 吹付 ァロンウォール・アロンコート⑮

＊アスファルト防水 東亜アスファルト防水事業協同組合仕様

ヂ ー

只 ィ壬 施 エ
大阪府知事誓可（般ー50)第2444号

丸星工業株式会社
大阪市此花区酉島 l- | - 2〒554TEL. (06)462-2288（代表）

ポリウレタン用硬化剤“ビスアミ ン ＂ は す ぐ れ た 品 質 、 親 切 な
テクニカルサービスで皆様から御好評項いております。

Cl Cl 

凡NCH2 NH2 

4,4'ーメチレン ービスー（2-クロロアニリン）

4,4'-Methylene-bis -(2-Chloroaniline) 

ビス アミ ン A ………ウレタンエラストマー用

ビスアミン S …•…••ウレタン防水剤・床材・グランド材用

ピ スアミン (5夜状品）………ウレタン防水剤・床材・グランド材用

●御一報下さればカタログをお送り致します。皆様の御意見をお待ちしておりま七

一一

艮出オケミカル株式会社
本 社〒105東京都港区虎ノ門3-8-21（第33森ヒツレ3F) TEL (03)436-6471（代）

製造元禾u歌山精化工業株式会社
〒641 和歌山市小雑貨501-1合 (0734)23-3247 

•— 

. .1111 
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オオテレジン防水
①ウレタン塗膜防水

シート防水

各種コーキング・シーリング

各種ライニング工事

②室内体育館及ぴ

全天候型テニスコート

グランドマスター塗膜工事

③耐摩耗性彩色床材

カラーランド＆

カラーランド＆スタピラント工事

e
 

●東京都知事許可（ 般 ー52) 第 48732号

●神奈川県知事許可（舟笈ー 51) 第2184号— _ 

大 手起業株式会社
〒 151 東 京 都 渋 谷 区 代々木2丁目 18番 9号云(03)379-2035

本社横浜市鶴見区馬場 3-12-21 云 (045)581-9826 

天然高分子変I生の新しし建設構造材料”

幻っZ:1•9-
—• ①SPシール••ポリウレタン樹脂 ②SPボンドエポキシ接着剤

●ノンタール伸縮目地材 ③SPタール..タール・エポキシ

●ノンタール硬質目地材 ④SP 500.、工ポキシ塗床材

●#3000 防水材 各色 ＠SP ラー・・弾性工ポキシ

●#3000 トップコート 各色＠Gシリーズ••エポキシ注入材
●#3000 シルバー ⑦エポタート・・膜厚型タールエポ

取扱店シンコー実業（株
札幌市白石区大谷地77927〒061-0I合 0I I -892-8591 

斎藤株 式会社
0野田工場：技術研究所・千葉県野田市中里 中里工業団地 〒270-02TEL(047 I)29-4331 代t)

●本 社 ・大阪市東区本町 l丁目 9番地 〒541 TEL (06)261-1091 ~-t) 

●東京支店 ・東京都足立区足立 l丁目29番 8号〒120 TEL (03)889-7151 囮
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●バラックス ウレタン塗膜防水

●三 星ガムロン防水

●三 星シングル防水
アスファルト防水

責任施工

成瀬瓦工業（有） 本社／和歌山市和歌町 27 TEL0734 (24) 5234（代）

支社、／大阪府泉南部阪南町鳥取 TEL0724 (72) 0158 

【防水工事部】

信用ある

防水工事
新潟県知事許可（般ー52) 第6514号

平商工株式会社
長 岡市 蓮潟 I- 3 - 9 〒940

T E L. 0258 (27) 5 3 4 6 
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OO東日本塗料株式会社
本 社 東 京 都 葛 飾 区 堀 切 3丁目 25番8号

TEL 03(693) 0 8 5 I（代表）
新潟新潟市山木戸下屋敷 1333-14
出張所 TEL. 0252(73) 5749 

r—,~L..I`"L 
オーコ,I.,:.,
オリエン／り屈爪

三1`111望11匹癬船門五希聾印亨三ニ喜[9=
〔主剤〕 P-860 〔主剤〕 P-502

〔硬化剤〕 MC-306 〔硬化剤〕 BC-207

株式会社9'lj/ 1[ ン,~
本 社福岡県大牟田市三坑町 8番地合(09445)4-3111番

工 場福岡県大牟田市新開町 2番 地 合(09445)2-7526番
（営業部） （09445)4-3113番
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（有）筑波防水工業
〒277千葉県柏市豊住5-2-21 

丁EL 04 71 (63) 7 9 9 7 

日本セリノール防水事業協同組合

東北ハルコート会

全国塗膜防水工事業団体連合会す61号
福島県知事許可（般ー52)10638号

広ー110



総合防水I事
新潟県知事許可（般ー53)16545

（有）日本通商
長岡市豊町2-7-14〒940

TEし0258(35)5 6 I 5 

ウレタン樹脂防水

シート防水

9アスファルト防水）

北日本防水工業株式会社
〒050室蘭市知利別町1丁目 9-15TEL. 0143(43)2247（代）
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 ●寒冷地向け安全防水材

ニッコーレックス工法 !:PM:99土去：：二；1月／旨付を1:;：：：：:：：:：にクロス積層
R、M工 法 エマルシート・ネオプレンラテックス、エマル防水セメント

●‘‘シェル’'エピコートを基材とした（防蝕・防水・耐薬・耐油・耐摩耗）

ケミフロアー （船舶甲床板 、工 場）
ガレー ジ、倉庫等補床

サモコート

エピロード

（上、下水処理場外鋼板

コンクリートライニング）

（薄 層 舗装材 、橋 梁

人道 車道ガレージ等）

●E、P、Tブチルゴムシート完全防水材（露出、保護工法）

各種シート工法
耐透過注・耐亀

裂等最適

総合樹脂防蝕・防水工事

石甚声日興レジン工業株式会社
代表取締役社長 盛 111 宏

本社札幌市北区北18条西4丁目 （地下鉄北 18条駅前）fi'721-0l78（代）

室 蘭・釧 路・苫小牧・東京・大 阪

「売れる時代」から「いかに売るか」の時

代ヘーいま企業にとっては、このいかに

売るかというのが安定成長時代においての

第一課題。まさに販売技術への投資こそが

重要になっています。

私どもは、企業戦略の上に立ったサンプリ

ングや製品見本帖をつくるユニークなアイ

デアと技術をもった企業です。

【営業品目】

〇各種防水工法に基づいたサンプルの製作

Oシーリング材の接着見本(JIS規格）の製作

〇製品サンプル・カラー見本帖

〇各種テストピースーJIS規格品製造販売

悶印記9ュゴ9Lセシうー T7.東：都二：：：田::~·:\\ （ カクタス飯田橋ピル ）
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1エ注去の概要
本工法は、防水層の□贔ふくれ＂を防止する目的て、ス
ラブから出てくる 蒸気の逃げ道を防水層裏面に作る
と同時に、裏面に滞留する蒸気を大気に放出する工
法て‘す。施工手順は次の通りてす。
(1)下地均しを終えたコンクリートスラブ上に “GA

プライマー＂を塗布します。
(2)G Aプライマーが生乾きの間に“サンドイッチシ

ード＂を流し貼りします 。
(3)蒸気ベント：市販フ゜ラスチック製脱気筒又は手作

りの排気孔を50-100町毎に設潰します。
(4)サンドイッチシートの上面には、汎用防水材料（熱

アスファルト・塗膜・シート・セメント系等）を設
叶仕様に基き施工します。
防水層の卜＿には 1—t 直を設けます 。

〗:：P〗)：7竺
2工事用 材料
2-IGA 

GAの原液は弱アルカリ性水溶液の中に①に帯
電しているいわゆるカチオンのゴムアスの微粒子が
分散しております．一方、地球上の構造物は殆んど
が〇に帯電しているため、 GAを塗布すれば、陰隅
相引き合い接着性能が向上しよす。特に湿潤時の接
着性に優れます．

GAの原液は、プライマー、塗膜防水材或は打継
材として最遁てす．又、 GA原液に砂・セメントを
配合し、 G Aモルタル (GA:セメント：砂＝ 1 : 
1 : 3) が出来ます。作業性がよく、防水層の仕上
材又は、下地調整、穴埋めシールに利用出来ます。
2 -2サンドイッチシート

“サンドイ ッチシート’'は、不織布／高分子シート ／
起毛された不織布を重ね合わせた三層構造のシート
てす。

“サンドイ ッチシート’'は、一般に単独使用するこ
となく、 三次防水陪としての熱アスファルト、塗膜、
シート等の汎用防水材料と併用します。三次防水材
料には、溶剤と無溶剤がありますが、溶剤を含んて

いる場合には中間層にポリエチレン等高分子膜のも
のを、無溶剤の場合には中間層にゴ ム`・アスファル
トの高分子膜のものをこ‘‘使用ください。

サンドイッチシートの種類

; ：:：：::： ［| ： ;:：：二：：：：二
中間層がゴム、ウレタン発泡体等のものが特注品と
してあります。

3糸吉ぴ`
“ふくれん防水←［法＂は徘気」牡辻 ‘‘、コンクリ ート

スラプ面から長期に ILって発生する水蒸気を如何に
分散させ、排出させるかの方法を工事の前に決定し
てから施＿tに栢了することをおすゞめします。

防水層三誓l’ ド，塗膜材
三

特徴
①シ ートは流し貼りが出来、又追いかけシート上に

防水施工が出来るのて‘ヽ、作業者の手待時間がない。
②シート の下而は、起毛された不織布のため表而積

が大きく、下地との接着力を増強する 。
③シートは、流し貼りがてき、またシート間は遁ね

合わせの方式を月1いても、左右両側にバリがあるた
め、段差がてない。均ー な表面仕上げがてきる。

④下地から突き上げる水蒸気圧に対し、通気層を作
るため、局部的“ふくれ＂現象が起きない。

⑤シート下面の不織布層には空隊がてきるため断熱
効果をもち、日光の輻射熱を下地に伝えにくくする。

⑥排気構造をとるのて、シート下面の蒸気が絶えず
逃げ、気化熱を奪い、防水層の温度を下げる 。
従ってふくれも起きにくい．

⑦排気構造をとるのて、シート下面に結露がなく、七
メントのアルカリに防水層の下面は侵されにくい。

⑧シート表面の不織布層はベト付かず作業者の歩行
が容易てある。

⑨必要に応じて熱アスファルトと同様の積層防水が
てきるため、施エミスも少なく安心。

⑩施工速度の速い、火気 を用いない、無害、無臭、
無溶剤、無騒音、無公害な冷工法てある。

製造•発売元

技研開発工業株式会社
ただし

取締役社長 木尾川 ｛品
〒105東京都港区西新橋2-22-4（第一高嶺ピル）

TEL. 03(438) 2825囮

（サンブル、カタログ等のこ請求はお気軽にどうぞ）
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KAKEN'S新複合材 I 

JIS表示許可

屋根防水用塗膜材

ウレタンゴム系2類

ウレシールT-3

也防 水

ウレシール〈公団認定〉

アスロンシート

〈複合防水シート〉

uz・ウレタン複合防水

＾嘗塗り床材

キングフロアー各種

〈ウレタン系、工ポキシ系〉

キングマスター（厚塗り）

テニスコート・体育館・トラック

外 壁防水

ハイドロバンエ法
ハイエバーエ法
PNコート工法

〈UZ・ウレタン

系複合防水〉

プールライナー

NCプールエ法
〈ノンチョーキン
グエポキシ〉

:・~ 
て ‘̀‘ヽ

ヽ'‘̀
· 、~

‘ ¥` ‘ 
‘̀ 

ヘアークラック
(RX・20A・20S)

ノンサグ点接着
{ RX-308 ・308 H) 

FB発泡ウレタン現場
吹付 •FB工法各種
目地発泡シール

ICAICGN TORYO CO.,LTD. 

景斗liiff蚕累斗府指式会＊エ
〒143本 社工 場東 京都 大田 区大 森西 4 - 1 - 5 TEL (03) 763-9251仰
〒346久 喜工 場埼 玉県 久喜 市河 原井町 23番地 TEL(0480)23-0331囮
〒460名古屋営業所 名古屋市中区金山 3-9 -2ダイヤゴム掬内 TEL (052) 331 -6592（イせ
〒532大 阪営業所大阪市淀川区宮原 2-14-8宮原ピル 403号 TEL (C6) 392-2901 
〒803北 九州営業所北九州市小倉北区上到津 2- 2 -21 TEL (093)561-7491 

宏ー1I4.
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建築の屋上防水に豊富な施工実績を誇るダイフレックス。いま、みぞつき発泡

シートとカラーウレタ ン仕上げに よる複合防水工法が明日の建築防水を支えるエ法

として広く注目されています。露出歩行用として「超」のつく防水工法て‘す。

●ダイフレックス・ DD工法のカタログ・資料も豊富です。下記へご請求〈ださい。
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日本ソフラン化工株式会社

発売元日本ソフラン建材株式会社
本 社〒550大阪市西区江 戸堀 2丁 目 1-29 云大阪(06)448-6655く大代表＞

東京支店 〒151東京都渋谷区千駄 ヶ谷 4丁目 24番 地 云 東 京(03)404-1251く大代表＞

福岡営業所 〒815福岡市南区高宮 2丁 目 4 - 7 合福岡 (092)522-9 3 5 3 

仙台支店 〒982仙台市八本松1-l東洋ゴム株式会社内 云仙台 (0222)48-5 3 3 4 

昭
和
五
十
四
年
十
二
月

l

日
発
行
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施工代理店

ソフランシール工業会会員工事店




